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　水の中にたゆたうような視界の中で、待まつ宵よいは月を見ていた。

（なんて綺き麗れいなの）

　月は、手が届きそうなくらい大きく深い樺かば色いろをしている。

（不思議ね。今こ宵よいの月は初めて見るようだわ）

　待宵はひとりごちた。

　声に出ていただろうか。わからない。

　耳に膜まくがはっているかのように、音はすべて遠かった。


「おい、帝てい国こくの海軍だ！」



　誰だれかが叫さけんでいる。けれどその内容は理解できない。


「噓うそだろ。バーログ将軍の船だ！　クソ！」

「逃にげろ！　逃げろ！　逃げろ！」



　ドタバタという忙せわしない足音。

（ああ、なんて騒さわがしいの）

　待宵はただ、静せい寂じやくがほしかった。

　入じゆ内だいはもう決まっている。あとは待つだけだ。

　自分は女によう御ご様になるのだ。女御様とはつまり、天子様の妻である。

　それは十八になる変わり者の娘むすめには、過ぎた縁えん組ぐみであると言えた。


「この際積つみ荷には捨てるんだ！　捕つかまったら終わりだぞ！」



（仕方がないわね）

　大だい納な言ごん家の姫ひめが、いつまでも家に閉じこもってはいられない。

（内だい裏りにもきっと楽しいことはあるでしょう）

　なければ見つければいい。女御という地位を手に入れたならば、多少は融ゆう通づうがきくはずだ。居を移せば真新しいことは多くあるだろうし、暇ひまを持て余したとしても自分には箏そうがある。

（なんとかなるわ）

　この楽天的なところはきっと、父譲ゆずりであった。母からは箏の才を。

（お父様とお母様を愛している）

　彼かれらが大切だし、彼らが大切にしているものも大切だ。家名を守り繁はん栄えいさせるべく努力するのは、大納言家に生まれたものの義務なのだ。


「おい、この上玉も捨てるのか？」



（ただ願わくば）

　どこへ行くことになっても月が見えますように。


「裏の積荷は全部だ！　背に腹は替えられねぇだろ！」



　空に浮うかぶあの不思議な光を放つ世界さえ見えるのならば、きっと自分はどこででも幸福になれるだろう。

　月が見ている。

　大きすぎる月。

　思わず手を伸のばすが、視界に指先が現れることはない。それどころか、四し肢しの感覚がまるでなかった。あたかも精神だけが身体からだから浮いて出てしまったかのようだ。

（なんて綺麗）

　待宵はもう一度思った。

　月は巨きよ大だいで、今にも待宵の手の中に落ちてきそうであった。
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　魔ま女じよの国アールラは揺ゆれていた。

　王の右みぎ腕うでとも目されていた若きジーン＝バイロン伯はく爵しやくが、王城を追放されたのである。

　驚おどろくべきことに彼は、国の守り神とも言える魔女の怒いかりを買い、魔女の呪のろいである『忌み子の印スカムグ』を押おされたのだという。

　王城の上層部を大きく動どう揺ようさせたその事件の一報は、またたくまに王都に広がった。

　新聞にこそ書かれなかったが、バイロン伯爵の失しつ脚きやくが王弟であるセドリック＝クレイ公こう爵しやくの策略ではないかという推測はいたるところでささやかれた。クレイ公爵が王に近いバイロン卿きようの立場を羨うらやんでいたというのは一部では公然と噂うわさされていることであったからだ。

　魔女の祝福を受けたかの国では、『忌み子の印スカムグ』を押されたというのは大罪に近い。

　投とう獄ごくこそされないまでも、未来が閉ざされたのと同等の意味を持っていた。

　果たして、バイロン伯爵は辺境の領地ツァキに飛ばされた。

　しかし彼は、追放の際こんな言葉を残したという。

「ふざけるなよ、俺おれは必ず戻もどってきてやる。セドリック。お前の顔面を隙すき間まなく殴なぐりつけて鳥の餌えさにしてやるからな──」

　呪いにも似たその宣告に、王城は震ふるえクレイ公爵は嘲ちよう笑しようした──それが、半年前のことである。
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　月が動いていると気づいたのはいくつになった時だったか。それからずっと、待まつ宵よいは月の虜とりこだ。

　運がよければ御み簾すの奥おくから昼間の月を見ることもできたが、大だい納な言ごん家の末すえ娘むすめであった彼かの女じよが人目を気にせず月を見るためには、御簾の外が夜よ闇やみに落ちるのを待たなくてはならなかった。そのせいで夜を待つ姫ひめ──待まつ宵よい姫ひめと呼ばれるようになったほど、彼女は月に焦こがれていた。

「待宵様、よろしいですか？　明日は入じゆ内だいの儀ぎがありますからね。くれぐれも、今こ宵よいはこのままお眠ねむりになりますように」

　褥しとねの支し度たくを終えた女によう房ぼうが、白小こ袖そで姿で横になった待宵に言う。待宵はにっこりと微笑ほほえんで頷うなずいた。

「ええ、もちろんよ」

「間ま違ちがっても夜よ更ふかしなどなさいませんように」

「約束します」

「明朝、女房が呼びに参るまで褥からお出になってはいけませんよ」

「努力するわ」

「努力では困ります」

　古参の女房はぴしゃりと言った。

「お約束してくださいまし。今宵は、夜更かしをしてはなりません。御簾を出てはなりません。月を探してはなりません。よろしいですか？」

　たまらず、待宵は褥に手をついて身を起こした。

「でも、このお邸やしきで見る月は今日が最後なのよ。少しくらいならいいでしょう？」

　しかしすぐに、褥に押おし戻もどされてしまう。

「いいえいけません。明日の儀の途と中ちゆうであくびなどされて恥はじをかくのは待宵様なのですよ」

「……」

「今、恥をかいてもいいと思われましたね？」

　目を吊つり上あげた女房に心の中を言い当てられて、待宵は首をすくめた。

（だって、今日が最後なのに）

　生まれてこのかた、待宵の世界は大納言家の邸のこの小さな一角だけであった。春も夏も秋も冬も、ここから外を眺ながめて過ごしたのだ。

　しかしついに明日は、邸を発たつ特別な日である。内だい裏りに上がった後は滅めつ多たなことでは戻ってくることもないだろう。幼い待宵が柱につけた傷とも、待宵の弾ひく箏そうを黙だまって聞いてくれた屛びよう風ぶに描えがかれた雅みやびな女達とも、しばしのお別れである。

　であるからこそ、ここから見る月をこの目に焼き付けておこうと思ったのに、女房には姫のそういった感傷的な気持ちが理解できないらしい。

　その代わり女房はにっこりと笑って言った。

「ようやく、姫様も女によう御ご様となられるのですね。私共もとても喜ばしく思っております。これまでの五人の求きゆう婚こん者しや様の中でも権ごん中ちゆう納な言ごん様が一番熱心でおいででしたが……、今回のお話が間に合って、本当にようございました」

　権中納言とは一昨年の管かん弦げんの宴うたげからずっと待宵に恋こい文ぶみを送り続けて来た男のことである。その熱意に押され、父である大納言ももう少しで求婚に了りよう承しようしようかというところ、入内の話が舞まい込こんできたのであった。

　しかし他の四人の求婚者達と違ちがって、入内が決まってからも権中納言からの手紙は止まらず、もはや待宵は返事も返していなかった。もともと、彼かれらの誰だれにも興味は持てなかったのだ。手紙を通してでは人となりもわからない。

「とにかく、どうか今宵はこのままお眠りになりますように」

「ええ、わかったわ。おやすみなさい」

　待宵はこくこくと頷いて、目を瞑つぶった。

「……後で誰か寄よ越こしますからね」

　閉じた瞼まぶたの向こうで、女房が疑うたぐり深くこちらを見ているのが手にとるようだ。けれど待宵はすぅすぅと寝ね息いきを立てて寝ねたふりをして、何も答えなかった。

　しばらくそうしていると、やがて女房が部屋から出て行く気配がした。

　それでも待宵は根気強く寝たふりを続け、もういいだろうというところでぱちっと目を開けた。

「少しだけならいいわよね」

　なんといっても、最後なのだもの。そう言い訳をして単ひとえを羽織り褥から抜ぬけ出だす。

　そっと御簾を持ち上げて濡ぬれ縁えんに出ると、外はすっかり暗くなっていた。空を探すと東の方角に月が浮うかんでいる。

「まぁ綺き麗れい」

　夜空の巨きよ大だいな灯あかりは、もうあと数日で満ちようとしていた。

　待宵はきょろきょろと周囲を見み渡わたして誰もいないことを確かく認にんすると、高こう欄らんを跨またいで庭に飛び降りた。女房が見ていたら悲鳴をあげただろう。じゃり、という音が思いの外大きくて首をすくめたが、聞きき咎とがめた者はいない。

（だって最後だもの）

　そう自分自身に言い聞かせながらも高こう揚ようして胸が高鳴っているのがわかる。

　今日が最後であるという免めん罪ざい符ふが、待宵をこれまでになく大だい胆たんにしているのは確かであった。単が汚よごれることも気にせずに、砂じや利りの上を歩き出す。

「気持ちいいわ」

　待宵はうきうきした。

　ひんやりとした細かい砂利が、足の裏を適度に刺し激げきする。幼い頃ころは、よく裸足はだしでこの庭を駆かけ回まわったものだ。あの感覚が蘇よみがえってくる。

　裳も着ぎが済んでからは、幼い頃のように自由に遊びまわることはなくなった。大納言家の姫がいつまでも子供のようでは、両親に恥をかかせるからだ。けれどいつかまた好きに庭で遊びたいとずっと思っていた。

「今日が最後だもの」

　目当ての樹きは濡れ縁からも見えるところにあった。周囲よりも一ひと際きわ背の高い楓かえでの樹で、秋は見事なまでに紅あかく色づくのだ。花の芽め吹ぶく季節である今は、透すき通とおるように鮮あざやかな緑の葉に覆おおわれている。

「こんなに大きかったかしら？」

　幼い頃はよくこの樹に登っては女房達を青ざめさせた。

　そして待宵は今宵、この樹の登り納めをしようというのだった。

　一番下の枝は手の届くところにある。待宵は腕うでを伸のばして、しっかりとそれを摑つかんだ。すると胸の内に、理由のない自信がむくむくと湧わき上あがってくる。幼い頃はあまり高いところまでは登れなかった。けれど待宵はもう大人おとなだ。きっと樹の天てつ辺ぺんまで登れるだろう。

（そうしたらきっと、今までで一番月が近く見えるわ）

　彼女の中に躊ちゆう躇ちよはなかった。それどころか突つき動うごかされるような衝しよう動どうがある。

　入内の話をいただいてから、心の奥おく底そこでくすぶっている何かにずっと気づいていないふりをしていた。だってそれに向き合ったからってどうなる？　入内はもう決まっている。明日には自分は、天子様の妻になるのだ。

　邪じや魔まな単を脱ぬいで樹の幹に足をかけると、ぐいと腕に力を入れる。

　顔を真まっ赤かにしてようやく最初の枝によじ登った時には、額から汗あせが出ていた。

「ああ、思っていたよりも大変ね」

　早く登りきらなくては、女房に見つかってしまうかもしれない。待宵が次の枝を探そうと上を向いた時である。

「待宵姫！」

　おそらく様子を見に来た誰かの声に驚おどろき、身体からだが傾かしいだ。

（しまった！）

　と思った時にはもう遅おそい。彼女は中空に放り出されていた。

（なんてこと）

（わたくしはこれで死ぬのかしら）

　不思議とすべてがゆっくりと感じられる。楓の葉と、夜空の月。

　夜に浮かぶ大きな円。

　待宵はそれに手を伸ばした。

（届きそうなのに）

　深い、樺かば色いろの。

　大きすぎる月──。




　ずべん！




（……あら？）

　気がつくと、待宵は冷たい床ゆかの上に横たわっていた。伸ばされた右腕は硬かたい床に触ふれている。その向こうには不思議な雰ふん囲い気きの屛風があった。見慣れない筆使いである。

　とりあえず、視界にある右手をぐっぐと動かしてみた。

　動きはするが、どうにも力が入らない。

（樹から落ちたのだと思ったのだけれど……）

　ここはどう見ても、大納言家の邸の庭ではない。だがどこからか落下したのは確かなようだ。側頭部と腰こしの痛みがそれを証明していた。

　待宵は左手を床につき身体を起こそうとした。しかしまるで建て付けの悪い障しよう子じのように、身体をうまく動かすことができない。それは、病を得て長いこと臥ふせっていた時の感覚に似ていた。

　水を含ふくんだかのように重い身体をようやく起こした時には少し息が上がっていて、待宵は自分が本調子ではないのだと自覚せざるを得なかった。

　床に座すわり込こんだまま、周囲を見回す。

　見たことのない床と壁かべと天てん井じよう。先ほど彼女が屛風だと思ったものは屛風ではなく、壁に掛かけられた絵であった。

（不思議な色使いだけれど……きっと月だわ）

　描かれていたのは、夜空にぽっかりと浮かぶ月である。

　そういえば、とても大きな月を見た気がしたが、あれはこの絵だったのだろうか。いや、色が違う。待宵が見たのは、もっと赤みがかった月だった。樺色の月。

（壁に……絵を描いているのではないのよね。掛かけ軸じくみたいに、飾かざってあるんだわ。珍めずらしい）

　回りが壁に囲まれていたため、待宵はこの場所を塗ぬり籠ごめではないかと推測した。塗籠とは、屋や敷しきの中の寝しん所じよの近くに作られた物置部屋である。通常の部屋の仕切りは屛へい障しよう具ぐや御簾などでされているが、塗籠にだけはしっかりとした壁があるのだ。

（どうしてわたくしが塗籠に？）

　幼い頃、いたずらをして閉とじ込こめられたことならあるが、記き憶おくにある大納言家の塗籠とはまったく違った。

　天井や床や壁だけでなく、置かれているものすべてが見慣れない。おかしな形の厨ず子し棚たなに繊せん細さいな細工の道具の数々。待宵のすぐ右手には奇き妙みような御み帳ちよう台だいがあった。

　何が奇妙かというと、異様に高いのだ。床に座り込んだままでは、御帳台の上まで目が届かない。

（ここから落ちたのかしら……）

　まだ頭の中がぼうっとしていた。寝ね起おきはいつもこうなのだ。女房達が呆あきれたような顔をする。夜更かしなさっているからですよ、と月に焦がれる姫を嗜たしなめるのだ。

（もしかしてここは死後の世界なの？　わたくしは、樹から落ちて死んでしまったのかしら）

　待宵はこめかみを押さえて首を振ふった。


「あら、あら、あら！」



　御帳台の向こうから、甲かん高だかい女の声がする。女房がやってきたのかと安あん堵どした待宵は、しかし現れた女を見てぎょっとした。

　恰かつ幅ぷくのよいその女が、日の光を映したような黄こ金がね色いろの髪かみを持っていたからだ。

（鬼おに……？）

　大きな目と鼻を持った金きん髪ぱつの女鬼は、床に座り込んだ待宵を見て慌あわてたように駆け寄ってきた。


「まぁ、嫌いやだわ。ベッドから落ちてしまったのね。大だい丈じよう夫ぶ？　頭は打っていない？」



　ふわふわとした温かい手がぺたぺたと待宵の頰ほおや頭に触れる。待宵は完全に硬こう直ちよくしてしまっていて、声も出せなかった。

　自分は、死後の世界ではなく鬼の住すみ処かにやってきてしまったのだろうか。しかし少しふくよかなだけで特別巨大とも言えないこの女鬼が、自分の腕をちぎって食べてしまうなんて到とう底てい思えない。子こ鬼おになのかもしれない。ただ子鬼と呼ぶに、女はずいぶん年を食っているように見えた。外見的には、待宵の母よりも年上に見える。

　もちろん、本当に鬼であるなら年ねん齢れいなど関係ないだろう。鬼の寿じゆ命みようは人間のそれよりもずっと長いはずなのだ。


「血は出ていませんね。どこを打ったの？　立てるかしら？」



　早口で何かを言いながら、女鬼が待宵の手を握にぎる。

（気のせいかしら……わたくしを、心配しているように見えるわ）

　固まっていた待宵の四し肢しが、握られた手の温ぬくもりで徐じよ々じよに溶とけていく。

（眉まゆが下がってる。困っているのかしら。大切な食材が傷いたんだから？　それとも本当に心配しているの？）

　それがわからない待宵には、ただ無言を通すことしかできない。すると女鬼はぽんぽんと待宵の肩かたを叩たたいて立ち上がった。


「ちょっと待っていてくださいね。今旦だん那な様と、医学の心得のある者を呼んできますから」



　早口でそう言うと、「ロベルト！」と叫さけびながら褥の向こうへ行ってしまう。少し伸びをしてその背を視線で追いかけると、女鬼は妻つま戸どから部屋を出て行ったようだった。

（……珍しい。妻戸が一枚しかないわ）

　待宵が知っている妻戸はすべて両開きの木の扉である。少なくとも大納言家の邸では、ああいった片開きの妻戸は見たことがなかった。

　見渡してみるが、壁には他に出入り口と呼べそうな場所はない。明かり取りの役目を果たしているらしい穴が、天井近くにあるだけである。

（だから、こんなに明るいのだわ）

　普ふ通つうの塗籠ならあんな明かり取りはない。

「ふしぎ」

　出てきた声はかすれていた。喉のどが渇かわいている。ああここが邸なら、呼べばすぐに誰かが白さ湯ゆを持ってきてくれるのに。

　目覚めたばかりであまり働かなかった思考が徐々に動きだしていた。一度息を吸って吐はく。

　とにかく、この見覚えのない部屋と現れた金髪の女鬼から判断するに。ここが自分の生まれ育った邸ではないことは確かであろう。ではどういうことか。

（覚えていないけれど、鬼か盗とう賊ぞくに誘ゆう拐かいされてしまったのかしら）

　明るい、ということは夜はもう明けているのだ。

　待宵ははっとした。

「入内……！」

　今日は入内の儀ぎ式しきが行われる日だ。自分がいなくなったと気づいて、両親も女房達もきっと慌てている。天子様はどう思われるだろう。まさか父が、娘可か愛わいさに隠かくしてしまったなどと思わないだろうか。

「……まぁ、大丈夫よね」

　抱いだいた不安はすぐに失うせた。

　大納言の地位は世せ襲しゆうではないのだ。父にはその地位を勝ちとるだけの強したたかさがある。売れ残りの末娘を入内させようというのだから、相当なものだ。入内寸前の娘がいなくなったとしてもうまく言い訳をして責任を逃のがれているだろう。

　それよりも、今心配すべきなのはこの身である。いったいここはどこなのだろう。

「よし、とにかく立つわ。立つのよ」

　言い聞かせるように口に出したのは、身体の不具合を心配したからだ。もし本当にずっと臥ふせっていたのなら、いきなり立てば目め眩まいでも起こすかもしれない。

　床に手をついてそっと腰を浮かせる。

　そこでやっと、待宵は自分が身につけている服の異変に気づいたのだった。いつも寝る時に身につけている白小袖ではない。襟えりも帯もなく、生き地じはさらりと滑なめらかなものである。絹だろうが、待宵が知っている絹の中でも特別上等なもののようだ。

　ああそういえば、先ほどの女鬼が纏まとっていたのも初めて見る衣い装しようだったではないか。上衣の袖そでが腕にぴったりとしていて、袴はかまも穿はいていなかった。

　それに自分が今足をつけているこの床はどうだ。ひんやりとしていて硬い。色のついた石のようなものが、規則正しく敷しき詰つめられている。

　自身でも驚いたのだが、この時待宵の内側にむくむくと煙けむりのように広がったのは、理解できない状じよう況きように対する恐きよう怖ふではなく純じゆん粋すいな好こう奇き心しんであった。

　元来、待宵は楽観的で好奇心旺おう盛せいな娘なのだ。

　幸いなことにここは大納言家の邸ではないし、おそらく緊きん急きゆう事態である。現状を理解するために思うまま歩き回ったからといって叱しかる女房も母もいないだろう。

　待宵は注意深く、しかし今度こそ立ち上がった。

「……よし」

　目眩がないことに気を良くして、歩き出す。

（鬼が、わたくしをここに運はこび込こんだのかしら）

　そういえば、水の中をたゆたうような揺ゆれに覚えがあった。

　あれは夢の中の記憶だろうか。

　待宵は立ち止まり、こめかみを押さえた。

　頭の奥から鈍にぶい痛みがやってきたのだ。心臓がどきどきと早はや鐘がねを打つ。意識して息を大きく吸って吐くと、やがて痛みは遠のいていった。

　心臓はまだ落ち着かない。待宵はもう一度深呼吸して、ゆっくりと足を踏ふみ出だした。

　裸足の足が床を踏むぺたぺたという音をさせながら、先ほど女鬼が通った妻戸に近づく。そしてそっと開け放たれたままの戸から外を覗のぞき込こんだ。

　先ほどの女鬼も、他の鬼もそこにはいなかった。妻戸があるのだから覗き込んだ先は建物の外だろうと思ったのに違う。

　そこはまた、壁に囲まれた部屋であった。しんとした隣りん室しつは待宵が寝ていた部屋よりもひと回り広い。天井が高く、初めてみる調度品や巨大な脇きよう息そくのようなものが置いてある。

（ここは……なんなのかしら）

　待宵は興味深く室内を観察した。

　天井に描かれた模様、ふわふわとした動物の毛皮のようなものが敷かれた床。正面の壁には、中に白い灰が小山となった四角い箱がある。竃かまどだろうか。右手の壁は半分ほどしかなく、もう半分には格こう子しが取り付けられていた。ただしその格子に目め隠かくしとしての役割が果たせているとは到底思えなかった。縦横に数本しか格子が入っておらず、あちら側が丸見えなのである。

　そしてその向こうに見えたのは青い空であった。

　外だ。

　待宵ははっとして、格子に小走りで近づいた。

「ん……あら？」

　格子を上げようとするが、ぴくりとも動かない。その上驚いたことに、格子の間に水のように透き通った硬く冷たいものが嵌はまっていた。

「まぁ。玻は璃りかしら」

　質感はまさに玻璃のそれであるが、記憶にあるものとは比べものにならない透とう明めい感かんだ。こうして近づくまで、待宵はそこに玻璃が嵌っているとは気づきもしなかった。

　どうしても開けられないので、ここから逃にげることはできそうにない。しかしその透明な玻璃のおかげで、待宵は部屋の外を眺めることができた。

　玻璃の向こうには濡れ縁のような空間があって白い高欄もある。

「なんて空が広いの」

　待宵は息を吐いた。

　大納言家の邸の濡れ縁から仰あおぎ見みた空とは違う。そこに空を切り取る庇ひさし屋根や囲いはなく、浮かぶ雲さえのびのびとして見えた。外に出たい。強く思ったその時、待宵の視界に黒い靄もやがかかった。

　血が逆流するような感覚と共に平へい衡こう感覚を失う。目眩だ。身体が傾ぐ。

「……！」

　褥から落ちた時のような衝しよう撃げきを覚かく悟ごしたが、その代わり待宵を包つつみ込こんだのは力強い誰かの腕であった。


「おい、大丈夫か？」



　今度こそ、待宵は息を止めた。

　色しき彩さいの戻った視界の中に、男の顔がある。

　薄うすい金……白金の髪の鬼。


「まったく。目覚めてすぐ室内をうろつくなんて無茶もいいとこだぞ」



　待宵は混乱した。相手が鬼である、ということと同じくらい、相手が男である、ということが衝撃であった。おかしな話だ。兄弟達のおかげで、年とし頃ごろの女性にありがちな男性に対する抵てい抗こう感かんなどなく育ったというのに。

　待宵が床に頭を打たなかったのは、男おとこ鬼おにがその腕で受け止めてくれたからだと理性ではわかっていたが、自分が横たわり男の顔が上にあるという状況に対して、尋じん常じようではない恐怖が待宵の全身を震ふるわせた。

「いやっ！」

　と声を上げて男鬼を突き飛ばす。そして四よつん這ばいのまま、先ほど自分が目覚めた部屋へと逃げ込んだ。鬼に追いかけられぬようにと妻戸を閉めようとしたが、ガッ！　という音がして戸が何かにつっかかる。


「……痛いてぇなぁ」



　鬼が、妻戸の隙すき間まに足を差さし込こんだのだとわかって待宵はさぁと青ざめた。

「来ないでください！」

　待宵は大声を上げてなんとか戸を閉めようとしたが、「いたたたた！　痛ぇ！　折れる！　やめろ！」と鬼がわけのわからぬ大声を上げたのでびくりとして手を引ひっ込こめた。するとそれを見み越こしていたかのように鬼が戸を押し開く。

「きゃあ！」

　戸に押された待宵は再度床に転がってしまった。次に気づいた時には男鬼にのしかかられていて、口を塞ふさがれていた。

　待宵は涙なみだ目めになった。

　好奇心などどこかに吹ふっ飛とび、恐怖で身体が竦すくむ。

　ああやはり自分は食べられるのだ、と心のどこかで思った。先ほどの女鬼が優やさしげな様子だったから、大丈夫かもしれないと勘かん違ちがいしてしまった。外を覗いてなどいないで早く逃げ出すべきだったのだ。


「頼たのむから、大声を出さないでくれ」



　男鬼が言った。


「な？　別に危害を加える気はないんだ」



　待宵は恐怖を押おし隠かくしてきっと目を吊り上げた。

（は、離はなしなさい！　わたくしは大納言家の姫よ！）

　そう叫んだが、鬼の大きな掌てのひらに遮さえぎられて言葉にならない。

（離して！　離して！　離して！）

　待宵は無む我が夢む中ちゆうで自由な両手を振り回した。黙って食べられてなどやるものか。相手が鬼であろうとも、死ぬ前に一いつ矢し報むくいてやる。


「おい、危ねぇ。いてっ！」



　気き丈じようにもそう思っていたが、自分の爪つめが柔やわらかい皮ひ膚ふを引ひっ搔かいた感かん触しよくとがりっという音に怯ひるみ、手を止める。


「いってぇ……」



　鬼の頰には痛々しい傷ができ、じわりと血が浮かんできた。赤い血だ。

　血の気が引いて、息が止まる。待宵は、自分のしでかしたことに衝撃を受けていた。

　これまで、こんなふうに誰かを傷つけたことなど一度もなかった。怪け我がをして血を流すこと自体滅多になかったのだ。何かの拍ひよう子しに指先を切ったりしても、女房達が大おお騒さわぎする。血は穢けがれだからだ。

　それなのに、鬼は笑った。自分の頰に滲にじんだ血を拭ぬぐい、それを見て笑ったのだ。


「……いい根こん性じようをしてるじゃないか」



「……」

　待宵は驚いた。

　てっきり、怒いかりに我を忘れた鬼が襲おそいかかってくるのだと思ったのに、笑うなんて。


「俺おれが怯おびえさせたせいだな。すまない。離れるから、逃げないでくれ。俺の言っていることがわかるか？　大丈夫。怖こわくはない。俺はお前に何もしないよ」



　声がとても穏おだやかだ。

　それまで恐怖で混乱状態にあった待宵の思考が、少しずつ冷静に状況を見られるようになってきた。

　鬼は、なかなか綺麗な顔立ちであった。先ほどの女鬼もそうだったが、目が少し大きく鼻が高いくらいで、角つのも牙きばもない。肌はだは白く、血は赤い。白金の髪や濃こい藍あいを映す目の色、それに顔立ちが多少見慣れないことを除けば、男は人間に見えた。

　それどころか、じっと見ていると既き視し感かんさえ覚える。

（まさか。こんな人、見たことがあるなら覚えているわ）

　もしかしたら……彼らは鬼ではないのかもしれない。

　そう思ったのは、男がゆっくりと両手を挙げて待宵の上から降りたからだ。口を押さえていた手もいつの間にかなくなっていた。待宵は大きく息を吸う。あの掌だって温かかった。


「な？　大丈夫。逃げる必要はないよ」



　男がゆっくりと何か言う。


「俺はジーンだ。お前、名前は？」



　待宵が何か言おうと口を開いたその時だった。

　ガツン！　という鈍い音がして「あだぁ！」と男鬼が声を上げた。
















　待宵が顔を上げるとそこにはすらりと背の高い焦こげ茶ちや色の髪の男鬼が立っていて、今自身が殴なぐりつけた男鬼を冷たい目で見下ろしていた。


「ジーン様。無抵抗な婦女子に暴行を働くとは見み損そこないましたよ」



　それは、先ほどまで待宵にのしかかっていた男鬼よりも年長に見えた。新たに現れた男鬼は待宵を見て目を細めると、


「失礼いたしましたお嬢じよう様さま。こちらは教育の行き届いていない馬ば鹿か者ものでして」



　と言った。


「ロォベェルゥトオオ！」



　後頭部を押さえてしゃがみこみ、低く唸うなっていた白金の髪の男鬼は、涙目で立ち上がってもう一方の男鬼に抗こう議ぎした。


「痛ぇじゃねぇか！　俺が何をしたって言うんだ！」

「ジーン様。婦女子を襲っておいて何をしたなどとよく言えたものですね。軽けい蔑べつします」

「襲ってねぇ！　逃げたから引き止めただけだ！」

「百歩譲ゆずってそうだとしても、引き止め方に多大な問題があります。幼児教育からやり直してください」

「子供の俺を教育したのはお前だろうが！」

「そうですね。私が心血を注そそいでお育てしたのに、このような馬鹿者が育ってしまったのは大変遺い憾かんでございます」

「なぁ、常々疑問に思ってたんだがお前バイロン家の執しつ事じなんだよな？」

「はい。いかにも私ロベルト＝ダースはバイロン家に仕える忠実なる執事でございます」

「その忠実なる執事が忠ちゆう誠せいを誓ちかっている主人は俺だよな？」

「はい。おっしゃる通り私の主人はジーン＝バイロン様でございます」

「ならもっと敬うやまえ！」

「残念ながら忠義と敬意は別物だと認めざるをえません」



　男達が自分を置いて何やら大声で言い合いをしているのを眺めながら、待宵はすっかり困こん惑わくしきっていた。

（結局、彼らは鬼……なのかしら。それとも違うのかしら）

　まだ、どちらとも判断がつかない。


「そこ一いつ緒しよにしとこう？　な？　頼むからイーブラーグス」



（いーぶらーぐす？　……こまったわ。やっぱりどんなに注意して聞いてもわたくしの知ってる言葉ではないわよね）

　何せ、待宵には彼らの話している言語がまったく理解できなかったのである。





[image: ]







「まぁまぁまぁ何をやっているのですジーン様！　早くお嬢様をベッドにお連れして差し上げてください！　彼女は病やみ上あがりなのですよ！」



　二人の鬼の口論は、最初に会った女鬼の乱入によって中断された。白金の男鬼が「俺が運ぶ」と言って再び待宵の方へ身をかがめた時はびくりと身を縮めてしまったが、目を逸そらすことだけはしなかった。

　すると男鬼は一度眉を上げたものの待宵を優しく抱だき上あげた。そして彼女が抵抗するかどうか決めかねている間に御帳台まで運び、そっと降ろしてくれた。

（……わたくしを食べる気はないのかしら？）

　待宵はいよいよ真実がわからなくなった。

　今の男鬼の動作に、待宵を怖がらせるようなものはどこにもなかったのだ。


「ああお嬢様。すっかり怯えたご様子で。大丈夫ですよ。誰も危害を加えたりはしませんから」



　御帳台の傍かたわらに膝ひざをついた女鬼が待宵に手を伸ばす。待宵は警けい戒かいして息を止めたが、女鬼は宥なだめるように待宵の背を撫なでただけであった。

（……わたくしを、落ち着かせようとしているの？）

　じっとその不思議な色彩の瞳ひとみを見つめると、女鬼は柔らかく微笑む。


「私はアルマと申します。ジーン様が何かしでかしましたらどうぞアルマにおっしゃってくださいね。うんときつく叱っておきますから」



　すると白金の男鬼が「どうしてお前もロベルトもすぐ俺を悪者にしようとするんだ」と息を吐き、顎あごをくいと動かして言った。


「ロベルト、一応診みてやれ。さっき一度倒たおれそうになっていた」



　今度は、焦げ茶の髪の男鬼が待宵の前に膝をつく。

　男鬼は前髪を丁てい寧ねいに後ろに撫でつけ、黒い服を着ていた。そしてやはりそれは、待宵の知っている直衣のうしとも袴とも違う。もっとぴったりと身体の線に沿っている服だ。白金の男鬼も同様なので、それが彼らの平常の衣ころもであるのだろう。

　褐かつ色しよくの瞳がまっすぐに待宵を見つめる。

　そこに待宵を怯えさせようとする意図は見えず、声こわ音ねは静かで真しん摯しであったが、いかんせん男は無表情であった。


「突とつ然ぜんのことで驚かれたでしょう。でも大丈夫。ここにあなたを傷つける者はおりません。私はロベルトと申します。ここは、こちらのジーン＝バイロン伯はく爵しやく閣かつ下かのお屋敷です。あなたのお名前は？」



「……」

　待宵は困った。

　男鬼が何かを自分に語りかけているというのに、まったくその内容が理解できないのだ。

　ただわかったのは、この鬼達がとりあえずのところ自分を傷つける意図は持っていないらしい、ということだった。

「……申し訳ございません。わたくしには、あなた方が何をおっしゃっているのかわからないのです」

　待宵が本心から申し訳なく思ってそう言うと、男鬼がわずかに眉をひそめる。待宵は、気分を損そこねてしまったのではないかと少し怯えた。


「ロベルト、どうなんだ。この娘には何か後こう遺い症しようが？」



　白金の男鬼が何か言った。すると待宵の目の前の男鬼が立ち上がって答える。


「はっきりとしたことは時間が経たってみないとわからないでしょうね。でもとりあえず、意識はしっかりしているようですし、視線にぶれもありません。大丈夫でしょう。医師もじき到とう着ちやくされます。目下の問題は、言葉の壁ですね」



　白金の男鬼が息を吐いて前髪をくしゃりと摑んだ。


「急いで通訳を捜さがせ。ったく、まさか言葉が通じないとはな」

「ジーン様。この状況を一番不安に思っているのはあなたではなく彼女です。おわかりですか？」

「そう思うんなら、お前ももっとにこやかに接してやったらどうだ」

「今私の表情筋は最大限の活かつ躍やくを見せておりましたが」

「眉み間けんに皺しわなら寄ってたけどな！」



　待宵には彼らの話している内容がまったく理解できなかったが、何か自分のことで困っているのだということは理解できた。

「あの、わたくしは大納言三さん条じよう光みつ忠ただの娘、待宵です。父は宮中にいるはずです。そちらで、わたくしのことをお話しいただければ……」

　ぎし、と御帳台が揺れて、待宵は途中で口をつぐんだ。

　白金の男鬼が御帳台の縁ふちに腰をかけたからだ。鬼にじっと間近で見つめられて恐おそろしさを感じたが、待宵は意識して腹に力を込こめて逃げなかった。


「俺の名はジーン。ジーン＝バイロン」



　男が、自らの手を胸にあて、何度か「じーん」と繰くり返かえす。

　ようやくそれが男の名なのだと思い至った待宵は、ぱっと顔を輝かがやかせた。

「ああ、もしかしてあなたのお名前ですか？　じーん。ジーン様とおっしゃるの？」

　自分でも不思議なくらいに気分が沸わき立たった。ああよかった。やはり彼らは鬼ではないのだ。鬼がこんなふうに名乗るはずがないのだから。

　相手が鬼でないのだとわかると、待宵の中の恐怖は消え去った。相手が鬼でなくただの男であるのなら、どうして怖がる必要があるだろう。

　言葉が通じたことに対する安堵は、ジーンにとっても同じであったらしい。彼は少し表情を和やわらげ、人差し指で待宵を指差した。


「そう、俺はジーンだ。お前の名はなんだ」



　今のはわかった。こちらの名前を聞いている。

「待宵と申します」

　真名は別にあるが、それは家族とごくごく親しい者にしか知られてはいけない名だ。だから父も母も女房達も、自分のことを待宵と呼んでいる。

「マチョイ？」

　ジーンが眉び宇うを寄せる。待宵は笑った。

「ま、つ、よ、いです」

「マチョーイ」

「まつよい」

「マツォイ」

「よ、い、です。夜という意味でございます」

「……」

　ジーンの眉間の皺が深くなった。


「おいロベルト、なんと言っているかわかるか？」



　隣となりに立つ焦げ茶の髪の男に話しかける。


「私達には発音するのが難しいお名前のようですね」



　話している内容はわからないが、男達が問題としているところはなんとなくわかった。何か名前をわかってもらえる手がかりがないかと室内を探した待宵は、いいものを見つけてそれを指差した。

　目覚めてすぐに見つけた、月の絵だ。

　夜空に浮かぶ白金の円。ああそういえば、このジーンという男の髪と同じ色である。

「夜を待つ、で待宵です」

　待宵はにっこりと微笑んだ。

　男達は待宵の指を辿たどって背後を見た。立っていた焦げ茶の髪の男が「これですか？」と壁に歩み寄って絵に触れる。

　待宵はこくこくと頷いた。


「絵がどうしたのですか？　お嬢様」



　女が言った。待宵が怯えるのをやめたせいか、彼女はもう背を撫でるのをやめていたが、待宵を守るように側そばにいてくれた。


「この絵に何かヒントがあるのでしょうか？」



　年配の男が表情を動かさないまま首を傾げる。


「そうか！」



　すると突然ジーンが立ち上がって絵に駆け寄り、そこに描かれた月をなぞって指で円を描いた。


「月、だな？　お前の名は月という意味なのか？」



「ああ、そうです。わたくしが月を待ってばかりいるので、待宵と呼ばれるようになったのです」


「よし、それならお前のことは月カヤと呼ぼう。同じ意味ならいいだろう？　よいか？　カヤ」



　待宵は目を丸くした。

「カヤ」

　どうやら、自分のことをそう呼ぶと言っているらしい。マチョイやマツォイと呼ばれるよりよいと思った待宵は、少しの沈ちん黙もくの後こくこくと頷いた。するとジーンはほっとしたように笑った。


「よし、カヤ。早さつ急きゆうに通訳を捜すが、おそらくそうすぐには見つからない。お前には不自由だろうが、少しずつ現状を理解してほしい。俺はジーン、この顔がん筋きんの死んでいる男が執事のロベルト、そして使用人のアルマだ。基本的に、お前がツァキ領のこの屋敷の中で顔を合わせるのはこの三人になるだろう。俺はここでのお前の衣食住を保証する。その代わり、お前には俺の……」



　待宵は耳を疑った。

「つき？」

　今、彼はそう言ったか。

「月、と今おっしゃいました？」

　しかも「つき」と言いながら床を指差していた。つまり、この場所が「つき」であるということだろうか。


「？　ここは、アールラ国のツァキ領だが？　俺はその領主だ」



　バシャーン！　と脳内に雷かみなりが落ちたかのようだった。

「噓うそ……。まさか、わたくし、月にきてしまったの？」

　あの、憧あこがれ続けた月に？

　そんなまさか。

　けれどああそういえば、夢の中で手の中に落ちてきそうに大きな月を見た気がする。あれは夢ではなかったのだろうか。月があんなにも大きかったのは、月が落ちてきたからではなく、自分が月に落ちたからなのか。

　それならばすべてに説明がついた。

　ジーンらの持つ不思議な色彩も、見慣れぬ建物も、調度品もすべて。ここは月なのだ。自分が今まで暮らしていた世界とは違う世界。

　なんてことだろう。あまりにも月を見続けたから、月に落ちてしまったのだ。

　ここは月なのか。

　望み続けた世界。

　自分が自分であれる場所。

「やったわ！」

　知らない内に、声が出ていた。こんなに大きな声を出したのは、子供の頃以来かもしれない。しかしどうやらそれがよくなかった。

　いきなり興奮が最高潮に押し上げられたせいで、待宵は次の瞬しゆん間かん、ふっと糸が途と切ぎれるように意識を失った。


「うわっ！　おい！」



　今度もまた、ジーンが抱きとめる。

（ああわたくし、月にきたのだわ……）

　月の光を紡つむいだような男の白金の髪の輝きを暗転した視界の中で見つけて、そう確信した待宵なのであった。
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　ジーン＝バイロンはもたらされたばかりの報告書に目を通していた。

　机の上には未処理の書類が重なっている。

　七日間もの間意識不明であった娘が目覚めたことで、本来ならもう終わっているはずの仕事も終わっていなかった。おそらく今日も睡すい眠みん時間を削けずられることになるだろう。

　ツァキなどという、王都から離れた田舎いなかの領主に任じられてから半年が経つ。ミュカ河の支流であるザンドル川の中なか州すに建ち、前の領主が死んでから二年ほど主人不在の状態であったこの屋敷も、ようやく生活するのに不自由がなくなってきたところである。

　アールラ国内でも辺境に位置するこのツァキ領はいわゆる忘れられた領地であり、本来ならば、領主としての仕事はそう多くない。領民も総じて穏やかな気風であり、老後を過ごすにはもってこいの領地だと言えた。

　けれどジーンはまだ二十七だ。老後、というには早すぎる。

　王都にいた頃は毎日がぴりぴりした心地ここちよい緊きん張ちよう感かんに包まれていた。解決すべき問題は後を絶たない。

　北の国と戦争を始めそうな帝てい国こくグザニアの情勢からは目が離せないし、枯こ渇かつしかけている鉱山に代わる資源も早急に見つける必要がある。半年前に氾はん濫らんが起きたベツレ川沿岸の復興と水害対策も悠ゆう長ちようにはしていられない案件だ。

　ジーンは持っていた報告書を机の上に投げた。

　そしてさらにその上にどかりと脚あしを載のせて、背もたれに体重を預ける。

　瞼を閉じて自分の中の感情を制せい御ぎよする。

　そこに常にあるのは怒りであった。

「旦那様。紅茶をお持ちいたしました」

　扉とびらの向こうで執事の声がする。

「ああ、入れ」

　ジーンは目を瞑ったまま答えた。

　扉が開く音と、ロベルトの靴くつの音が聞こえる。一回り年上の優ゆう秀しゆうなこの執事は、かちゃかちゃと茶器の音を立てたりしないのだ。その父の代からバイロン家に仕えていて、ジーンにとっては兄代わりのような存在である。

　ジーンは瞼を開けた。

「カヤは大丈夫なのか」

　つい数時間前、興奮したように大声を出してまた気を失ってしまった娘を思い出す。

　黒くろ髪かみ黒こく眼がんの不思議な少女。

　まったく言葉が通じないとわかっていたら、もっと早く通訳を手配していたのに。

「医師の診しん察さつによると、ただの貧ひん血けつだそうです。ずっと臥せっていたのだから当然ですね」

　ロベルトは、机の上のあいたところにカップを置いて紅茶を注いだ。そしてちらりと机の上にある主人の脚を見て、「お行ぎよう儀ぎが悪いですよ」と嗜める。ジーンはそれを無視した。

「あの娘は、何をあんなに興奮していたんだ？」

「さぁ、なんでしょうかね。わかりませんよ」

　ロベルトのそっけない返答の理由はわかりきっている。バイロン家の忠実な執事は、最初からあの娘を引き取ることに反対していたのだ。

　しかしジーンは、涙で潤うるんだ漆しつ黒こくの瞳を思い出して笑えみを浮かべた。

「肝きもの据すわった娘だ」

　恐ろしくてたまらないといった顔をしていたのに、ジーンから目を逸らさなかった。

　十三、四の子供だろうと思っていたのだが、もしかしたらもう少し年長なのかもしれない。

「少し瘦やせすぎだから、よく食事を摂とらせるようアルマに言っておけよ。あの髪と眼めの色。加えて、声も悪くなかった。そう思わないか？」

「ジーン様。少し立ち止まって、考え直してごらんになったらいかがです？」

　ロベルトが言った。

「あまりに非人道的だとは思いませんか？　そのような方法で王城に戻ったからといって……」

「黙れロベルト」

　触れたら斬きれてしまいそうな声音でジーンは言った。ロベルトが口を噤つぐむ。幼い頃からジーンを見てきたこの執事は、自らの主人の本質の一いつ端たんとも言える冷れい徹てつさを知っていた。

「言ったはずだ。俺は手段を選ばない」

　右肩が熱を帯びる。あの屈くつ辱じよくを受けた時、ジーン＝バイロンはそう決めたのだ。

　息を吐き、再度背もたれに体重を預け、天井を仰ぐ。

　この仕事部屋は紛まぎれもなくツァキ領主たるジーンの部屋であったが、慣れることはなかった。この椅い子すにも、机にも、慣れてはいけない。ここは自分のいるべきところではないからだ。

　このような田舎の領地に骨をうずめる気はない。

「……そのためには、なんだって利用するさ。憐あわれな異国の娘でもなんでもな」

　口から出た呟つぶやきは天井に消え、代わりに重たい沈黙が室内に落ちたのだった。
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『ああ待宵様。またそんなに夜更かしをして』

（月を見ていたの）

『どうして月ばかり見上げておられるのです』

（だって、とても綺麗でしょう？）

『権中納言様からのお文に、まだお返事をされていらっしゃらないのですか？』

（どうでもいいのだもの）

『物もの忌いみの間はお外に出られてはいけませんよ』

（……今夜は満月なのに）

　女房達の言っていることが正しいのだということはわかっていた。

　それが、この世界での常識だ。

　この世界で生まれ育ったからには、その常識から逸いつ脱だつしてはいけない。生まれは自分で選べないのだから、仕方のないことなのだ。

　だがもし違う世界に行けたなら？

　ずっとそう思っていた。

　自分以外の人間はあまり苦労をせずこの世界の常識の中で生きている。つまり異い端たんなのは自分なのだ。きっと、生まれ落ちる場所を間違えた。

（もし違う世界へ行けたなら。月に……行けたなら）

　すべてが変わるだろう。

　もう隠すことはない。耐たえることはない。

　鬱うつ屈くつとした夜には大きな声で叫んでもいいのだ。

　空に向かって。

「わあああああああああああああああ！」

　と。




　待宵は、自分の声でぱっと目を覚ました。

　かっと顔を赤くして思わず口を塞ぐ。今、たぶん本当に声に出してしまっていた。女房達が集まってくるかもしれない。ああまたはしたないと叱られるのだと思った待宵は、自分の横たわっている場所が大納言家の邸ではないのだと思い出してがばりと起き上がる。

　すると薄うす暗ぐらい部屋の中にはあの女鬼……女がいて、驚いた様子でこちらを見ていた。


「まぁ、驚いた。どんな夢を見ていたのですか？」



　女はぷっと吹き出すと、けたけたと口を開けて笑った。待宵のいた世界でそんなふうに笑う女はいない。

（ああ本当に、自分は月にきてしまったのだわ）

　そう再確認して、待宵はほっと息を吐いた。


「眠ってらして大丈夫ですよ。朝までまだ時間がありますからね。それとも水を飲まれますか？」



　女はそう言いながら、持っていた珍しい形の茶道具のようなもので液体を注いだ。差し出されたものを受け取ると、それは木でできた縦に長い茶ちや碗わんだった。匂においを嗅かぐが、なんの香かおりもしない。

　女が笑った。


「ただの水ですよ」



「あの……飲んでもよいのですか？」

　喉は渇いている。待宵は逡しゆん巡じゆんしながらも、そっと茶碗に口をつけて中のものを飲んだ。それが白湯だとわかってからは、ごくごくと飲み干す。すぐに空になった茶碗を見て、女が柔らかい表情で手を差し伸べた。


「喉が渇いてらしたんですねぇ」



（はしたなかったかしら）

　少し顔を赤くしながらも茶碗を渡わたすと、彼女はまた白湯を淹いれてくれた。優しい温もりのある木の茶碗を手に、彼らが自分をなんと呼ぶことにしたのだったかと記憶を探さぐる。

（ええと、確か）

　待宵は、茶碗を持っていない方の手を胸に押し当て、女を見て言った。

「わたくしはカヤ」

　声に出して言うと、それが染しみ入いってくるかのようであった。カヤ。それが新しい名だ。この世界での名。今までと違う自分。

「あの、あなたのお名前は？」

　おずおずと女に五指を向ける。わかってもらえるだろうか、という危き惧ぐは杞き憂ゆうであった。女はぱっと顔を輝かせるとすぐに言った。


「名前ですね？　アルマ。私はアルマですよ、カヤ様。ア、ル、マ」



「あ、る、ま」


「そうそう、そうです」



　待宵はほっとして笑った。

「アルマ様。どうもありがとうございます」

　アルマはたまらない、というふうに大きく息を吸ったかと思うと、突然待宵に抱きついてきた。

「っ！」

　思いもよらないことで思わず白湯をこぼしてしまう。女が万ばん感かんの想おもいのこもった息を吐いた。


「ああ、カヤ様。本当に良かった。あなたはこの屋敷に来てから七日間も意識を失ってらしたんですよ。熱だって上がったり下がったりで、アルマは心配で心配で……！」



　アルマはぱっとそのふくよかな身体を離すと、目め尻じりに涙をためながらも真ま面じ目めな表情で言った。


「この七日間、カヤ様のお世話をしてさしあげたのはアルマです。ですからアルマには、カヤ様の今後についてジーン様に意見を申し上げる権利がございます。どうか嫌なことには嫌とおっしゃってくださいね。絶対に、アルマがカヤ様を守ってさしあげますから」



　待宵には、アルマの言っていることがまったく理解できなかったが、『ジーン』という名だけは拾うことができた。

「ジーン様がどうかされたのですか？」

　アルマは頷いた。


「そうです。ジーン様がこの屋敷の主人であらせられることは事実です。でもジーン様を幼少の頃から知っている私やロベルトから見れば、あの方もまだまだ子供だわ。まったく、こんなに可愛らしくてかわいそうなお嬢様を自分の目的に利用しようだなんて」



　待宵は困惑して首を傾げた。アルマは何かに腹を立てているようなのだが、理由がわからないのだ。


「魔女の怒りを買ったなんて言いがかりをつけられたのはおかわいそうだとは思いますけれど、だからって人の道を外れてもいいことにはなりません。亡なくなった旦那様もあの方のそういう傲ごう慢まんなところをいつも心配してらして……」



「あの、アルマ様」

　待宵は、無作法だと思いながらもアルマの言葉を遮った。

「その……わたくし、本当にあなた方の言葉が少しもわからないの」

　アルマは何か自分のためになることを言ってくれているのかもしれないのに、それがちっとも理解できないのが申し訳なかった。しかしアルマは慌てたように言った。


「まぁカヤ様、そんな顔をしないで。もちろん、ジーン様があなたを拾っていらしたのは決して間違った行こう為いではなかったわ。おかわいそうなカヤ様。あなたを見つけたのがジーン様でなかったらいったい今いま頃ごろどうなっていたか……」



　とたんくしゃりと顔を歪ゆがめたアルマは、また目に涙をためて待宵を抱きしめた。

　二度目なのでそこまで驚くこともなく、アルマのほっとする香りと柔らかな温もりに待宵は息を吐く。

（お母様みたい）

　ふわふわとした日の光が身体の中を巡めぐるようだ。待宵がアルマの背にそっと腕を回すと、彼女はまた優しく背を撫でてくれた。


「大丈夫、大丈夫ですからね」



　この時待宵は、一つの結論に辿り着いていた。

（わたくしは……死んだのだわ）

　そうとしか思えない。生身の人間が月の世界にきてしまうなんて、普通ではありえないからだ。

　入内の前日のあの日、樹から落ちて死んだ。そして魂たましいだけが月にきた。あまりにずっと焦がれていたから神仏が哀あわれにお思いになったのかもしれない。

（夜に焦がれる待宵姫は死んでしまったのね）

　ぽろりと涙が一粒つぶこぼれた。

　死んでしまったら、父と母にはもう会えない。

（それはきっと、入内しても同じだったけれど）

　宮中に入ってしまえば、余よ程ほどのことがなければ実家に帰ることは許されなかっただろう。両親とだって滅多に会えない。

　その上これまでよりもっと自由が奪うばわれ、天子様の子供を産むことだけが待宵に期待される役目になる。待宵には、それを受け入れる覚悟ができていたのだ。そう、覚悟はできていた、はずだった。

（それなのに……どうしてこんなにほっとしているのかしら）

　心臓が痛い。

　息が苦しかった。

（お父様とお母様や兄弟達に会えないのは悲しいわ……けれど）

　実際のところ待宵はずっと──

（重たい五いつつ衣ぎぬから上をすべて脱いで、御簾を飛び出し、陽の光や雨をいっぱいに浴びて、空を）

　──新しい世界に焦がれていた。

　こんな親不孝者は三界を探してもきっといない。

　けれどこれが自分なのだ。

　現実と違う世界に焦がれ夜を待ち続けた待宵姫。

　ここには几き帳ちようも御簾も、屋敷の囲いもない。生き返りたいとは思わなかった。

　だってここは、求め続けた世界なのだ。

（なんてことなの。わたくしはずっと、生を放ほう棄きしてでも自由を得たかった）

　本当は心の奥底でずっと叫んでいたのだ。入内して、今ある自由まで奪われたくはないと。

　ぐうううううう

　アルマの温もりで安堵したせいか、待宵の腹の虫が盛せい大だいな鳴き声を披ひ露ろうした。

　かっと顔が赤くなる。ああなんてはしたないのだろう。人前で空腹を訴うつたえるなんて。しかしアルマは「あら」と身体を離し、待宵を見てにっこりと笑った。


「今のはわかりました。朝食ですね、カヤ様」



　じっとこちらを見てくるアルマと顔を見合わせていると、やがてどちらともなく吹き出し、声に出して笑った。

「あははははは！」

『まぁ待宵様。そんなに大きなお口を開けてはしたない』

　ここにはそんなことを言う女房はいない。

　ここは月だからだ。

（わたくしが求め続けた）

　──新しい世界だ。
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　翌日から待まつ宵よいは、自分の中のすべてが変わったかのように感じていた。

　ずっと内側に籠こもっていた自らの一部が解き放たれた、というべきかもしれない。夜がくるのを残念に思うことなど初めてだったし、できることなら眠ねむらずにずっとこの世界を感じていたかった。

（月というのはなんて素す晴ばらしいところなのかしら）

　待宵は心からそう思っていた。

　まず、一日の行動を占うらないに左右されることがない。体調さえ許すなら外へ出てもいいし、衣服だって軽く動きやすい。最初の数日こそアルマは待宵が動き回ることを固く禁じていたが、彼かの女じよの体調がよくなってきたことがわかると徐じよ々じよに動ける範はん囲いを広げてくれた。

　彼かれらは、待宵が室内に籠もるのを嫌きらっているのだと知ると、部屋を替えさえした。なんと、月の建物は部屋が縦に重なっているのが普ふ通つうらしく、当初『二階』にあった待宵の部屋は『一階』に移され、庭に自由に出ることができるようになったのだ。

　月には待宵の初めて見るものがたくさんあり、アルマはその一つ一つを丁てい寧ねいに教えてくれた。

　この世界では、御み帳ちよう台だいのことを『ベッド』と呼んだ。意識して横たわってみればわかるが、待宵の世界のそれよりも広くて柔やわらかい。最初の数日はまた落ちてしまうのではないかと心配したが、あんなことは初めの一度だけであった。

　巨きよ大だいな脇きよう息そくだと思っていたのは腰こし掛かけるための調度品である。こちらの世界では床ゆかに座すわることはほとんどなく、ああいった『椅い子す』と呼ばれるものに腰を預けるものなのだそうだ。部屋の中でも履はき物ものを履はくのだと知った時、だから床に座ったりしないのだと変に納なつ得とくした待宵であった。

　下した衣ごろもは袴はかまではなく『スカート』。待宵に用意されるそれは上衣と下衣が繫つながっている『ドレス』というものが多かった。

　主食は米の代わりに『パン』が出された。形は餅もちに似ているが、触しよつ感かんも味も餅とはまったく違ちがう。ふかふかと綿のように柔らかく、口に入れて嚙かむと優やさしい甘あまみが口内に広がるのだ。

「アルマ！」

　月にやってきて十日が経たった頃ころには、『おはよう』『こんにちは』といった簡単な挨あい拶さつと、『今日』『天気』『朝食』等などのよく聞く単語はもう聞き取れるようになっていた。

　待宵は庭から開け放たれた玻は璃りの扉とびらを通って室内に駆かけ込こむと、朝食の準備をしていたアルマに言った。

「来て！　早く！　『卵アイ』が孵かえったのよ！」

　走ったせいではぁはぁと息が上がっている。もう最初の日のような目め眩まいはなく、大だい納な言ごんの邸やしきにいた頃より顔色はいいくらいであった。


「まぁ、まぁカヤ様」



『テーブル』にパンや汁しる物ものを並べていたアルマが、呆あきれたような顔をする。


「どちらを通っていらしたんですか？　髪かみに枝がついてますよ」



「『卵アイ』よ！　孵ったの！　早く見に行きましょう。ええと、『早くルーヒ』！」


「卵？　ああ、ムクドリですか？」



「孵ったのよ。こう、『卵アイ』が割れて、雛ひながぴぃぴぃ鳴いているの。わかる？」

　待宵は両手で卵が割れたのを表現すると、雛の鳴き声も披ひ露ろうした。自分が興奮しているのがわかる。

　庭にある巣箱に鳥の卵があることを教えてくれたのはアルマだ。それを知ってから毎朝、巣箱を確かく認にんするのが待宵の日課になっていた。そして今朝ついに、雛の鳴き声を聞いたのだ。けれど巣箱の中を確認するためにはアルマに踏ふみ台だいを出してもらわなければならなかった。

「ねぇ、赤ちゃんが見たいわ。お願いアルマ」

　待宵はアルマの袖そでを引ひいて懇こん願がんしたが、アルマは苦く笑しようして待宵の髪から木の枝を取ると「駄だ目めです」と首を振ふった。

　髪は、アルマが今朝結ゆって一つにまとめてくれたものだ。初め縄なわのように結われた時は驚おどろいたものだが、慣れてみると動きやすいし髢かもじをつけるのに比べればずっとよかった。


「朝食の準備ができました。先にこちらを召めし上あがってくださいな」



『朝食の準備ができました』は、毎朝アルマに言われている台詞せりふだから意味はわかる。

　待宵は唇くちびるを尖とがらせた。

「お願いよ。少しだけだから」


「カヤ様、雛は逃にげません。先に朝食をお召し上がりくださいな」



　この十日、アルマはほとんどつきっきりで待宵の側そばにいてくれたので、どうしても駄目な時の顔はもうなんとなくわかるようになっていた。

　待宵はがっかりして息を吐はく。

「アルマって時々、わたくしの女によう房ぼうみたいだわ」

　アルマはくすりと笑った。


「そんな顔をしないで、カヤ様。踏み台は後で用意してさしあげますから」



　言っている意味はわからなかったが、アルマが笑ったので待宵も笑って椅子に座った。

　朝食は、パンと『チーズ』と柑こう子じ蜜み柑かんに似た果物である。このチーズというものは、パンに挟はさんで食べるととても美お味いしいのだ。

　食事において一番困難を感じたのは、箸はしがないことだった。代わりに『ナイフ』『フォーク』『スプーン』と呼ばれる道具が用意されたが、まだうまく使えない。パンを食べる時だけは素す手ででもよいと言われてほっとしたものだ。

（でもやはり、このままでは駄目ね）

　パンを咀そ嚼しやくしながら、待宵は今日はナイフとフォークの練習をしようと決めた。もう少し言葉を覚えたら、箸の代わりになるものを用意してもらってもいいかもしれない。

　日々、新しいことは尽つきない。

　待宵の部屋に隣りん接せつする庭は、三方を壁かべに囲まれたこぢんまりとしたものであった。庭には石を積んで作られた階きざはしがあるが、そこは登ってはいけないとアルマに言われている。だがそれ以外は、庭で昼ひる寝ねをしようが見つけた実を口に入れようが注意はされなかった。

　室内の調度品一つとってもこれまで待宵が見たこともないようなものばかりであり、待宵は小さな子供のように、毎日「これは何？」とアルマに尋たずねた。

　アルマは待宵の抱いだいた疑問や質問に根気強く答え、どんなことでも相手をしてくれる。女房のようでも、乳う母ばのようでもあった。彼女の存在と常に視界に溢あふれる新しん鮮せんな品々が、突とつ然ぜん見知らぬ土地で目覚めた待宵に不安や郷きよう愁しゆうに浸ひたることを許さなかった。

　その時待宵は、アルマが給きゆう仕じのために使用している台の上に、綴とじ本ほんが数冊積まれているのに気づいた。

「アルマ、それは何？」

　ごくりとパンを飲のみ込こんでから、指をさして問う。


「え？　ああ、これですか？」



　茶器の準備をしていたアルマは、待宵の視線を追って答えた。


「図ず譜ふや絵本ですよ。ロベルトに頼たのんで準備してもらったんです。カヤ様との意思疎そ通つうに使えるかと思いまして」



『ロベルト』という名しか聞き取れなかったので、待宵は首を傾かしげる。するとアルマは、一度茶器を置き綴じ本を開いて見せてくれた。

「まぁ……。綺き麗れい！　すごいわ」

　物語の絵巻物なら見たことがあるが、これはそういったものとはまったく違った。アルマが差し出してくれた本には、繊せん細さいな線で描えがかれた植物がたくさん載のっている。待宵は、食事の手を止めて本を受け取り、それに見入った。


「こちらはバンガス植物図譜の簡易版ですね。きちんとしたのをご覧になりたければロベルトに持って来させますよ。とても分厚くて重いんです。野鳥図譜もありますから、後でムクドリを調べましょうね」



　鳥ばかりが描かれた本まで渡わたされて、待宵の胸が躍おどった。

「こちらはどういう綴じ本なの？」

　三冊目は、他の二冊とはずいぶんと趣おもむきが違った。薄うすくて、表紙には男性と女性が描かれている。中を捲めくってみると、それは物語のようであった。


「そちらは子供用の伝記です。この国ができた時のお話ですよ」



　アルマが『紅茶』を淹いれてくれたが、待宵は本に夢中だった。

　先ほどの植物と鳥を描いた二冊は、それぞれが細かく描かれていて記録を目的としたものなのだろうと推測できたが、三冊目のそれはむしろ待宵が知っている絵巻物に近いように感じられた。

（この女性、箏そうを弾ひいているのかしら？）

　表紙には、中央に両りよう刃ばの刀を持って立つ男性が、その足元に女性が描かれている。そして女性の手が触ふれている箱のようなものには、細い弦げんが描かれているように見えた。

「アルマ、これは箏なの？」

　待宵が女性の持つ箱のようなものを指差して聞くと、「それは魔女エデイマです」とアルマが答えた。

「えでぃま？」

　待宵は、忘ないうちにとテーブルの上の紙束を引き寄せ、『ペン』で「えでぃま」と書き留めた。この紙とペンはアルマと筆談する際にも使われるので、現在の待宵の必ひつ需じゆ品ひんである。もちろん筆談に使われるのは文字ではなく絵であり、この時問題になるのは待宵の凡ぼん人じんには計り知れない画力であった。

　待宵は、「えでぃま」と書いた横に箏の絵を描いた。


「そのチターという楽器を弾いている女性が魔女ですよ。彼女は、弦の音色を魔ま法ほうに変える魔女でした。そして後ろの男性がアンセル＝ガーゼルト。この国の、初代王陛へい下かであらせられます」



「アルマ、ここでは箏を『えでぃま』と呼ぶのね？」

　待宵は、自分の描いた箏の絵をアルマに見せて再確認した。

　しかし第三者の目にそれはいびつなパンか得体の知れぬ象形文字にしか見えず、アルマは困ったように笑うしかなかった。


「ええと、とりあえずカヤ様。今はお勉強の時間ではございませんよ。本は後にして、食事を終えてしまいましょうね」



「あっ」

　アルマに本と紙を取り上げられて、待宵は抗こう議ぎの声を上げた。

「アルマ！」


「カヤ様、お勉強は後になさってください」



　さっさとペンまで片付けられてしまっては、言葉が理解できずともアルマの言いたいことはわかる。

「はあい」

　そう答えてもそもそとまたパンを食べ始めたが、待宵の頭の中は『えでぃま』でいっぱいであった。

（やっぱり、月にも箏はあるのだわ。形は少し違うみたいだけれど、ああその『えでぃま』を貸していただけないかしら）

　もうずいぶんと、箏を弾いていない。

　元の世界では一日に一度は必ず弦に触れていた。今までは新しい世界に夢中で忘れていたが、一度思い出してしまうと早く箏を弾きたくてうずうずした。

（食事を終えたらすぐ、アルマに『えでぃま』を貸していただけないか聞かなくては）

　そう思いながら黙もく々もくと目の前のパンを小さくちぎって口に放ほうり込こんでいると、アルマが息を吐いた。


「まったく、ジーン様は非情だわ」



　待宵は、敏びん感かんにその名を聞き取った。

「ジーン様がどうしたの？」

　あの白金の男──ジーンのことは、少し気になっていたのだ。

　アルマから聞いた説明が間ま違ちがっていないのならば、ジーンはこの屋や敷しきの主人であるらしい。そして一いつ緒しよにいた男はロベルトという名で、ジーンの家臣のようなものだそうだ。

　部屋の移動の時に顔を見せたロベルトと違って、あの最初の日以降、ジーンとは一度も顔を合わせていない。

（お忙いそがしいのかしら。改めてお礼を申し上げたいのだけれど……）

　突然月の外からやってきた闖ちん入にゆう者しやであるはずの自分に、ここまで親切にしてくれている恩人である。もう一度きちんと礼を言うのが礼れい儀ぎというものであった。

　十日前、間近で見た男の顔はまだ鮮せん明めいに記き憶おくに残っている。月の光を紡つむいだような白金の髪に夜を映したような青せい藍らんの瞳ひとみ。

　室内に御み簾すや几き帳ちようのようなものがなかったのでアルマに確認してみると、どうやらこの世界では何も隔へだてずに男女が会話をするのは普通のことであるらしい。素晴らしい習慣であると喜ばずにはおられなかった。あんなものを隔てていては、相手のことなどなにもわからない。

　御簾や手紙を通してしか会話をしたことがない求きゆう婚こん者しや達に、待宵が心を惹ひかれなかったのもそれが理由であった。

　目を見て話さずして、どうして自分や相手の気持ちが伝わるだろう。

　待宵の考えていることがわかっているのかいないのか、アルマがうんうんと頷うなずいた。


「そうですよね。カヤ様だって、こうも放って置かれたら不安になってしまわれますよね。あの方は昔からそうなのです。聡さといくせに気が利きかないというか、ちょっと残念というか。大体女性の部屋に庭から押おしかけるなんて礼儀がなっていないにもほどがあります。──そうは思われませんか？　旦だん那な様」



　アルマが待宵の右側──扉が開け放たれたままの庭を見て言ったので、待宵はなんだろうとそちらを見て驚いた。


「お前はそうやっていつも俺おれの悪口を言っているのか？　アルマ」



　庭に、ジーン＝バイロンが立っていた。背の高い、白金の髪の男。彼は樺かば色いろの上着を身につけていた。

（どうして庭から？）

　目をぱちくりとさせる。ああそういえば、庭の階の上に妻つま戸どがあったから、あそこからやってきたのかもしれない。


「あらあら、旦那様。部屋の扉はあちらですよ」



　アルマがにこにことした笑え顔がおで言うと、ジーンが不ふ機き嫌げんそうな顔で部屋に入ってくる。


「こっちから来た方が近かったんだ。別にいいだろ。俺の屋敷なんだから」

「よいわけがありません。馬ば鹿かですかあなたは。カヤ様がお着き替かえ中だったらどうなさるおつもりですか」

「子供には興味ない」

「カヤ様は立派な女性です！」



　アルマが声を荒あらげたことにびっくりした待宵は、慌あわてて椅子から降りて床に平服した。アルマの声が、待宵の行ぎよう儀ぎの悪さを叱しかる女房の声にそっくりだったからだ。

　しかしその行動が逆に二人を仰ぎよう天てんさせた。


「おい！」

「カヤ様！」



　ぎょっとした声の直後に、ぐいと腕うでを引っ張られる。


「何をしてるんだ」



　ジーンは困こん惑わくしきった表情をしていた。背後でアルマがため息をつく。


「どうやら、カヤ様のお国では床に額をついての礼が当たり前だったようなのです。ロベルトがやってきた時もそうなさるから驚きましたわ」

「馬鹿な。床に額をつけるなんて屈くつ辱じよく的てきな礼があるものか」



　突然腕を引かれて待宵はきょとんとした。次いで自らの失敗を悟さとって顔を赤くする。

（以前ロベルト様が来た時も、こうして慌てて立たせられたわ！）

　月では挨拶の仕方が違うのだ。わかっていたのに、うっかりしていた。

（ああもう。練習したじゃない！）

　待宵は一度息を吸って吐くと、以前アルマに教わったのを思い出しながら軽く膝ひざを曲げた。再度呼吸をしてから顔を上げて微笑ほほえむ。

　ジーンが少し驚いた様子で、ぐっと顎あごを引いた。

（ええと……）

　何度も練習して記憶した言葉を声にして紡ぐ。

「『こんにちはアダルテ、ジーン様ムスジーン。ご親切イー感謝ヴエンテ申しスア上げますカイリアス』」

　男の眉み間けんの皺しわがぐっと深くなる。何か失敗しただろうかと待宵は心配になった。


「どうです、素晴らしいでしょう？」



　アルマはどこか自じ慢まんげに言った。


「……もう言葉を覚えたのか？」

「まさか！　旦那様がいらしたらきちんとご挨拶できるようにと、教えを請こわれたのですよ。もう、絵を描かれたり身み振ぶり手て振ぶりでそう訴うつたえていらした時には、アルマは感激して涙なみだが出そうになりました」



「……」

　アルマが何か言ってもジーンの眉間の皺がなくならないので、待宵はなんとかその場を取とり繕つくろおうと口を開いた。

「あの、ジーン様。おかしなことを言ってしまったのなら申し訳ございません。わたくしただ、お礼を申し上げたくて……」

　縮こまっていると、ジーンが待宵の背後を指差して言った。


「そこに座っても？」



　男の指先を追って振り向くと、そこには空からの椅子がある。何を言われているのかはっと気づいた待宵は、こくこくと頷いた。

「『はヤいー』、ええどうぞ」


「あら、旦那様。もしかして何も召し上がってないのですか？」



　アルマが驚いた様子で問う。

　ジーンは椅子に座ると右手で眉間を揉もむようにした。


「……今朝戻もどったんだ。ああ、いや何もいらん。食欲がない。茶だけくれ」

「まぁ。そんなわけにはいきませんよ。果物だけでも召し上がってくださいな。ロベルトは何をしているのですか？」

「あいつは現場の調整に置いてきた。昼までには戻ってくるだろ」

「呆れた。執しつ事じがそんな秘書官のような真ま似ねをするなんて聞いたことがありませんよ」

「ロベルトは優ゆう秀しゆうだ。屋敷に縛しばり付つけておくにはもったいない」

「ならば他に正式な執事をお雇やといになってください。せめて使用人をもう一人」

「必要ない。掃そう除じや食事の準備は通いの人間だけで十分だろう？」

「それはそうですけれども……」



（ジーン様、ずいぶんとお疲つかれのご様子だわ）

　はぁと息を吐いたジーンに、待宵はそわそわした。待宵の父の大納言も、たまにこんなふうに疲れた様子を見せたものだ。そしてそういう時はいつも、母が父の好きな甘い菓か子しを用意させ、膝を貸してやり、庭の花が咲さいただの他た愛わいのない話をしてやっていた。


「どうした？　カヤ。まだ食事中だったんだろう？　座って続きを食べろ」



　立ちっぱなしであった待宵を見て、ジーンが言った。


「カヤ様。どうぞお座りください」



　アルマがゆっくりと言いなおす。『座るゼテン』という言葉を聞き取ったが、待宵は座らなかった。

（甘いお菓子もないし、膝に寝ねていただくこともできないけれど、お仕事のことを忘れていただくことはできるかもしれないわ）

　待宵は、ジーンに強い恩を感じていた。だからこそジーンにお礼をしたかったし、助けになりたいと思っていたのだ。

「あの、ジーン様。こちらにいらしてくださいな」

　待宵は思い切ってジーンの服の袖をちょんと引いた。

「ねぇ、アルマ。ええと……『踏み台ヴトバーセ』を出してちょうだい。ジーン様にあれをお見せしたいのよ」


「おい、なんだカヤ」



　ジーンは戸と惑まどった様子を見せながらも待宵に袖を引かれるまま立ち上がった。


「あら、まぁ」



「アルマ、お願い。『踏み台ヴトバーセ』よ」


「今、踏み台と言ったか？」

「ふふ。承知いたしましたわカヤ様。今お持ちしますね」



　アルマが微笑みながらも頷いてくれたのを見て、待宵は嬉うれしくなってさらにジーンの袖を引いた。

「こちらです、ジーン様。きっと、ジーン様も驚かれますわ」

　庭に出て、平らな石が敷しかれた低木の間を歩く。

　待宵の世界の庭には砂じや利りが敷かれるのが普通であった。侵しん入にゆう者しやがあった場合、気づきやすくするためである。しかしこの世界ではそういった防犯対策は必要ないのかもしれない。

（ここは月だもの）

　美しい月の世界にはきっと、危険などなにもないのだ。

　この庭について待宵が驚いたことの一つは、庭の奥おくに進むと視界が突然ひらけて目の前に広い水面が現れることであった。

　アルマが絵に描いて説明してくれたところによると、この屋敷は川の中なか州すに建っているらしい。中州は周囲の木々の色を映した緑色をしていて、遠くに大きな蓮はすの葉を浮うかべていた。

　目的の樹きは、中州と庭を隔てる石でできた欄らん干かんの手前にあった。

　真下まで行かなくても、耳をすませばぴいぴいと可か愛わいらしい声が聞こえてくる。

「聞こえますか？」

　待宵が振り向いて笑うと、ジーンは面食らったように目を丸くしていた。

「あの、『卵アイ』が孵ったんです。なんだったかしら。す、す……」


「ムクドリの雛スプリアクークか」



　待宵はぱっと顔を輝かがやかせた。

「そう、それです！　すぷりあくーく！」


「ああ、それで踏み台か」



　ジーンが頷いた。


「見たいのか？　別に踏み台はいらんだろ。ちょっと待てよ」



　今度ぎょっとするのは待宵の方であった。おもむろに、ジーンが欄干に手をついたからだ。欄干は待宵の腰の高さほどしかなく、彼はひょいとその上に立つと欄干の上に伸のびていた太い木の枝を持って待宵に手を伸ばした。


「おいで」



　どきり、と胸が高鳴る。呼ばれているのはわかった。

（いいのかしら）

　あの欄干の向こうはすぐ中州だ。落ちれば水の中に真っ逆さまである。元の世界であったなら、あの上に立つなんて決して許されなかっただろう。いやそもそも、欄干の上に立つという行こう為い自体があまりに野や蛮ばんである。

　けれど待宵は、それまで許されるはずがなかった欄干に上る、という行為に対する好こう奇き心しんに打ち勝つことができなかった。

（いいのよね）

　自らに言い聞かせながらおずおずとジーンの手を取ると、驚くほど温かい手がしっかりと待宵の手を握にぎった。


「足元をきちんと見ろよ」



　ジーンに手を引かれるまま、待宵はなんとか欄干によじ登りふらふらとその上で立ち上がろうとした。しかし彼のようにはうまくはいかず、身体からだが傾いでしまう。落ちる！　と思うまもなくジーンの手が肩かたを摑つかんだ。


「おっと」



　ただ右手で木の枝を摑んでいるだけだというのに、男はまるでそこに根でもはっているかのようにしっかりと待宵を抱きとめた。

（……心臓の音が聞こえるわ）

　待宵はそのことに驚いた。ジーンの心臓の音は、どくん、どくんと静かに力強く脈打っている。肩に回された腕が熱く、待宵は今さらながらに少し顔を赤くした。


「ほら、見えるぞ」



　ジーンが顎で樹の方を示す。

　はっと思い出して顎を上げると、目の前の樹の枝の付け根に作られた小さな巣の中に、さらに小さな雛が見えた。黄色いくちばしをこれでもかと開いて、ぴいぴいと鳴いている。

「まぁ……」

　待宵は顔をほころばせた。

　鳥の雛を見るのはこれが初めてだ。
















「かわいい」


「カワイイ？」



　ジーンが待宵の言った言葉を繰くり返かえした。待宵はジーンを見上げて笑う。

「ええ、とてもかわいいわ。ジーン様、見てください。ぴいぴい鳴いて。お腹なかが空すいているのかしら。きっと今お母さん鳥がえさを取りに行っているのね」


「カワイイとは、小さいという意味か？」



「え？　なんですか？」


「カワイイの意味だ。さっきお前が言っただろう」



　待宵には、どうしてジーンが『かわいい』と繰り返すのかわからなかった。もしかして、『かわいい』という言葉がこの世界にもあるのだろうか。

「わたくしのいたところでは、『かわいい』というのは思わず顔がほころんでしまうような、胸が温かくなるようなものを表現する言葉です」

　待宵はそう言ったが、ジーンは眉間に皺を作っただけだった。

　少し考えた待宵は、雛を指差して「かわいい」と言って、刺し繡しゆうの美しいドレスのスカートをつまんで「かわいい」と言って、「あちらに咲いている『花フロム』もかわいいわ」と言った。

　するとジーンは少し考えるように上を向いてから、待宵を指差した。


「お前も『カワイイ小さい』」



「えっ」


「もっと食べて太った方がいいぞ。戻って朝食を食べろ」

「まぁ！　旦那様！」



　ジーンが何か言ったのと重なるようにして、アルマの怒ど号ごうがぴしゃんと落ちた。

「きゃ」


「おい！」



　驚いた待宵が欄干から足を踏ふみ外はずしたが、がっちりとジーンに抱きかかえられてなんとか落ちずにすんだ。


「カヤ様！」



　踏み台を持ったアルマが慌てて駆け寄ってくる。

　ジーンは待宵を抱きかかえたまま、アルマを睨にらみつけた。


「おい、いきなり大声出したら危ないだろ」

「こんなところに登る方が悪いに決まっているでしょう！　カヤ様まで巻まき込こんで何を考えていらっしゃるのですか！」

「雛を見てたんだよ」

「ああカヤ様。どうぞ降りてきてください。ゆっくりでいいですからね」



　アルマが伸ばしてくれた手を、すぐに取れない。心臓がばくばくとうるさいからだ。


「カヤ様？」



　アルマが怪け訝げんそうな顔をした。


「どうかされましたか？　お顔が真まっ赤かですけれど……」



『顔ゼスト』『赤いルード』という言葉がかろうじて頭の中に入ってきて、待宵は空あいている手を頰ほおに当てた。

「いいえ、なんでもないわ」

　待宵はそう言いながら、差し出されたアルマの手を取って欄干から降りた。両の足をしっかりと地面につけても、まだ心臓がどきどきしている。どうしたことだろう。ああ先ほど、ジーンに「かわいい」と言われてからだ。

（あんなに近くで、お顔を見ながらだったからよ）

　手紙でもなく御簾越ごしでもなく身内以外の男性に容姿を褒ほめられたのは、生まれて初めてのことである。


「カヤ様、お部屋に戻りましょう？　お熱が出たのかもしれません」



　踏み台を近くの樹に立てかけたアルマが、気き遣づかわしげにこちらを窺うかがってくる。その表情を見て、待宵ははっと自分の目的を思い出した。

（そうよ！　ジーン様に少しでも疲れを取ってもらおうと思ったのに！）

　待宵が振り向くと、ジーンは一人で欄干から降りたところであった。ぱんぱんと手を叩たたいて木き屑くずを払はらっている。今の行動で、彼の疲れが取れたとは到とう底てい思えなかった。むしろ落ちそうになった待宵を支えたりして、疲れがさらに蓄ちく積せきされたかもしれない。

　申し訳なくて縮こまってしまう。

（そうだわ！）

　待宵はいいことを思いついた。

「あの、ジーン様。こちらにいらしてください」

　再びジーンの服の袖を引く。


「ああ？　今度はなんだ」



　ぐいぐいと彼を引っ張って石いし畳だたみを外れ低い生いけ垣がきを跨またぐ。すると樹き々ぎの間にちょうど大人おとな二人が横になれるくらいの広さの草地があって、待宵はそこに腰を下ろすとジーンを見上げて笑った。

「ここ、気持ちよいですよ。ジーン様も座ってください」


「何を言ってるのかまったくわからん」



　ジーンが眉まゆを寄せる。待宵は一度ごろんとその場に横になると、むくりと起きてバンバンと草を叩いた。

「こちらにこう、横になってみてください」

　ジーンの眉間の皺がさらに深くなった。


「おい、アルマ。この娘むすめは何をしようっていうんだ」

「たぶん、ジーン様を芝生の上で横にさせようとされているのではないですか？」



　近くの樹の下に立ったアルマが困ったように笑う。


「仕事に戻る」



　そう言って踵きびすを返かえしかけたジーンを、待宵は逃のがさなかった。がしりと今度は服の裾すそを摑む。

「『ジーン様ムスジーン』『おすわりゼテン！』」

　ぴきり、とその場の空気が固まった気がした直後に、ぶふっとアルマが吹ふき出だす。

（座ってくださいと言ったつもりだったけれど、何かおかしかったかしら）

　そう思ったが、今さら引き返せない。待宵がじっとジーンを見上げていると、やがてジーンの方が根負けして息を吐いた。のそりと待宵の隣となりに腰を下ろし、仰あお向むけに横たわる。

　待宵は嬉しくなった。

　自分もまたぱたりと草の上に頭を落として、ジーンを見る。

「どうですか？　ジーン様」


「気持ちいいだろうと言いたげだが芝生がちくちくする」



「ふふ。そうでしょう？　わたくしも、草の上でこうして横たわることがこんなに気持ちのよいことだなんて知りませんでした」


「もういいか？　俺は忙しいんだが」



「あ！　見てくださいジーン様！　かわいい白い花！」

　それは、庭を作った人間が意図していなかったような、小さな可愛らしい花であった。これまで気づかなかったから、ここ数日で咲いたのかもしれない。待宵はくるりと俯うつぶせになり、手を草の上に置いて上半身を起こすと、「アルマ」と言った。

　彼女はそれだけで待宵の求めていることがわかったようで、にこにこと笑ったまま前まえ掛かけの物入れから紙束とペンを取り出す。


「はい、カヤ様。持ってきておりますよ」



「ありがとう！」

　待宵は早さつ速そく、俯せのまま草地に頰ほお杖づえをつき、その白い花を描きだした。なかなかうまくできたと鼻を鳴らすと、手元を覗のぞき込こんできたジーンが言った。


「……ねずみ？　か？」



「ジーン様、これはなんという名前のお花なのですか？」

　待宵が問うと、ジーンはおかしな顔をした。

「……」


「花の名前を聞いてらっしゃるんですよ」

「だが描いてるのはねずみエンラツトだ」

「花なんです」



『花フロム』と言っているのはわかるが、『えんらっと』とはなんだろう。ジーンは首を振った。


「……ロベルトがバンガスの簡易版を持ってきただろう？」

「ああ、そうですね。今持ってまいりますわ」



　アルマがどこかへ行ってしまう。待宵がじっとジーンを見ていると、彼は再度首を振った。


「俺は花の名前は知ヘらんウエテン」



「うぇてん？　という名前のお花なのですか？　えーと、『花フロム』『名ナ前ム』うぇてん？」


「違う。知ヘらないウエテンんだ」



「へうぇてん！　へうぇてんですね！」

　待宵は、いそいそと紙に『へうぇてん』と書き込んだ。『へうぇてん』という名の白い花は、どこか梅の花にも似ている。

（もしかしたら、月では梅の花は地面に咲くものなのかしら）

　待宵は少し考えて、『へうぇてん』の隣に『うめ』と書き込んだ。そして並んだ言葉を一度撫なでる。

「ジーン様」

　待宵はジーンを見て笑った。

「『樹ブーム』『花フロム』『空ヘメル』『土デイム』……ええと」

　一つ一つ指差して、覚えた言葉を口にする。

「『虫セクト』『石ストウム』それに、ぐ…ぐろど？」

　草地に触れながら言うと、ジーンが訂てい正せいした。


「グラド」



　待宵は笑った。

「『草グラド』」

（こちらの世界の言葉は歌うようだわ）

　人差し指を、隣に座るジーンに向ける。

「『ジーン』」

　最後に自分の胸のあたりを指差す。

「『カヤ』」

　アルマが呼んでくれるこの名は、自分の一部になりつつある。教わって丸暗記した言葉ではなく、待宵はジーンに感謝を伝えたかった。

「『ありがとうイーございます。タンウエジーン様ムスジーン』」

　どうか伝わるといい。

「あなたがわたくしに新しい名前をくださった」

　自分は一度死んだ身だ。

　それなのにこんなに恵めぐまれた生活ができているのは、ジーンのおかげに違いなかった。アルマに聞いた。彼が自分を見つけてくれたのだと。それを聞いた時、待宵は不思議とああやはりと思った。

　自分を見つけたのはジーンだったのだ。この世界に待宵を連れてきたのはジーンだった。

（家族を想おもわない日がないわけではない）

　それどころか、ふと父や母や兄弟を思い出して恋こいしく思うことがある。

　彼らはきっと待宵の死を悲しんでくれているだろう。それなのにこうして新しい世界を楽しんでいることに、罪悪感を覚えることさえあった。

　けれど。

（この世界はあまりに美しく自由だわ）

　アルマらが自分を『カヤ』と呼んでくれる間は、故郷を想って泣く待宵姫ではなくこの世界の『カヤ』であれた。

　求め続けたもう一人の自分である。

（苦しいわ）

　幸せで、悲しくて、嬉しくて、胸が痛い。

　世界があまりにも眩まぶしすぎて。

「ジーン様」

　男の名を呼びながら草地に頭を預ける。ぽかぽかとした日差しが心地ここちよかった。甘い菓子のような誘ゆう惑わくに抗あらがうのは難しい。

「わたくし、眠りたくないの」

　眠ったら、もう二度と目覚められないかもしれないという不安が待宵にはあった。

　自分がここでこうしていられることは奇き跡せきなのだ。

　青藍の瞳が不思議そうにこちらを見つめている。白金の髪が太陽の光を受けて星のように輝いていた。


「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」



　心配そうな声に笑えみが漏もれる。待宵は知らず腕を伸ばし、男の服を摑んだ。

（神仏が本当にいるとしたら、きっとジーン様のようなお顔をされているわ）

　それはなぜか確信していた。

　彼こそ、待宵をこの世界に連れてきた神様だ。

　ジーンが待宵を導いた。

（ごめんなさい、お父様お母様）

　握りしめた手にぎゅっと力を込こめる。

　うたかたのようなこの時間を手放したくないと、待宵は思っていたのだった。
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　ジーン＝バイロンは呆れ果てていた。

「信じられない。寝たぞ」

　ありえないだろう。こんなところで寝るなんて。

　なぜかジーンにムクドリの雛を見せ、庭に仰向けにさせた異国の娘は、何やら話している途と中ちゆうで眠りに落ちてしまった。それも、その左手はジーンの服を摑んだままだ。

　彼がどうすべきか逡しゆん巡じゆんしていると、アルマがバンガス植物図譜を持って戻ってきた。

「あらあら、眠ってしまわれたんですか？」

「助かった。どうにかしてくれ」

「起こしてはだめですよ。カヤ様は、昨晩はあまり眠られていないご様子ですから」

「ああ？　そうなのか？」

「勉強熱心な方ですよ。どんどん言葉を覚えていっておいでです」

　ジーンは離はなすまいとばかりに自分の服をしっかりと握りしめているカヤの手を見た。その白い手のどこにこんな力があるのだと疑問を覚えるほどで、無理やり裾を取り返そうとすれば折れてしまいそうなほど指は細い。

「こんなところで寝るなんて、いくつだ？　こいつは」

「お医者様は、十代の後半じゃないかっておっしゃってましたよ」

　ジーンは鼻を鳴らした。

「はっ。そんなわけないだろ。せいぜい十四、五だ」

「旦那様は女を見る目がないですからね。待っていてください。何か上にかけるものをお持ちしますから」

　そう言ってアルマが再び部屋に戻っていくと、ジーンは観念して地面に頰杖をついた。

　眠るカヤのすぐ側に、先ほど彼女が白い花の絵を描いていた紙束があったのでなんとなしに手に取る。

　ジーンはまず、カヤが描いていたねずみのような白い花の絵を見て笑った。手のひらに収まる大きさの紙の束を二箇か所しよ紐ひもで綴じただけのそれには、見慣れない文字が所ところ狭せましと書かれている。何度も繰り返し捲られたせいか紙自体がよれよれになっていて、飲み物をこぼしたような跡あともあった。

　ところどころに珍ちん妙みような絵が描かれている。文字の解読不能さも相まって、それはまるで、子供の落書きのようであった。

　一番下にある紙を捲ってみると、そこには大きな丸が描かれていた。

　それが月だと、なぜかジーンにはすぐにわかった。

『ありがとうイーございます。タンウエジーン様ムスジーン』

　礼を言われたことに胸が騒さわぐ。

（感謝されるようなことはしていない）

　ジーンは紙束を娘の側に戻し、右手を額に当てて息を吐いた。

　耳をすませば、遠くから雛の鳴き声が聞こえてくる。緑の隙すき間まから風が入り込んできて、すぅすぅと、カヤが穏おだやかな寝ね息いきを立てていた。

（ああくそ、俺も眠い）

　この屋敷にアルマと通いの使用人以外を雇わないのは、ジーンがほとんど屋敷にいないからだ。カヤが目覚めてからの十日間も屋敷で眠ったのは二日だけである。今朝も街道沿いにある宿で未明には目覚め馬車に乗ったので、眠った気はしなかった。

「本当に、カヤ様を魔女の夜デイマノイアにお連れになるつもりですか？」

　うとうととしていたジーンは、アルマの声ではっと瞼まぶたを開けた。居い眠ねむりしていたことがばれないように目元を隠かくして平静を装よそおう。

「……当たり前だろ。そのために連れてきたんだ」

（危ねぇ。今寝てたか？　ああ、書類をまとめないと）

　アルマが、持ってきた掛かけ布ふを眠るカヤの上に羽織ってやっているのを横目に、ジーンはカヤを起こさないよう注意深く身体を起こし芝生の上に座り込んだ。

「旦那様」

　眠るカヤの艶つややかな黒くろ髪かみを一度撫でたアルマが、ジーンを睨みつけて言う。

「もし、旦那様がカヤ様を変態伯はく爵しやくのところに置いてきたら、アルマはここを出て行きますからね」

　変態伯爵というのが誰だれかはわかっている。

　一週間後の魔女の夜デイマノイアを主しゆ催さいする、ステイプルトン伯爵のことだ。

　長年の付き合いから目の前の女性の本気を感じ取ったジーンは、相手を宥なだめる言葉を探して眉間に手を当てた。

「アルマ」

「アルマは本気ですよ。だいたい、カヤ様は物ではないんですよ？　手て土産みやげみたいに魔女の夜デイマノイアに連れていくなんて」

「伯爵は別に殺さつ人じん鬼きじゃない。カヤにしてみれば、保護者が替わるだけだ」

　ジーンは、このことについて議論を交かわすことにうんざりしていた。最近ようやくロベルトが何も言わなくなったのに、アルマはまったく納得する様子を見せない。それどころか日を追うごとにカヤに傾けい倒とうしていっているようだ。

　今ではアルマはきっと、カヤを自分の娘のように思っている。言葉のわからぬ相手をここまで懐かい柔じゆうしてしまうカヤという娘の才能を、ジーンは見誤っていたというべきだろう。

「それが大問題だと申し上げているんです。カヤ様は言葉もお分かりにならないんですよ」

「だがお前とは意思疎通ができている」

「カヤ様が勤勉でいらっしゃるからです。ご覧になったでしょう、この紙の束を！　すべてカヤ様が書き溜ためられたものです。カヤ様は今、必死で私達の言葉を覚えようとされておいでなのです！」

　声を荒げたアルマは、ううん、というカヤの声にはっと口を噤つぐんだ。しかし娘が目覚めていないとわかると怒いかりを鼻息で押し出して静かに続ける。

「カヤ様はアルマといる時も、この顔をじっとご覧になられてこちらの意図を汲くみ取とろうとしておいでです。見知らぬ土地にきて心も休まらぬというのに、またすぐ新しい場所に移されるなんて、それがどんなに心細いことかその傲ごう慢まんな頭でもお分かりになるでしょう」

「アルマ、俺はお前の意見を聞いていない」

　ジーンが突つき放はなすように言うと、アルマはかっとした様子で立ち上がった。

「く、れ、ぐ、れ、も、カヤ様を起こさないでくださいね」

　そう念を押して踵を返し、一人だけ部屋に戻ってしまう。

　ああ。きっと今日はもう何を頼んでも聞いてはもらえないだろう。

（まぁすぐロベルトが帰ってくるからいいさ）

　それでもなんだかどっと疲れて、ジーンは肩を落とした。

『こんにちは、ジーン様。ご親切感謝申し上げます』

　そう言った時の、完かん璧ぺきな発音と礼。その髪と瞳の色を考えなければ、カヤと名付けた娘はこの国のどの令れい嬢じようにも劣おとらない淑しゆく女じよに見えた。

（違う。たぶん、もともと育ちがいいんだ）

　それは言葉を介かいさずともわかった。

　所作や笑顔に粗そ暴ぼうなところがないのだ。それにあの人ひと懐なつこさと警けい戒かい心しんの薄い様子は、周囲から大切に育てられたせいだろう。

　それなのに、なぜ故郷に帰りたいと訴えないのか。

（よくわからない娘だ）

　ジーンは手を伸ばして眠る娘の髪に触れた。

　絹糸のように艶やかな黒髪。眉や睫まつ毛げの一本一本までそれは漆しつ黒こくに染まっている。顔形はそこまで自分達と変わらないのに、この肌はだの白さは驚くべきものだった。赤みを帯びた頰から顎までの緩ゆるやかな曲線。形の良い唇。

　ぴくり、とカヤの瞼が震ふるえた。

　ジーンは髪から耳を伝い、指の背で頰を撫でた。そして目の前で眠る娘に語る。

「この国は、魔女の国だ」

　国の名前であるアールラは、もともと魔女の名である。

　国を興おこした初代の王を助けた魔女アールラ。

「魔女は今でも神聖視されていて、アールラの人々は魔女の祝福に感謝して生活をしている」

　アールラでは、神しん殿でんに祀まつられているのも魔女だ。魔女は神の使いとされていて、国を治めるのは代々、魔女の寵ちよう愛あいを受けた始祖王アンセル＝ガーゼルトの血を継ついだ王家の一族である。

「魔女は、黒い瞳に黒い髪をもつという」

　ジーンは手を伸ばしてカヤの黒髪に触れた。

　黒い魔女と言われたアールラ。

　ジーンがどきりとしたのは、カヤの瞼の下から漆黒の瞳がゆっくりと露あらわになったからだ。

（黒瑪め瑙のうのようだ）

　他にはない一対ついの瞳。

　カヤはぼうっと視線を彷さ徨まよわせ、ほどなく視界にジーンを見つけると蕾つぼみがほころぶように微笑んだ。ジーンの胸むねの奥に何かが突つき刺ささる。

『あまりに非人道的だとは思いませんか？　そのような方法で王城に戻ったからといって……』

『カヤ様は物ではないんですよ？　手土産みたいに魔女の夜デイマノイアに連れていくなんて』

（うるせぇ、わかってる）

　それでも、これは言わなくてはならない。彼女が必要なのだ。目的のために手段を選んでなどいられない。

　ジーンはせき立てられるように言った。

「お前には、俺の魔女になってもらいたい」

　するとカヤは一度驚いたように目を丸くした後嬉しげに微笑み、こう答えたのだった。

「『はヤいー』。嬉しい。ありがとうございます、ジーン様」
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『お前イーには、リア俺のヴアイ魔女にスーなってイアもらいたいエデイマ』

　頰を撫でられるくすぐったさに目覚めた待宵は、寝ね起おきのぼうっとした頭でジーンの言った言葉を聞いた。

「いー　りあ　ゔぁい　すー　いあ　えでぃま」

　鼓こ膜まくを震わせた言葉を、頭の中でゆっくりと変へん換かんする。『すー』は『あなた』。『いー』は『私』だ。

（『えでぃま』……。ああそうだわ、確か箏をそう呼ぶのよ）

　今朝、アルマに教えてもらったばかりの言葉だ。『えでぃま』。

（ああ、もしかして、箏を貸していただけるのかしら？）

　自分が箏に興味を持っていたことを、アルマに聞いたのかもしれない。待宵は嬉しくなって笑った。

「『はヤいー』」

　まず、この世界での肯こう定ていを口にする。

「嬉しい。ありがとうございます、ジーン様」

　これがただの勘かん違ちがいであったことを待宵が知るのは、数日後のことである。
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（どうしてこんなことになったのかしら）

　待まつ宵よいにはわけがわからなかった。

　今自分は、総刺し繡しゆうの黒いドレスに身を包み『外がい套とう』と呼ばれる上着を羽織って、黒い真しん珠じゆを髪かみに編あみ込こんでいつもより濃こい化け粧しようまでほどこされ、牛の代わりに馬が引く牛ぎつ車しやのような乗り物（馬車と呼ぶべきか）に乗っている。

　馬車の中は牛車よりも少し狭せまく、その代わりに向かい合わせに座すわれる椅い子すがあった。待宵は進行方向を前にして座り、正面にロベルト、その隣となりにジーンが座っていて、二人はずっと何かを話している。

　馬が引く車は牛のそれよりも早く、揺ゆれもひどかったが綿入れがあったので我が慢まんできた。

　ジーンと共にムクドリの雛ひなを見て、そのまま庭でうたたねをしてしまったのはもう五日前の話だ。

　つまり、待宵がジーンに会うのも五日ぶりということになる。

　しかしまだ挨あい拶さつしか交かわしていない。

　目覚めた時に側そばにいてくれたジーンは、待宵に箏そうを貸してくれると言ってすぐアルマを呼びにいってしまい、そのまま戻もどってこなかった。

　待宵は「ジーン様が『えでぃま』をわたくしに貸してくださるのですって」となぜか不満げなアルマに言ってわくわくと二日ほど待っていたが、一向に箏が届けられる様子がない。そこで再度アルマに確かく認にんしてやっと、致ち命めい的てきな勘かん違ちがいが判明したのであった。

　つまり、『えでぃま』というのは箏のことではなかったのである。

　それは、あの絵物語に描えがかれていた女性の名前であった。そしてどうやら今夜、待宵はその『えでぃま』のふりをしなければいけないらしい。

（どうしてわたくしがそんなことをしなくてはならないの？　『えでぃま』というのは物語の登場人物なのではないの？　これからどこへ行くの？）

　疑問はいくらでもあったが、そのすべてを解決するには言葉の壁かべがあまりにも巨きよ大だいであった。

　勘違いがわかってからの三日間、アルマと交わした筆ひつ談だんと身み振ぶり手て振ぶりによるやりとりによってわかったのは、待宵が、今夜『えでぃま』として『すていぷるとん』という人に会わなくてはならないこと、そして『えでぃま』のふりをしている間は、ジーンの合図があるまで笑っても喋しやべってもいけないということだった。

　アルマはなぜかあまり多くを語りたがらず、あっという間に今日という日が来てしまったので、状じよう況きようはほとんどわかっていない。

　しかしこの初めての外出に、待宵は少し興こう奮ふんしていた。これまではずっとあの屋や敷しきの中だけの生活であったが、外の世界にはどれだけ新しいことがあるだろう。

　明るいうちに出立した馬車は、がたごとと車輪を揺らして走っている。馬車の物見は、牛車のそれと違ちがって大きく外がよく見えそうだ。だが布で覆おおわれていたので外を窺うかがい知ることができないのが残念だった。

　久しぶりに会ったジーンは今、瞳ひとみと同じ深い青の衣服を身にまとっている。金色の紐ひも飾かざりを肩かたからさげて、髪の毛は後ろに撫なでつけていた。

（月に住む殿との方がたは、髻もとどりを結ゆわないのだわ）

　烏え帽ぼ子しも被かぶらない。女性はアルマしか知らないが、彼かの女じよの髪が肩までしかないこと、いつも一つに結んでいることを考えると女性の長い髪が特別視されているわけではないらしい。

（本当に、何もかもわたくしの世界とは違うのね）

　待宵は、出立前アルマによって散々いじくりたおされた髪の毛に触ふれた。

　元の世界で待宵はいつも、髪は腰こしの高さほどで切って人前では髢かもじをつけていた。色こそ烏からすの濡ぬれ羽ば色いろであるが、毛先に癖くせが出てしまうので、特別褒ほめられるような髪ではないからだ。艶つややかな、まっすぐな黒くろ髪かみこそ美人の条件の一つであった。

「『ジーン様ムスジーン』」

　馬車に乗ってからずっと早口で何かを話していたジーンとロベルトがようやく会話を終えたようなので、待宵はずっと頭の中で練習していた言葉を声に出した。

「先日は、『ごめんなさいトスバイト』。『私イー』『寝るスラツプ』。それに『ロベルト様ムスロベルト』、ええと……た……『本テーゼ』『ありがとうございますタンウエ』」

　言ってから、膝ひざに額がつくくらい頭を下げる。

（伝わったかしら）

　きちんと文章にしてこちらの言葉を話せるようになるまで、いったいどれくらいかかるだろう。今はまだ覚えた単語を並べるので精せい一いつ杯ぱいだ。


「……いや気にするな」



　ジーンの声で顔を上げると、ロベルトもまた無表情のまま待宵を見て言った。


「気にしないでください」



　なんと言われているのかはわからなかったが、二人とも怒おこっているようには見えなかったので待宵はほっとして続けた。

「あの、これからどこへ行くのですか？　わたくしは何をすればよいのでしょう」

　ジーンが怪け訝げんそうな顔をする。ロベルトはやはり表情を変えなかった。

「ええと、『私イー』『行ゲくン』？　どこへ……」

　挑ちよう戦せんはしたが、途と中ちゆうで待宵は諦あきらめた。まだ決定的に語ご彙いが足りないのだ。

（どうしてアルマは、まるで今こん生じようの別れみたいな顔でわたくしを抱だきしめたのかしら）

　待宵を見送る時のアルマの様子を思い出して、待宵は首を傾かしげる。彼女はジーンをぎろりと睨にらみつけてさえいたが、ジーンは意に介かいしていないようだった。

（とにかく、『すていぷるとん』という方に『えでぃま』としてお会いするのは確かだわ）

　黙だまり込こんでしまった待宵を見て、口を開いたのはロベルトであった。


「だからアルマを連れてきた方がよいと申し上げたのですよ」



　自分に声をかけたようには思えなかったので、待宵は返事をしなかった。ジーンがむっとしたような顔をする。


「この馬車、三人でも狭いんだぞ。余計な人間なんて連れて行けるか。それにあいつがいたらうるさい」

「それでも、私達より意思の疎そ通つうはできたでしょう」

「ああわかったよ。ロベルト、紙とペンを出せ」



　ジーンに何か言われて、ロベルトが服の内側から白く四角いものと細長いものを取り出した。


「あいにくハンカチしかございませんが」

「それでいい」



　ジーンが、ロベルトから受け取ったものをそのまま待宵に差し出す。


「言いたいことを書いてみろ」



　待宵は、差し出されたものとジーンを瞬またたきして見比べた。

（絵で描いてみなさいとおっしゃっているのかしら）

　ぼうっと絹の生き地じとペンを受け取ると、じんわりと心が温まるのを感じる。

（嬉うれしい）

　ジーンは待宵を尊重しようとしてくれている。庭でうたた寝ねしてしまったあの日もすぐにどこかへ行ってしまってそのまま会いにきてはくれなかったので、呆あきれられたのかと思っていたのだ。

　待宵は、なんとか現状に対する疑問をジーンにわかってもらおうと、黒ずくめの格好になって困った顔の自分を描いて、どこへ行くともしれない馬車を描いた。絹の上に絵を描くのは難しかったが、そのわりにそこそこ上手じようずにかけたと思う。待宵はふんと鼻で息をした。

　ジーンとロベルトが待宵の手元を覗のぞき込こんで険しい表情になる。正確には、ロベルトはいつもの無表情のままであったが、眉み間けんにわずかに皺しわが寄った気がした。


「この黒いのはなんだ。化け物か？」

「それよりもこちらの手足の生えた魚が四角い箱にくくりつけられている絵はどんな呪のろいを表現しているのでしょう」

「は？　何言ってんだ。これは鳥だろ」

「相変わらず節穴ですね。どうみても魚でしょう」

「鳥だよ」

「魚ヴイスです」

「なぁカヤ、鳥フーゲルだよな？」



　自分が描いた馬を指差しながら、『ふーげる』だの『ゔぃす』だの言っている二人を見て、待宵は困こん惑わくした。

（『ふーげる』は確か、鳥のことよね。『ゔぃす』が馬のことかしら）

　一か八か、待宵はにっこりと笑って答えた。

「『ゔぃす』です」

　するとジーンが愕がく然ぜんとした顔をして、ロベルトがすっと目を細めた。


「噓うそだろ」

「私の正しさが証明されたのは当然のこととして、依い然ぜんこの絵の謎なぞは残りますね。ああもしや、この絵はあなたに対する呪いの表現なのではないですか？　箱にくくりつけて海に沈しずめてやるから覚かく悟ごしてろよ、という」

「こんな笑え顔がおで呪いの言葉を吐はいてるわけないだろ馬ば鹿か」

「女性というものは表情と心の中が一いつ致ちしない生き物だと教えませんでしたかね馬鹿」



（やっぱり駄だ目めそうね）

　待宵は息を吐いた。

　どちらにせよ、こちらの意図を理解してもらって説明されても、ほとんど意味はわからないだろう。となれば、思考を切り換えるしかない。

（『えでぃま』……。笑っても喋ってもいけないと言われたから、きっととても物静かな女性なのだわ）

　そういった演技は、待宵にとっては得意分野である。

　何せこの十八年間ずっと、彼女は物静かな大だい納な言ごん家けの姫ひめを演じてきたのだから。

　御み簾すの奥おくで扇おうぎを手に座り、男性の話に時折小さな笑い声を漏もらして気の利きいた言葉を返す。仕上げに得意の箏の音を聞かせてやれば完かん璧ぺきだ。そうして高たか嶺ねの花の大納言家の姫は、五人もの殿方から求きゆう婚こんされた。

（誰だれも本当のわたくしを知らなかったのに）

　待宵がそう思った時、ガタン！　と一度馬車が大きく揺れた。

　彼女は驚おどろいたが、ジーンらに驚いた様子はない。

　しかし馬車が少しずつ速度を緩ゆるめてやがて止まったのがわかった。ロベルトが物見の布を捲めくり外の様子を窺う。


「なんだ？」

「ジーン様はこちらで少々お待ちください。様子を見てまいります」

「いや、俺おれも行こう」



　そう言うと、馬車の扉とびらを開けてジーンとロベルトが出て行ってしまう。目的地に着いたのかと思って待宵も一いつ緒しよに出ようとすると、「お前はここにいろ」と手のひらで止められてしまったので、もう一度座って物見の布の間からちらりと外を覗き込んだ。

　ジーンとロベルト、それに男が一人、止まった馬車の車輪のあたりを見て会話をしている。

　あの男は、馬車に乗る時も見かけたのでおそらく牛うし飼かい童わらわのような役目を担になった者なのだろう。三人の顔はあまり晴れやかではなく、何か困ったことが起きたようであった。

　待宵はその牛飼童の様子をまじまじと見た。

　何せ、ジーンら以外に初めて見る月の人間である。

（馬車に乗る時はちゃんと見られなかったけれど、やはり皆みな明るい色の髪をしているのね）

　待宵の世界ではほとんどの人間が黒髪なのだが、この世界では黒髪の人間は珍めずらしいのだろうか。

　見み渡わたしてみるとどうやらここは、森の中のようだ。土がむき出しになっている道の両側には幹が細く背の高い木々が林立していて、視界を遮さえぎっている。地面は秋の名残なごりの枯かれ葉はと春を呼ぶ若葉に覆われ、白い花が咲さいていた。

（あれは……『へうぇてん』の花かしら）

　今通ってきた道を見てみると、木の根が飛び出ている箇か所しよがある。あそこで揺れたのだ、と待宵は思った。


「何をしてるんだ」



　声をかけられてびくりと肩を震ふるわせた待宵は、振ふり向むくとすぐ側にジーンが立っていたのでごまかすように笑った。自分がすでに『ちらりと外を見る』域を超こえて、物見から身を乗り出していることに気づいたからだ。

　ジーンは息を吐くと車内に戻れとばかりに手を振った。

　待宵はしゅんとして浮うかせていた腰を椅子に下ろす。しかしその後すぐに開いた扉から、叱しつ責せきの声は降ってこなかった。


「外に興味があるのか？」



　待宵は瞬きをした。青せい藍らんの瞳を持つ男が、馬車の外に立って答えを待つようにこちらを見ている。

（ええと……『外バートン』？　がどうしたのかしら）

　待宵がなんと答えるべきか迷っていると、ジーンは一度待宵を指差してから、すっと馬車の外に指を動かして首を傾げた。


「ちょっと外に出るか？」



（ぐん？　ああ違うわ、もしかして『行ゲくン』ね。え？　外に出るかと聞いていらっしゃるの!?）

　待宵はぱっと顔を輝かがやかせると、両手を胸の前で握にぎりしめてこくこくと頷うなずいた。

「『はヤいー、はヤいー、はヤいー！』」

　これは思ってもみないことである。差さし伸のべられたジーンの手を取って馬車を降りると、待宵は改めて自分が立っている場所を見渡して空を見上げた。

　天上は青く、綿のような白い雲が浮かんでいる。息を吸って吐くと、初めて嗅かぐような香かおりがする気がした。


「ジーン様」



　そう声をかけたのはロベルトだ。彼かれは一度ちらりと待宵を見てから、ジーンに視線を向けた。


「壊こわれた車輪を修復するのに部品が必要なようですね。ここはあまり人通りのない道ですから、私が近くの村で調達してきます」

「近くっていうと、この先のヴィアッカの村か」

「ロビンは他に不具合がないか確認しておりますので、お二人は馬車の中でお待ち下さい」

「いや……俺も行こう。カヤも連れていく」

「却きやつ下かでございます」

「この娘むすめ、さっき馬車から身を乗り出していたぞ。何もせずお前が戻ってくるまでじっと待っていられると思うか？」

「お喋り相手になって差し上げたらよろしいでしょう」

「言葉がわからんのに無茶言うな」



　ロベルトは目を細めた。


「馬車の車輪が壊れたのは、元はと言えば整備をする暇ひまもなく飛び回っているあなたの責任なのですよ」

「あああうるさい。とりあえず、カヤも村に連れて行くぞ。ロビン！　二頭とも馬を外せ」



　ジーンが壮そう年ねんの牛飼童に向けて何か言うと、男はこくりと頷いて馬車に繫つながれていた馬の紐を外し始めた。

（……まぁ。何をなさるおつもりなのかしら。まさかここが目的地ではないわよね。建物もなにもないもの）

　言葉のわからない待宵がどういう事態なのかも理解できないでいると、ロベルトが「仕方ないですね」と息を吐いて馬車の中に戻った。馬が外された車に戻ってどうするのだろうと思っていると、彼は茶ちや褐かつ色しよくの何かを手に再び降りてきて、それを待宵に差し出した。


「こちらのカツラをお被りください」



「まぁ。これはもしかして髢ですの？」

　それはどうやら、茶褐色の髢のようであった。ジーンが感心したように言う。


「用意がいいな」

「あらゆる事態に対応するのが有能な執しつ事じというものです。そもそもあなたはどうなさるつもりだったのですか？」

「髪は布でも巻いて隠かくせばいいと思ってた」

「適当過ぎます」



　ロベルトはそう言うと、すっと待宵の背後に回り、器用に髪をまとめ始めた。最後に待宵が持っていた髢を取って、すぽんと被せる。


「いかがでしょう」



　彼は懐ふところから鋼はがねでできた丸いものを取り出すと、待宵の前に差し出して見せた。丸みを帯びたそれは刀のようにぴかぴかに磨みがかれていて、茶褐色の髪になってきょとんとした顔の待宵を映していた。

「あら、まぁ」

　明るい髪色になった自分はまるで別人である。待宵は嬉しくなった。あたかも本当に、この月世界の住人になったかのようだ。

「『ありがとうございますタンウエ』」

　待宵はロベルトを見て礼を言ったが、彼はそっけなく「いいえ」と答えて丸い鋼を懐に戻した。

　待宵はジーンがなんと言うか気になって周りを捜さがした。しかし彼はすでに馬の側に立っていて、彼女の外見など気に留とめていない。ロベルトがジーンの方に歩いて行って二人で何やら会話し始めると、待宵は少しがっかりして唇くちびるを尖とがらせた。


「お前の後ろに乗せてやれよ」

「嫌いやですよ。あなたが連れて行くと言ったのですから、あなたの馬にお乗せなさい」



　ジーンがしぶしぶといった様子で馬を連れて待宵の方へやってくるので、待宵は慌あわてて尖らせた唇を引ひっ込こめた。


「カヤ。乗馬の経験は？　馬に乗ったことはあるか？」



　ジーンが待宵と馬を交こう互ごに指差す。待宵は目を丸くした。

「馬に乗せてくださるのですか？」

　実のところ、乗馬には前々から興味のあった待宵である。

　ただ何回か両親に懇こん願がんしてみても、乗馬を習うことは許してもらえなかった。大納言の娘には必要ないことだからだ。

（……馬を、こんなに近くで見るのは初めてだわ）

　少し拗すねていたことなどもう忘れて、とことこと馬の側まで行って顔を覗き込んでみる。長い睫まつ毛げが栗くり色いろの宝石のような瞳に被さっていた。

（耳を少し伏ふせているわ）

　そう思いながらそっとその鼻筋に触れようとすると、横から手を摑つかまれて止められた。

　ジーンである。

　彼ははぁと息を吐いた。


「耳を伏せているのは警けい戒かいしてる証しよう拠こなんだよ。お前が馬に慣れてないのはよくわかったから、少し待ってろ」



　待宵は驚いた。ジーンが何度か馬を撫でてたてがみを握ったかと思うと、器用にひらりとまたがり馬上の人となったからだ。あっという間のことで、彼がどうやったのかまったくわからなかった。


「ロベルト」



　主人に名を呼ばれたロベルトがこちらへやってくる。次は何をするのだろうと思っていると、彼は「失礼」と言って突とつ然ぜんひょいと待宵を持ち上げた。次いでジーンに脇わきの下したから引き上げられ、気づけば待宵もまた馬上の人である。

　安定の悪い横よこ座ずわりであったが、ジーンがしっかりと待宵の腰に腕うでを回して落ちないように支えてくれていた。

　空あいている方の手で、ジーンが待宵の手を取って馬のたてがみを握らせる。それはごわごわとしていて温かかった。


「たてがみを握ってじっとしてろよ」



（まぁ、まぁ、まぁ）

　あまりのことに言葉もでない。

（わたくし、今、馬に乗ってるのだわ！）

　嬉しくなった待宵は、ジーンの身体からだがぴったりと密着しているのも気にならなかった。それよりも、初めての乗馬に興きよう味み津しん々しんである。

（馬の背ってとてもごつごつしているのね。それに高いわ）


「行くぞ」



　ジーンが手た綱づなをさばくと、ゆっくりと馬が動き出した。

「きゃっ」

　思っていたよりもずっと揺れが大きかったので、思わず小さく悲鳴を上げる。しかしジーンがしっかりと腰を抱いていてくれたので落ちることはなかった。


「変な声出すな。馬が驚く」



「馬が……こんなに揺れるものだとは存じあげませんでした」


「両手でたてがみを握っていろ。絶対に離はなすなよ」



「ああごめんなさいね。こんなに強く握ったら髪が痛いわよね」


「っ！　離すなと言っただろう！」



　ぎゅっとたてがみを握りしめていたことに気づいてぱっと両手を離した待宵は、ぎょっとしたジーンに手を摑まれて、再びたてがみを握らされた。


「……頼たのむから、それを離さず黙って乗っててくれ」



「ええと、ごめんなさい。この子の髪を離してはいけないのですね。気をつけます」

（……どれくらい、馬には乗るのかしら）

　止まってしまった馬車の先の道は急な曲がり角になっていて、とっとこと早足になっていた馬は少し速さを緩めてそこを曲がった。

「……あの、この子のお名前はなんて言うのですか？」

　ふと思いついた問いを口にした待宵は、ジーンを振り向きその顔が思っていた以上に近くにあってびっくりした。よく考えてみれば、背中がぴったりとくっついているのだから当然である。

　二人で鳥の雛を見た時を思い出す。あの後アルマに聞いたが、月の世界に「カワイイ」という言葉はないらしい。ではあの時彼がどういう意味で「カワイイ」と言ったのか聞きたかったが、今の自分では答えられても完璧に理解できるとは思えなかった。


「なんだ」



　ジーンは前を向いたまま言った。

　彼がこちらを見ようとしないので、待宵は前に向き直ると「あの、この子の『名ナ前ム』を」と少し小さな声で言った。

（どうしてかしら。なんだか悲しいわ）

　ジーンがこちらを見てくれないのが寂さびしい。そう感じる自分が、待宵は不思議であった。


「名前？　ああ……」



　ジーンが言う。彼が言葉を発するたびに、ぴったりと接したその胸むな板いたが震えるのがわかった。


「ネアルコだ」



　ちらり、と背後を窺うと、今度はその青藍の瞳とばちりと目があって心臓がどきりと跳ねる。


「馬の名を聞くなんて、変な女だな」



　待宵は慌てて前に向き直った。

（……笑ってくださった）

　そのことに、くすぐったさを覚える。顔がほころぶのを止められない。

（不思議な人）

　あまり笑顔は見せてくれないのに、彼が善よい人間であることは伝わってくる。

（この間だって、わたくしに雛を見せてくれて、眠ねむったわたくしを起こさないで側にいてくださった）

　今だって、待宵が落ちないようにしっかりと腰に腕を回してくれている。

（どうしてかしら）

　彼をもっと知りたいと思う。それは他人に対して初めて抱く感情であった。

　自分の顔が締しまりなく笑ってしまっているのをごまかすように、待宵は馬のたてがみを撫でて、「ニャンコ、よろしくね」と言った。

　するとすぐ背後から「ネアルコだ」と訂てい正せいされたのだった。
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　ヴィアッカの村は、森の中の道を西に逸それて抜ぬけるとすぐ、ペナン領との国境近くにある村だ。近くで何種類かの天然染せん料りようの材料が豊富に採れるため、染せん色しよく業ぎようが盛さかんである。祝い事があると染色を生なり業わいとする家が競きそうように自らの家で染めた織おり物ものを長い棒に結びつけ風に吹ふかせるのがこの村の伝統で、この時もその鮮あざやかな色は森の中からでさえ見つけることができた。

　道を外れ森の中に入るときょろきょろと落ち着きなく辺りを見回していたカヤであったが、視界に色鮮やかな織物のたなびく集落を見つけると、それに釘くぎ付づけになった。

「春祭りの準備は万ばん端たんのようですね」

　後ろからついてきたロベルトが言う。

「この辺りでは数少ない娯ご楽らくだからな」

　ジーンは答えた。

　森を抜けてなだらかな傾けい斜しやを下ると、風に乗って陽気な音楽が聞こえてくる。

　アールラ国では、明日が春祭りである。

　長い冬の終わりに感謝し、春を呼よび込こむ祭りだ。そのためか青い空の下で風に流れる織物はぬくもり溢あふれる色が多く、春の妖よう精せいも誘さそわれるようであった。

　村に近づいていくと、別の方向から姦かしましい女の話し声が聞こえてきた。見れば、河で洗せん濯たくを終えてきたらしい女達が集まって村に戻ってきたところのようである。

　先にロベルトが馬から降りた。ジーンはカヤがしっかりとたてがみを握っていることを確認してから、腰に回していた腕をそっと離して地面に足を下ろした。

　乗り始めこそ何度か馬から落ちそうになったカヤは、今は背筋をすっと伸ばしてうまくバランスも取れている。運動神経は悪い方ではないのだろう。乗馬を教えれば、すぐ覚えるかもしれない。

「すみません、ご婦人方」

　話しかけたのはロベルトである。ジーンが馬の手綱を握って馬上のカヤをちらりと見ると、彼女はまじまじと村の女達を見ていた。

「旅の者なのですが、移動中に馬車の車輪が壊れてしまいまして……。できましたら、修理のための部品を譲ゆずってもらえないでしょうか？」

　鉄仮面のロベルトであるが、なぜか初対面の女性には好意的に見られる傾けい向こうがある。『私にはジーン様と違って滲にじみ出でる誠実さがあるのです』と不敬な執事は言うが、ジーンには納なつ得とくできなかった。

　しかし果たして、女達は突然話しかけてきた見知らぬ男に警戒した様子を見せなかった。それどころか、同情した様子で答える。

「おや、まぁそれは困ったね」

「あんた達、いい身なりだけどどこかのお貴族様かい？　あんた達が使うような馬車を直せる部品が、うちの村にあるかねぇ」

　ロベルトが右手を左胸のあたりに置いて紳しん士し的てきに言う。

「ちょっとした応急処置ができればよいのですよ。目的地についたら職人を呼びますから」

　すると両腕で洗濯かごを抱かかえた女の一人が「そういうことならうちにくるかい？」と申し出た。

「うちの旦だん那なは手先が器用でさ。村の人間が壊したもんは大体直してやってんだ。何かあんたらが使えるものもあるかもしれないよ」

「ありがとうございます。もちろんお礼はいたしますので。そちらのかごもお持ちいたします」

「ええ？　いいよこれくらい」

「いえどうぞ遠えん慮りよなさらずに」

　ロベルトが極きわめて自然な動作で女から洗濯かごを受け取ると、周りの女達が「いいじゃんワンダ！」「旦那に見つからないようにしないとね」と囃はやし立たてた。しかしもちろん、ロベルトの表情筋はぴくりとも動かない。

「部品探しは私一人で結構ですので、カヤ様に祭りの様子でも見せて差し上げたらどうですか」

　馬の手綱と洗濯かごを持ったロベルトは、ジーンを見て言った。

　もともとそのつもりであったので、ジーンはふんと鼻を鳴らすと手綱を引いて先に村へ向かう。後ろから、きゃいきゃいとはしゃぐ女達と無感動に質問に答えるロベルトの声がついてきた。

（別に、カヤが俺を呪ってるって言われたのを気にしてるわけじゃないが……せっかくこうして外に出たんだ。この国の祭りを見せてやってもいいだろう）

　馬車の中でカヤがハンカチに描いた、手足の生えた魚が四角い箱を背負っている絵を思い出してジーンは少し眉まゆをひそめた。

（……ロベルトの奴やつ。こんな無害そうな娘が人を呪うわけないだろ）

　自分に言い聞かせるようにしてそう考えながらちらりとカヤを見ると、ばちりと目があって少し驚く。

（ずっと俺を見てたのか？）

　しかしカヤは何も言わないし、きゅっと口元を引き結んで緊きん張ちようしているようにも見えた。そこでジーンははっとして足を止めると、カヤに言った。

「今はまだいい。喋っていいし、笑っていいぞカヤ」

　魔ま女じよのふりをしている間は、喋るな笑うなとアルマに指示させたのはジーン自身である。その方が、魔女らしく見えるからだ。

　カヤがぱちぱちと瞬きをする。

「喋っていいんだ。まだ魔女のふりはしなくていい」

　ぱくぱくと口を開け閉めしてなんとか意図していることを伝えようとすると、カヤがおそるおそるといった様子で口を開いた。


「話しても、よいのですか？」



　言葉の内容はわからないものの、カヤが喋ってくれたのでジーンは頷いた。

「そうだ。だが馬からは降りるなよ。髪はごまかしたが、近くで見られると瞳が黒いことに気づかれるかもしれないからな。この先の村で祭りがある。本来の春祭りは明日だが、前日の今日も賑にぎやかにしているはずだ。見せてやるから、大人おとなしくしてろよ」


「あの、先ほどの女性はもしかしてロベルト様の奥おく方がた様ですか？」



「ああ、大だい丈じよう夫ぶだ。ロベルトとは後で合流する」

『ロベルト』という名だけ聞き取ったのでもう一度こくりと頷いてそう答えると、カヤはなぜかはっとした様子でぴょんと馬から飛び降りた。

　ジーンはぎょっとして手を伸ばしたが、彼女は意外なほどうまく草の生えた地面に着地した。

　草を踏ふんだカヤは、村の西側へ向かうロベルトと女達の方を振り向くと「馬上から奥方様に、なんて失礼をしてしまったのかしら。ご挨拶をしてまいります」と言ってそちらに行こうとするので、ジーンは慌ててそれを止めなくてはならなかった。

「何をするつもりなんだ」


「あの、ご挨拶を……」



　困っている様子だが何を言っているのかまったくわからない。ジーンは息を吐いた。

「いいからおいで」

　彼は右手に手綱を、左手にカヤの腕を引いて歩き出した。

（こっちの調子がおかしくなるな）

　ジーンは早くも、言葉さえわからぬ娘を無む駄だに連れ出してしまったことを後こう悔かいしたが、今さら馬車に戻るのも馬鹿らしい。

（祭りを見せて、とっとと戻ろう）

　屋敷を出た本来の目的は今夜、ステイプルトン伯はく爵しやくのもとで行われる夜会である。

　それまでにカヤに何かあっては、本ほん末まつ転てん倒とうというものであった。

　賑やかな音楽は村の東側から聞こえてくる。ジーンはそちらに回って、建物の間から村の中に入った。

　村の建物は、森から見えた織物だけでなく様々な花や手作りの飾りで彩いろどられている。花か冠かんをつけた数人の子供がきゃーと声をあげて駆かけてゆき、男達が道みち端ばたで座り込んで酒を飲んでいた。

　ジーンらのようなよそ者に彼らが過か敏びんに反応しないのは、ここを通る旅人が少なくないからだ。国境に接しているし、隣には比ひ較かく的てき大きな町がある。

（懐なつかしいな）

　ジーンも以前ここの春祭りに訪おとずれたことがあった。

　ずいぶん昔のことであるが。

　村にはあの頃ころと比べてもあまり変化がない。田舎いなかというのはそういうものだ。時間の中に取り残されたかのよう。

　無言で村の中を歩いていた二人は、途中馬に荷車を引かせた男に声をかけられて足を止めた。

「そこの旅のお兄さん！　お連れさん、裸足はだしだけどいいの？」

　ジーンははっとして振り向く。カヤの踵かかとの高い靴くつは馬に乗っている途中で落ちそうになったので脱ぬがせたままであったのを、今さら思い出した。しかも、脱がせた靴はロベルトの馬に持たせている。村の中の道は土と石がむき出しで、カヤの足はずいぶんと汚よごれてしまっていた。ロベルトがいたら、『まったく女性の扱あつかいがなっていませんね』とため息をついただろう。

「ははっ。途中で落としたのか？　よければ履はき物ものを買ってくれよ。他に女性のための飾りもあるよ」

　声をかけてきたのはどうやら商人のようである。なんでも手に入る王都と違って、こういった地方の小さな村では、流しの商人が定期的にやってきて物を売るのだ。

（……本人が困っているようにも見えないが、裸足のまま歩かせるわけにもいかないか）

　ジーンはきょとんとした様子のカヤを見て渋じゆう面めんで答えた。

「……一足買おう」

　すると商人はそらきたとばかりに笑って荷車に顔を突つっ込こんだ。

「はいはい、一足ね。お嬢じようさんの足に合うといいけどね。他にこんなのもあるよ。どうだい？」

　皮のサンダルを押おし付つけられたジーンは、商人がさらにぱかりと開けた箱の中の装そう飾しよく品ひんを見て首を振った。

「いや、必要ない」

　しかし商人はジーンの背後を見てにやりと笑う。

「そうかい？　彼女はずいぶん興味を持っているようだけどね。ほら、この首くび飾かざりなんか綺き麗れいだろう？」

　差し出されたそれを止める間もなく、ジーンの後ろにいたカヤが受け取ってしまう。彼女は不思議そうな様子で赤い鉱石のついた首飾りを眺ながめ、太陽の光に透すかした。


「まぁ、素す敵てき。これはなんですの？」



　カヤが口にした言葉に、商人は不思議そうな顔をする。

「ん？　お嬢さん、今なんて言ったんだい？」

　ジーンは慌てた。

「それももらおう」

　持っていたサンダルをズボンに挟はさみ、懐の財さい布ふ袋ぶくろから数枚の硬こう貨かを出して商人の手に握らせる。

（あまり探さぐられても面めん倒どうだ）

「あ、おいお兄さん」

「釣つりはいらん。行くぞカヤ」

　これ以上構うなとばかりにそう言うと、ジーンはカヤの手を引いて再び歩き出した。

　しかし困ったことに、カヤがはっとした様子で商人の方に戻ろうとする。


「あ、待ってください。これをお返ししなくては」



（なんなんだ！）

　カヤの考えていることがまったくわからないジーンは、少し苛いら立だちながらもカヤの腕を強く引いて、周囲に人のいない建物の陰かげに連つれ込こんだ。そして彼女の背を壁につけて前に立たち塞ふさがり、退路を塞ぐ。

「悪いが、そんなに自由に行動しないでくれるか」

　眉間に皺を寄せてそう言ったが、カヤはどこか困った様子である。両手に持った首飾りを胸の前で握りしめていて、ちらちらとジーンの背後を気にしている。

「なんだ」

（くそ。俺はこんなに短気だったか？）

　ジーンは心の中で舌打ちした。どうにも、この娘に振り回されている。そういう気がしてならなかった。


「あの……」



　カヤがおずおずと口を開く。


「これを、持ってきてしまいました。お返ししないと……。ええと、『とぅーるふ』？」



「戻すトウールフ？」

　何を言ってるんだ、と思ったが、はっとして続ける。

「もしかして、それを返さなければいけないと思っているのか？」

　ジーンが金を渡わたしたのを見ていなかったのかもしれない。勝手に盗とってきてしまったのだと思っているとすれば、しきりに商人のところへ行こうとするのも理解できた。

「いいんだ。それはもうお前のだから」

　ジーンは息を吐いて言った。

「お前のだ」

　首飾りとカヤを交互に指差すと、ようやく彼女はジーンの言ったことを理解したようだった。


「まぁ。もしかして、あの方はこれをわたくしにくださったのですか？」



　カヤの頰ほおが紅潮し、嬉しげに輝いたのを見てジーンはなんだか変な気持ちになった。考えてみれば、女性にこうして装飾品を直接贈おくるのは初めてのことである。


「こんな素敵なものを譲ってくださるなんて、なんて素敵な方でしょう」



「そんなに喜ぶほど高価なものじゃないぞ」


「こちらの世界には、とても親切な方がいらっしゃるのですね」



「礼はいい。安物だ」


「そうだわ！　それならやっぱりお礼を言いに行かなくては」



　まさかカヤが首飾りを、ジーンに買ってもらったのではなく商人にもらったと勘違いしているとは思わなかったジーンは、彼女が突然通りに向かって走り出したのに反応するのが遅おくれてしまう。

「あ、おい！」

　先ほどの商人は、ジーンらから少し遅れて通りをこちらに歩いてくるところであった。いち早くそれを見つけたカヤが、「あの！」と声を上げてそちらに駆け寄る。

「おお、さっきのお嬢さんじゃないか。どうした？　まだ履物を履はかせてもらってないのか？」

「あの、『ありがとうございますタンウエ』」

「ん？　ああこりゃご丁てい寧ねいにどうも。でも礼はあっちのお兄さんに言ってやりなよ。そんで早く履物履かせてもらいな」


「え？」



　カヤがきょとんとした顔をする。一方で商人は、思い出したように懐からじゃらりと硬貨を取り出した。

「ああそれと、一応釣りは九十二ラッドなんだけど本当にいらないのかい？　豪ごう気きなお兄さん」

「いらん」

　カヤの背後まで来ていたジーンは、その細い肩をがしりと抱いてきっぱりと答える。

　肩を摑んだのは、また逃にげられてはたまらないからだ。しかしジーンのその行動をどう勘違いしたのか、商人は手のひらに載のせてこちらに見せていた九十二ラッド分の硬貨をそそくさと懐に仕し舞まい、にかーっと笑った。

「はっはっは。こんな可か愛わいい恋こい人びとがいるとお兄さんも気苦労が絶えないね」

「恋人じゃない」

「お？　じゃあこれから申もうし込こむってことかな？　いいねぇ。明日は祭りだ。楽しんできなよ」

　商人はばしん！　とジーンの肩を叩たたくと、「いやあ若いっていいなぁ」と言いながらガラガラと荷車を引いてジーンらの横を通り過ぎていった。

（……履物と合わせて八ラッドだと？　安物どころか子供の玩具おもちやじゃねぇか）

　内心、首飾りの安さに衝しよう撃げきを受けていたジーンである。

　宝ほう飾しよく品ひんにまったく興味のない彼は、その価値もよくわかっていないのであった。

　視線を感じて顔を動かすと、ぴったりと自分に寄より添そったカヤがじいとこちらを見上げている。にわかに自分が彼女の肩を抱いていることに羞しゆう恥ちを覚えたジーンは、ぱっと離れて両手を挙げた。

　すると、ぱちりと一度瞬きをしたカヤがおずおずと口を開く。


「あの、もしかして、これはジーン様からわたくしに？」



「ああ？」

　思わずぶっきらぼうにそう答えると、ぱっとカヤの顔が赤くなった。

「申し訳ございません！　そうとは知らずにわたくしったら礼もすぐに申し上げずに……。あの、ありがとうございます。『ありがとうございますタンウエ、ジーン様ムスジーン』『ごめんなさいトスバイト』」

　いきなり頭を下げてくるカヤに、ジーンはわけもわからず慌てた。

「おい、なんだいきなり」

　なんとか顔を上げさせたが、なぜだかカヤは恐きよう縮しゆくしきっている様子である。けれどそれでも彼女は八ラッドもしない首飾りを胸むな元もとでぎゅうと握りしめていて、ジーンはなんとも言えない気持ちになった。

　普ふ通つうの貴族令れい嬢じようならこんな玩具を贈るなんてと怒りだしてもおかしくないところを、カヤはまるでそれが宝物であるかのように抱きしめている。

「……持ってないで、つけたらどうだ」

　首飾りと喉のど元もとを何度か指差すと、カヤは不思議そうな顔をして首飾りをぺたりと喉元に当てた。

「……違う、首に当てるんじゃなくて……」

（こいつは首飾りも知らないのか）

　そう呆れながらもカヤの手から首飾りを取り、その細い首につけてやる。

「こうするんだ」
















　カヤは一度瞬きをして、自らの胸元に下げられた赤い鉱石を見た。その赤い石は木の実を模した細工がなされていて意い匠しようは少し幼く見える。しかしカヤの目はきらきらと輝きを増して、まるで彼女の瞳の方が宝石のようであった。

「『ありがとうございますタンウエ』」

　カヤが顔を上げて礼を言う。その表情を見たジーンは一度ぐっと顎あごを引き、そして不思議と熱くなった顔を隠すように右手で顔を覆って踵きびすを返かえした。

「どこかで足を洗って靴を履こう」

　水場を探すふりをして馬の手綱を引いて歩きながら、ジーンはなんとか顔の熱さをごまかそうとした。

　ちらりと振り向くと、カヤはとことことジーンの後ろについて歩いてきていて、ジーンと目が合うとにこりと笑った。

（あんな玩具であそこまで喜ぶか？）

　どうやらカヤという娘は、ああいった装飾品とは無む縁えんの生活をしてきたらしい。アルマでさえ装飾品の一つや二つは持っているというのに。

（いいところの娘じゃなかったのか）

　想像と違う生おい立たちであったのかと考えを巡めぐらせる。

（……ああ、やめだ）

　そこまで考えて、ジーンは思考を振り払うように首を振った。

　カヤに情を抱いてなんになる。彼女はあくまで自分が利用する駒こまなのだ。そこには同情も憐れん憫びんも、そして好意も必要ない。

（祭りを見せようと思ったのだって、馬車が直るのをただ黙って待っているのもつまらないからだ）

　それ以外の感情などない、とジーンは自分に言い聞かせた。

　その時手綱の先のネアルコがぶるると唾つばを飛ばして首を振ったので、ジーンは何気なく振り向いてぎょっとした。

　ついてきているとばかり思っていたカヤが、どこにもいなかったからだ。忽こつ然ぜんと消えている。

「噓だろ！」

　思わず声を上げた。

　ジーンは慌てて周囲を見回したが、建物と樹き々ぎと華はなやかな祭りの装飾、それに建物の横で染色した布を干す女達の姿しかなく、カヤは見当たらない。

（まだサンダルも履かせてねぇってのに！）

　ジーンはとりあえず馬を近くの樹きに繫ぐと、走り出した。

　先ほどの商人に首飾りを返しにいったのかと考えて道を駆け商人を捕つかまえたが、見ていないと首を振られた。途中見かけた数人の村人に茶褐色の髪をした女の旅人の行方ゆくえを聞きながら村の広場に辿たどり着ついた時には、ジーンの息はずいぶん上がっていてぜいぜいと肩で息をしなくてはならなかった。

（くそ。やっぱ、り。馬車で大人しく、してればよかった）

　カヤはいた。

　広場の中央には音楽隊がいて、彼らが奏かなでる賑やかな音楽に乗って子供達が踊おどっている。ジーンの捜す娘は、その中央で楽しげに飛とび跳はねていた。

　両の手に子供の小さな手を握り、まるで彼女自じ身しんが幼い子供のように笑っている。

　その笑顔を見ていると、勝手にうろうろするなと怒ど鳴なりつける言葉はジーンの喉元でしぼんで消えた。滲んだ汗あせとともに落ちてきた前髪を搔かき上あげる。

　踊る子供達とカヤを遠巻きに見ている大人達も笑っている。彼女はその場に溶とけ込こんでいたし、歓かん迎げいされていた。

　カヤには、言葉の壁などさして問題ではないのかもしれない。

　彼女はいともたやすく人の心に入り込む。あのアルマがよい例ではないか。バイロン家に仕えていたはずの使用人が、今やすっかりカヤの母親代わりだ。

　彼は、ぐらりと決心が揺らぐ音を身体の内側で聞いた気がした。

　このままカヤを連れて屋敷に戻るべきだろうか。アルマはきっと喜ぶだろう。ロベルトだって、こんなことには反対している。

　けれど。

（一度決めたことだ）

　あの娘はあくまで、ジーンの取引材料だ。それ以上でもそれ以下でもない。そのためだけに生き返らせ、連れ帰ったのだ。砂さ漠ばくの中のあの集落から。

　ジーンは一度息を吸って、吐くと同時に足を踏み出した。

　野に咲く花を土足で踏ふみ潰つぶすような感覚がしたが、それで罪悪感を抱くほど優やさしい世界に生きていない。右肩がぴりりと痛む。ジーン＝バイロンに立ち止まることは許されなかった。

　彼が側にやってくると、踊る子供達が笑い声と足を止めた。肩で息をしていたカヤが、ジーンを見て嬉しそうに笑う。しかしジーンはその笑顔を直視することなくカヤの腕を取って、子供の輪の中から抜け出した。


「あの、ジーン様」



　小走りでついてくるカヤを振り向かないで、ずんずんと広場を離れて馬を繫いだ場所へと戻る道を歩く。


「あの、ごめんなさい。勝手にいなくなってしまって。その、音楽が聞こえてきてわたくし、気になってしまって」



　言葉はわからなくても、カヤが何か釈しやく明めいしようとしているのはわかった。ジーンは息を吐いて足を止める。振り向くと泥どろだらけのカヤの足が目に入って、ジーンは眉を寄せた。

　ちょうど側に井い戸どがあるのを見つけてそちらにカヤを連れて行く。座るのにいい高さの石いし垣がきにカヤを座らせて水を汲くみ、持っていた手ぬぐいを濡ぬらして絞しぼりカヤの足を手に取ると、ジーンは自己嫌けん悪おに襲おそわれた。

（何やってんだ俺は……）

　家か畜ちくだって、一息に殺してやらなければ哀あわれなだけだ。

　手て駒ごまとしか思っていない娘に親切にしてやってなんになる。首飾りなど買ってやらなければよかった。取り上げるくらいなら、与あたえなければいいのに。

　無言でカヤの足を拭ふいていると、ふとジーンは真珠のようなカヤの肌はだが赤く色づいているのに気づいた。彼女の脚あしを辿って顔を上げると、カヤが顔を真まっ赤かに染めてこちらを見ている。

　ジーンは驚いて瞬きをした。

（ああ、足を摑まれているからか）

　そう思い至って嗜し虐ぎやく心しんがくすぐられる。そもそも、この娘だって悪いのだ。子供のように無む垢くで屈くつ託たくがなく、こちらに何かしてやりたいという心地ここちにさせる。

　それはほんの悪戯いたずらごころであった。

　これ以上のことをしたら、カヤがどういう反応をするのか見てみたかったのだ。

　ジーンは綺麗に拭いたカヤの足に顔を近づけ、石か何かで切ったらしい指先の小さな傷に口づけをした。

「子供みたいな傷を作りやがって」

　そう呟つぶやいた次の瞬しゆん間かんには、ジーンはどかりという思わぬ衝撃を顔面に受けて地面に尻しり餅もちをついていた。

　あまりのことに、即そく座ざには事態が理解できない。

　顔を上げると白い足をスカートの中に隠したカヤが目に涙なみだを溜ためてこちらを睨んでいて、「……ぶ、無礼者！」と意味のわからない言葉を叫さけんだ。

　痛む鼻の頭を押さえてどう反応すべきか迷っていたジーンは、ふと背後に気配を感じて振り向いた。

　するとそこには二頭の馬の手綱を握るロベルトが立っていて、冷たい瞳で主人を睥へい睨げいしただ一言、「自じ業ごう自じ得とくですね」と切り捨てたのだった。





[image: ]






　待宵の頭の中は完全に混乱していて、整理がついてまともにものを考えられるまでにしばしの時間を要した。

　その『しばしの時間』の間に馬で馬車まで戻り（今度はロベルトの前に座った）、ロベルトに髢を外してもらい馬車が修理され（どうやら馬車になんらかの不具合が起きて、それを修理する材料を得るためにあの集落へ行ったらしい）、馬車が再び動きだす頃には待宵はすっかり冷静になっていて、自己嫌悪に陥おちいっていた。

（……ああなんてことをしてしまったの）

　振り返って考えてみると、自分のしたことは過か剰じよう反応であったと思わざるをえない。あろうことか、足を拭いてくれていた相手の顔を蹴けりつけるなんて。ジーンはきっと傷の心配をしてくれただけなのに。

（……なんてことをしてしまったのかしら。月ではあんなこと、なんでもないことなのかもしれないのに）

　これだけ生活習慣が違うのだ。行こう為いの意味だって違っていても不思議はない。待宵の世界では女性の肌に唇を押し付けたりするのは特別な間あいだ柄がらでないと許されないことだが、月では違うのかもしれない。

　ずっと顔を背そむけていた待宵は、ちらりと視線だけでジーンの様子を盗ぬすみ見みた。

　斜ななめ前に座る白金の髪の男は、物見から外を見ている。

　待宵が思い切り蹴りつけた鼻の頭は、しかしすでに赤みも引いていた。思えば、初めて会った時に待宵が引っかき傷を作った頰にはもう痕あとも残っていない。

（ジーン様は怒っているに違いない）

　なんて恩知らずな女だと思っているだろう。

（謗そしりを受ける方がまだいいわ）

　この沈ちん黙もくが耐たえ難がたく、けれど結局待宵の方から声をかけることもできずに、馬車はがたごとと走り続けた。

　しかし待宵の長所とも短所とも言える点は、長くその緊張感を保っていられないという性格にあった。

　やがていつの間にか眠ってしまっていた待宵は、「カヤ様」という自分を呼ぶ声ではっと目を覚ました。物見を覆っていた布は両脇で留められて外が見えるようになっている。馬車に乗った時まだ明るかった外は、いつのまにか真っ暗になっていた。


「カヤ様」



　待宵を起こしたのはロベルトであった。


「もうまもなく到とう着ちやくいたします」



「……？」

　まだはっきりと覚かく醒せいしていない。待宵はぱちぱちと瞬きをした。


「そちらのヴェールをお被りください」



「？」

　口調こそゆっくりであったが、ロベルトはまったく会話に身振り手振りを加えなかった。これでは何を言われているか見当もつかない。

　どうすべきかわからずぼうっとしていると、横からすっと伸びた手が待宵の横に置かれたままになっていた布を取って、ふわりと彼女の視界を覆った。

　細やかな黒い透かし編みの施ほどこされた薄うすい生地でできたそれは、出る時にアルマに持たされたものだ。顔を隠すためのものらしい。


「カヤ」



　すぐ側で男の声がする。


「俺が、『取れ』と言ったらヴェールを外せ」



　男の手が髪飾りで布を留めた。そして正面から待宵の顔を覗き込む。

　透かし越ごしに見るジーンは、青藍の瞳に待宵を映していた。

（……怒ってはいらっしゃらないのかしら）

　ジーンの瞳には、全身を黒に包んだ異様な女が映っている。きっと大納言家の誰かが見ても、待宵だとはわからないだろう。


「わかるか？　『取れネイメン』と言ったら、ヴェールを外すんだ」



（ねいめん……。取る。この、布を取るのね。ジーン様がそう言ったら）

　なぜだかはわからないが、ジーンの言っていることは理解できた。待宵は頷く。

　するとジーンは彼女から離れまた物見の外に顔をやってしまった。やはり彼は怒っているようだったが、その怒いかりを解く方法がわからない。待宵はしゅんとなった。

　いつの間にか、馬車の外は賑やかな街になっていた。

　待宵は窓から身を乗り出して外を覗き込みたかったが、「いけません」とロベルトに制止されて仕方なく大人しく座り直した。街に入ってから馬車はことさらゆっくり進んでいたというのに、待宵は窓に手をつくことも許されなかった。

（もう、それならせめてこの物見の覆いを閉めてくれればいいのに）

　なまじ外が見えるだけに気になって仕方がない。

　通りかかった道には煌こう々こうと明かりが灯ともり、先ほどの集落に似た石造りの家が並んでいた。人の笑い声やけたたましい音楽が聞こえてきて、金や茶色の髪をした人達が物珍しそうにこちらを見ている。

（月にも、こうやって人々が集まってくらしているところがあるのね）

　昼間の集落で抱いたのと同じ感想をカヤは思った。

　ジーンの屋敷は静かな中なか州すの中に建っているので不思議な気分である。

　やがて馬車は緩やかな坂道に差し掛かり、石造りの巨大な壁を抜けてしばらく進むと止まった。先ほどまでの騒さわがしさはなくなったが、遠くで水音がする。

　外で踏ふみ台だいを置く音が聞こえたかと思うと、馬車の扉が開けられた。まずロベルトが降りて、次いでジーンが降りる。

　自分も降りるべきか逡しゆん巡じゆんしていると、手が差し伸べられた。

　ジーンである。

　彼は、左の人差し指を口元に当てていた。

　喋るな、ということであろう。

　待宵は口を引き結んだ。

（お世話をしていただいた恩を返さなくては）

『えでぃま』のふりをすることが彼への恩返しになるのなら、自分はそれをやり遂とげよう。

　そう心に決めて、待宵はジーン＝バイロンの手を取ったのだった。
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　魔女に感謝を捧ささげるいわゆる『魔女の夜デイマノイア』は、春祭りの前日に行われるのが通例であった。

　魔女の夜デイマノイアに欠かせないのは篝かがり火びと弦げん楽がつ器きだ。それはこの国の名前の元ともなった始祖の魔女アールラが、炎ほのおを好み弦げんの音色で魔ま法ほうを操あやつる魔女であったことに由来する。

　ツァキに隣りん接せつしたロッケン領を治めるステイプルトン伯爵は、魔女の夜デイマノイアに心血を注いでいることで有名だった。妻と二人の子供がいるが、男の愛人も公然と囲っていて、その魔女マニアっぷりも相まって彼の変人具合は国の内外に知れ渡っている。

　同時に、伯爵は有能な商売人でもあった。

　国庫の二割が伯爵の手しゆ腕わんによって満たされていると言われるほど、彼は貿易関係に秀ひいでて王城においても欠かせぬ人材であった。

（悪あく趣しゆ味みだな）

　というのが初めてステイプルトン伯爵の城を訪れた時のジーンの感想である。

　城門を超えたところにある巨大な噴ふん水すい、煌々とした篝火。わざわざ赤砂岩を運んできて作られたその壁は、夜の炎に赤く浮かび上がっていた。

　馬車を降りてすぐの大階段の中央には、魔女アールラの銅像がある。

　始祖王を寵ちよう愛あいした神の化け身しん。

　階段下でそれを見上げたジーンは、自らの右肩に熱さを感じた。

「それでは、ジーン様。私は馬車の修理に立ち会っておりますので」

　ロベルトが頭を下げる。ジーンはそちらをちらりと一いち瞥べつして「ああ」と答えた。

　城門の前にいた門番に、修理の手配は依い頼らいしてある。

　こういった夜会において、従者は同どう伴はんしないのが通例であった。どうしても必要があった場合には警護の兵や騎き士しを連れている者もいるが、そもそもツァキ領には兵士も騎士もいなかった。

　それだけ平和な領地というわけだ。

　ジーンは左ひだり腕うでを軽く曲げた。しかし隣に立つカヤがまったく腕をからめてくる様子がないので、息を吐いてその手を取って自分の腕に摑まらせた。

「ゆっくり歩いていい」

　伝わらないとわかっていながらもそう言って、一歩一歩階段を登る。

　結局村で買ったサンダルはほとんど履いていないが、カヤが、今履いているような踵の高い靴よりも、ああいった安物のサンダルの方に慣れているのは明らかであった。

　アルマによると、故郷ではほとんど裸足で生活していたらしい。

　言葉だけではない。

　生活習慣もすべて、カヤにとっては初めての世界なのだ。この地は。

　蹴られた顔の痛みはすぐに消えた。

　カヤは暴力に慣れていない。血を見て青ざめ、足に触れただけで全身を赤く染めその脚を隠した。驚くべき速さで言葉を覚え、内にこもることなく前を向いている。

　ちらりと、隣を歩く娘を盗み見る。

　彼女は先ほどからずっと俯うつむいている。おそらく今は転ばずに階段を上がることで精一杯なのだろう。

　アルマは、カヤを魔女にするために最大限の努力をしたと言ってよかった。艶やかな黒髪に編み込まれた黒真珠は夜空に輝く星のようだったし、黒の総刺繡のドレスは彼女の乳白色の肌を際きわ立だたせていた。

　あの村で買ってやった首飾りはいかにも不釣り合いであったが、カヤ自身が外そうとしないのだからこの際目を瞑つぶることにする。

　ジーンは、娘にばれないようにため息をついた。

　大階段を上がってすぐ正面に両開きの扉があり、そこに従じゆう僕ぼくが二人立っていた。金きん髪ぱつの従僕は二人とも男のジーンが目を見張るほどの美形であり、ジーンらの前に扉を通って中に入っていったカップルの女性の方が、あからさまに頰を染め男性は顔を歪ゆがめていた。けれどジーンらが通り過ぎた時にカヤが従僕らに見ほれた様子はなかった。室内の様子の方に夢中だったからかもしれない。

　夜会の会場である『火の大広間』は、目がちかちかするほどきらびやかな玄げん関かんホールの、正面の階段を降りた先にある。階段の手前で若い使用人に外套を渡し、二人は階段を降りた。

　広間には巨大なシャンデリアが三つ垂れ下がっていて、床ゆかの石は赤と黒の幾き何か学がく的てきな模様を描いている。弦楽器の音色が響ひびき、自然界には存在しないような甘あまい香りがした。

　祝しゆく宴えんに興じている貴族達が、階上に現れる新たな参加者を抜ぬけ目めない視線で確認してくる。彼らはそこに立っているのがジーン＝バイロンだと知ると、一様に眉を寄せこそこそと声を潜ひそめた。

「バイロン伯爵だ」

　潜められているはずの声は、しかし悪意でもって空気中に響いて耳に届く。

「『忌み子の印スカムグ』を押されたとか」

「恐おそろしいこと」

「どうしてここに？」

「よりにもよって、魔女の夜デイマノイアに現れるなんて」

　好こう奇きと侮ぶ蔑べつの視線と囁ささやき。ジーンの心臓はすっと冷め、目は細められた。

（くだらない奴らだ）

　ジーンが王城にいた頃はあからさまに媚こびを売ってへつらってきた貴族達が、今はまるで汚きたない人間を見るかのように遠巻きにしている。所しよ詮せん、彼らが見ているのは相手の背後にある金と権力なのだ。

　ジーンはそれらの視線を断たち切きるようにして広間への階段を降りた。

　しかしすぐに腕を引かれ、何事かと振り向く。

　カヤであった。

　数段降りたその場所から、ヴェールの下の娘の双そう眸ぼうがきらきらと輝いているのが見える。

　カヤは呆ぼう然ぜんと、目の前の光景に見入っていた。白粉おしろいも必要ないような乳白色の肌が紅潮している。紅を引いた唇が少し開いて、白い歯が覗いていた。

「……」

　ジーンはしばし自分がどこにいるのか忘れて、彼女に見入った。


「……なんて綺麗なの」



　誰にも聞こえないような小さな声でカヤが呟く。

　しかし彼女はすぐにはっとした表情で口元を引ひき締しめた。申し訳なさそうな視線だけをちらりとジーンに寄よ越こし、もう喋らないとばかりにぎゅうと口を引き結んでいる。

　その様子に、ジーンはわずかに口元を緩めた。

（おかしな女）

　彼は、離れてしまったカヤの手を再び取ると、彼女が階段を降りるのをエスコートした。

「あれは誰だ？」

「まぁ珍しい。黒い髪だわ」

「まさか、染めているだけだろう」

「でも染めた髪があんなに艶やかになるかしら」

　人々の視線が今度はカヤに集中する。

　彼らの疑問も当然である。髪を黒く染めるには一いつ般ぱん的てきにクグロの樹の樹液を使うが、それで染めてしまうと油を塗ぬってもここまでの艶は出ない。カヤの持つ黒髪の艶は、天然であるからこそ生まれるものなのだ。

　二人が歩くと、人々が割れるようにして道を譲る。

「ジーン！」

　名を呼ばれて視線をやると、眼鏡めがねをかけた男がにこやかな表情でこちらに手を振っていた。男は複数の女性に囲まれていたが、それらに優しく声をかけてからこちらに向かってくる。

「やぁ。久しぶりだね、ジーン＝バイロン。遅おそかったじゃないか」

「相変わらずだなテオ」

　テオフィール＝アルノ。学生時代から何かというとジーンにちょっかいをかけてくる悪友である。伯爵家の四よん男なん坊ぼうであるが、学者として生計を立てていて自身は男だん爵しやく位を持っている。女にだらしがなく、ジーンの知る限り一人の女性と一ヶ月以上続いたためしがなかった。

「ねぇ、そちらは誰だい？」

　案の定、テオは旧友への挨拶もそこそこにカヤに興味を示した。眼鏡の下の褐かつ色しよくの双眸がきらりと光っているのがわかる。

「初めましてレディ。僕ぼくはジーンの友人のアルノと申します。どうぞテオとお呼びください」

　いつも女性に対してそうしているように手を取ってキスをしようとした友人を、ジーンはそれとなく遮った。

「やめておけ」

「え？」

「痛い目にあうぞ」

　テオは驚いたように目を丸くした。

「……え？　何、もしかして彼女、君の本命なの？」

　ジーンは眉を寄せた。

「馬鹿を言うな」

　この社交界を渡っていくための処世術として、ジーンにも女性との付き合いはある程度あったが本気になったことはない。テオと違って、女というものにあまり興味がないのだ。もちろん、いつかは結婚して子供を作ることになるだろうとは考えていたが、今は状況が違っている。つまり相手がこの黒髪の娘になる可能性は皆かい無むであった。

「じゃあ別にいいじゃない」

　テオはそう言うと、立ちはだかるジーンをひょいとかわして背後のカヤを覗き込んだ。ジーンもまたちらりと背後を確認するが、ヴェールのおかげでカヤがどんな表情をしているのかわからない。テオは笑った。

「とても珍しい綺麗な黒髪だね。今夜の主役はまるで君だ。名前はなんというの？」

「カヤだ。いいからお前は離れろ」

「カヤ。素敵な名前だ」

　にこにこと笑いながら娘に近づこうとするテオの肩をがしりと摑み、ジーンが一定の距きよ離りを保たせようとしていたその時、広間に流れる音楽の調子が変わった。

　流りゆう麗れいな夜会にふさわしい曲から、どこか怪あやしげな曲調になる。人々が「おお」「いらしたわ」とざわめいたかと思うと、先ほどジーンらが降りてきた階段の踊おどり場ば、その突き当たりにある両開きの扉の前で、何者かが笑い声を上げた。

「はーっはっはっはっは！」

　同時にぼっと松明たいまつの炎が灯ともる。階段の上で笑い声を上げた人物は両脇に松明を持った男達を従え、人々の視線を余すことなく集めた。

「ごきげんよう。紳士淑しゆく女じよの諸君！」

　眉の上と耳の下でまっすぐに切きり揃そろえられた赤みがかった金髪に、垂れ目がちの甘い顔立ち。でっぷりとした体型はしかし彼の魅力を損なわせる要素ではないらしかった。

　一体この男の他に、赤地に黒と紫むらさきの水玉が入った服を着こなす人間がいるだろうか。背後には七色に染められた羽を持った従者が二人控ひかえているが、ジーンにはあの羽の意味がわからなかった。

「皆様。今夜はようこそ我わが魔女の夜デイマノイアにお越しいただきました。どうか存分に、お楽しみください！」

　その孔く雀じやくの生まれ変わりのような男こそ、魔女マニアで変人の商人、ブラージウス＝ステイプルトン伯爵である。

　伯爵の両脇の松明を持った男達がぼぼぼと炎で一度円を描く。それと同時にどおん！　と銅ど鑼らが鳴らされた。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後、わあと拍はく手しゆが沸わき起おこる。

「……」

　もちろんジーンは直立不動のままであった。

（馬鹿馬鹿しい）

　このステイプルトン伯爵の過剰演出が評判を呼び、伯爵の主しゆ催さいする夜会は貴族達に人気があるらしい。だが彼は気に入った人物しか招待しないので、伯爵の夜会に参加できることが社交界におけるある種の地位を裏付けるものとなっていた。

「相変わらず、派手な人だな」

　テオが周囲に混じってぱちぱちと拍手を送る。

「俺の趣味には合わない」

　ジーンは白けた顔で言った。

「ははは。そりゃそうだろうね。だから君は、これまで一度も伯爵の夜会に呼ばれたことがないんじゃないか」

　それはまぎれもない事実であったので、ジーンは何も言わなかった。

　王城にいる時になら、ステイプルトン伯爵とは顔を合わせたことも話したこともある。けれど一目で相あい性しようが悪いことがわかったので、深く関わろうとはしなかったのだ。

「その君がここにいられるのは僕のおかげだ。そこのところ、わかってる？」

　テオは通りがかった給きゆう仕じからワインをもらって片方の目を瞑る。

「お前、この城に部屋をもらったんじゃないだろうな」

「残念だけど、僕は女性しか愛せないんだ」

「新しい世界が開けるかもしれないぞ」

「伯爵はいい人だ。でも僕は無理。絶対に無理。股こ間かんに僕と同じものがついている人間なんて金を積まれても無理」

　誤解を恐れず言うならば、テオはステイプルトン伯爵のお気に入りである。王都の研究所で異文化研究をする延長で異国との人脈がある伯爵と親しくなったらしいが、伯爵は、テオに対する友人以上の好意を隠そうとはしなかった。

　伯爵の好みははっきりしている。

　柔やわらかい雰ふん囲い気きを持つ金髪の美形。

　つまり、攻こう撃げき的てきな性格が顔にも表れているジーン＝バイロン伯爵は眼がん中ちゆうにないのである。

　これまではそれでもまったく問題はなかったが、今は状況が違う。

（この俺が、『虹にじ色いろの鰐わに』に頭を下げることになるなんて）

　ジーンが屈くつ辱じよくを逃のがすために一度大きく息を吸って吐くと、テオがジーンに近づいて声を落とした。

「いい子にしてなよ。伯爵に王様への口くち利ききをしてもらうんだろう？　魔女に呪いをかけられたなんて、ただの噂うわさですってさ」

　ジーンは目を細めた。

（ステイプルトン伯爵は、変態だが一定の発言力がある）

　それに自他共に認める魔女マニアだ。彼がジーンにかけられた呪いがただの噂であると証言することには、少なくない意味があった。王がそれを信じないとしても、社交界は信じるであろう。ステイプルトン伯爵の信者は多いからだ。

（社交界に同情の声が多く広がれば、王城に戻る道はおのずと開ける）

　そう考えたからこそ、ジーンは伯爵の前に膝をつくことを決めたのだ。

「あ、それで伯爵の出した条件って一体なんだったわけ？」

　思い出したようにテオが言ったのに被さるように、よく響くテノールが二人の会話を中断させた。

「おお！　そこにいたのか我が愛いとしのテオフィール！」

　見れば、七色の羽をわっさわっさと背後に携たずさえた伯爵がこちらに近づいてくるところであった。

　伯爵には背を向けたままのテオフィールがはぁとため息をつく。この筋金入りの女好きは、本音を言うなら男に言い寄られるなど死んでもごめんなのだ。けれど彼はにっこりと笑顔を浮かべて振り向くと、女性に対するのと同じ優しげな声こわ音ねで答えた。

「ごきげんよう、ステイプルトン卿きよう。本日はお招きありがとうございます」

　ジーンがテオに対して唯ゆい一いつこいつすごいなと感じているのは、どんな相手に対しても物もの腰ごし柔らかく接することができるところである。ジーンも一応その技術は身につけているものの、どうしても嫌きらいな相手に対しては嫌悪感が滲み出てしまうきらいがあった。

「やぁやぁ、君に会えないこの数ヶ月がどんなに寂しかったことか」

「魔女の夜デイマノイアにふさわしい素敵な装よそおいですね。お似合いですよ」

（ふさわしい？　正気か？）

　近くで見ると、ステイプルトン伯爵の迫はく力りよくは尋じん常じようではない。その体型はまだしも、身にまとった色しき彩さいがもはや視覚的暴力である。ジーンには、なぜこの人物が社交界における流行の最さい先せん端たんだと言われるのかまったく理解できなかった。伯爵を取り巻く不必要に美しい従者達を見て、ぞくりと寒気さえ覚える。

　ふとカヤの反応が気になったジーンは、背後の娘をちらりと見た。

　すると彼女が手にワインを持っていたので、ぎょっとして取り上げた。

（いつの間に！）

　グラスを確認するがさして減っている様子はない。城では与えていなかったので、カヤの酒に対する耐たい性せいは未知数だ。

（目を離せないな）

　ジーンは冷ひや汗あせを搔きながら、「大丈夫か？」と小声で娘に声をかける。しかしカヤが答える前に「バイロン卿、ご無ぶ沙さ汰たをしておりますな」と話しかけられた。

（きた）

　一度口を引き結び、にっこりと笑顔を貼はり付つけて振り返る。

「本日は、ご招待いただきありがとうございます。ステイプルトン卿」

「貴き殿でんがどうしても、と言うのでね」

　案に、お前など好きで呼んだわけではないと言われてぴきりと額に青筋を立てた。

（我慢だ我慢……）

　そう自分に言い聞かせる。相手はただの商売上手な喋る孔雀もどきである。

「それで？　もしやそちらが、貴殿の言っていた『黒瑪め瑙のう』かね？」

　ジーンはカヤの手を取り、自らの隣に引き寄せた。

「我が黒瑪瑙から生まれた波は紋もんは、遠く王都まで届きましょう」

　カヤの耳元に口を寄せ「ヴェールを取れネイメン」と囁く。しかし彼女はすぐには反応しなかった。馬車の中で言ったことは、やはり通じていなかったのだろうか。

　そう案じたが、娘は一いつ拍ぱくの間を置いてゆっくりと手を動かし、自らヴェールを上げた。

「……」

　周囲の人間が息を吞のんだのがわかる。

　ヴェールの下から露あらわになった漆黒の双眸が、静かに前を見た。その目を見た者が皆、魂たましいを抜かれたように呆然とする。それは当然、テオもステイプルトン伯爵も同じであったが、ジーン＝バイロンも例外ではなかった。

　彼女は、ヴィアッカの村で踊っていた女とはまったく違った。

　感情を消した顔はこの世離れした妖よう麗れいさを湛たたえている。滑なめらかな乳白色の肌は触れ難いほどの色気を発し、濡れた黒瑪瑙の双眸が見た者の魂を吸い取るようであった。

（魔女……）

（魔女だ）

（そんな）

（本当に）

　美しい魔女。

　ジーンは、二秒ほど息を止めていた。目を奪うばわれたのだ。

　一瞬、ヴェールの下から現れたのはまったく別人かと思ったほどであった。

（表情一つでここまで変わるか？）

　もしカヤが本当に意図してそれをしているのであれば、たいしたものである。

（……女ってやつは）

　恐ろしい、とジーンはこの時初めて思った。今のカヤは、どう見ても十三、四の娘には見えない。妙みよう齢れいの美しい女である。

　一瞬で、その場にいた者達の心を奪ったという点で、彼女は間ま違ちがいなく魔女だと言えた。

　時が止まったようなその空間を割るように笑い声を上げたのは、ステイプルトン伯爵であった。

「はーっはっは！」

　その笑い声に、カヤがびくりと肩を震わせる。ジーンもまたはっと我に返った。伯爵はにこにことご機き嫌げんな様子で言う。

「素す晴ばらしい。髪や眼の色が特別なだけでなく、顔立ちも可愛らしい娘ではないか」

　伯爵が、腕を伸ばしてカヤの手を取る。

　魔女の仮面が剝はがれ、カヤが不安そうな表情を浮かべたのをジーンは見み逃のがさなかった。

「本当に、この娘をもらっても？」

「……」

「え？」

　隣にいたテオが怪訝そうな声を上げる。

　ジーンは息苦しさを覚えていた。

（答えろ）

　頭の中で声がする。それに押されるように口を開いたが、そこから言葉が出る前に伯爵はカヤの手を引いたまま踵を返した。

「ちょうどいい。急きゆう遽きよ変へん更こうだ！　君には今こ宵よいの魔女の役をやってもらおう」

　伯爵がずんずんと人の間を歩く。不安そうにこちらを振り向くカヤの瞳を、伯爵の従者が持つ虹色の羽がジーンの視界から塞いで見えなくした。

「おい、どういうことだよ」

　テオが気色ばんだ様子でジーンの肩を摑む。

「伯爵に渡すために、あの娘を連れてきたのか？」

　ジーンは短く息を吸った。

「お前には関係ない」

「関係ないわけないだろ！　伯爵との仲ちゆう介かいをしたのは僕だぞ！」

　テオフィールは声を荒あらげると、周囲の視線を感じて顔をしかめた。

「ちょっとこっちに来いよ。話そう」

　二人は人々の視線を逃れ、広間の階段の下に隠れた。二人が現れたことに気付き、陰で唇を重ねていた男女がそそくさとその場から逃げ出す。ジーンは苛いら々いらとテオの腕を振り払って早口で言った。

「あれは、伯爵の収集品に加えられる。男色家の伯爵が手を出す心配はない。何不自由ない生活の保証をし、教養を身につけさせるという約束だ」

　テオが呆れたように口を開ける。その間ま抜ぬけな顔になぜか腹が立った。

「ジーン……」

（うるさい。わかってる）

　ジーンは心の中で吐き捨てた。

　ステイプルトン伯爵に口利きをしてもらうにあたって、出された条件は一つだ。

　伯爵の主催する魔女の夜デイマノイアに参加し、伯爵の持つ飾かざり棚だなを一つ埋うめること。

　つまり、魔女マニアである伯爵のために、魔女に関する品を何か調達するということである。

　それは生なま半はん可かなものではいけない。収集家の伯爵のお眼鏡に適かない、かつ彼がまだ持っていないものだ。伯爵はおそらく、遠回しな拒きよ否ひとしてその条件を提示したのだろうが、ジーンの元にはカヤがやってきた。

　黒髪黒こく眼がんの、魔女のような娘。収集品として手元に置いておくなら、本当に魔女である必要はない。魔女を信しん奉ぽうする人間であるならば、その色彩だけで価値があるのだ。

「おい、噓だろ？　いくらなんでもそこまで人間として最低な……」

「殺さつ人じん鬼きに引き渡したわけじゃない」

　アルマに言ったのと同じ言い訳である。

「あの娘は知ってるのか？」

「知らない」

　伝えるつもりではあった。

　通訳師が間に合えば。

　だが間に合わず、アルマは「あなたを変態伯爵に引き渡します、だなんてアルマは絶対に言いませんからね」と娘への事態の説明を拒否し、今日という日がきてしまったのである。

　テオは青ざめ、「君、何考えてるわけ？」と言った。

（何を考えてるか、だと？）

　王弟セドリック＝クレイ。

　一時期は、その名を耳にするたび周囲のものを破は壊かいする衝しよう動どうを抑おさえなくてはならなかった。ジーンが魔女の怒りを買い『忌み子の印スカムグ』を押されたなどという噂を流し、王の疑心を誘って王城から追い出した人物こそが、セドリック＝クレイ公こう爵しやくであるからだ。

『もうここにお前の居場所などない』

　がらがらと、足場が崩くずれていくような感覚。嵌はめられた。そう理解した時、ジーンは屈辱と共に復ふく讐しゆうを誓ちかった。

　あの澄すました優やさ男おとこ顔がおを、変形するまで殴なぐっても気が晴れることはないだろう。ジーンはどんな手を使ってでも王城に戻るつもりでいたし、戻ったあかつきにはセドリックに土下座させて泣きながら許しを請こわせるつもりでいた。

「ジーン」

　決して風化などしない過去の怒りの中にいたジーンを、テオフィールの静かな声が引き戻す。

「君の復讐に、あんな娘を巻まき込こむな」

　テオにはわからないのだ。

　自分は王城に戻らなければいけない。

　たとえどんな手を使ってでも。

　カヤが、ジーンを信しん頼らいしきっていたことはあの時庭で寝ね入いってしまったことからもわかる。

　無防備な娘だ。だが決して馬鹿ではなく、順応性がある。きっと、ステイプルトン伯爵の元でも味方を得ることができるだろう。

　その時ジーンは、すぐ側に伯爵の美しい従僕がすすすと現れたのに気づいた。手に給仕のための銀ぎん盆ぼんを持っているわけでもなく、いかにも不ふ審しんな様子である。

（なんだ？）

　ジーンが眉を寄せた時、広間に流れていた音楽がぷつりと途と絶だえた。すると従僕が、小さな傘かさのついた蠟ろう燭そく消けしで壁にあった蠟燭の火を消す。

　それは広間の至る所で同時に起きたようで、一瞬で、広間は薄うす闇やみに落ちた。

　壁の上の方にある窓から覗く外の篝火の灯あかりを、ガラスのシャンデリアが映してきらきらと揺れている。

「紳士淑女の諸君！」

　頭上から声が聞こえたので、ジーンは階段の下から出てそちらを見た。

　そして小さく息を吸う。

（カヤ）

　ランタンを持ったステイプルトン伯爵の隣に、黒髪黒眼の娘が立っている。繊せん細さいな刺繡を施された黒いドレスを身にまとった彼女は、何か持たされているのか手のひらを上にして両手を前に出していた。

　漆黒の瞳に伯爵が持つランタンの炎が映っている。

　彼女は明らかに不安げで、何かを探すように広間を見ていた。

「諸君らは当然のことながら、我らが始祖王を愛した魔女アールラをご存じだろう」

　一方で、隣のステイプルトン伯爵は潑はつ剌らつとしていて声もよく響いている。その手が娘の腰に回っていることに気づくと、ジーンは思わず舌打ちをした。

（嫌なら、蹴ってやればいい。村で俺にそうしたように）

　女に蹴られたのはあれが初めてであった。

　もちろん、怒る気にはならない。カヤの脚きやく力りよくなどたかがしれていて、あれは蹴られたというより押されたという方が近いようなものだった。

　だがあの後馬車の中で彼女と目を合わせようとしなかったのは──頭の中が混乱していたからだ。

（俺は迷っていた）

　あの娘を、ステイプルトン伯爵に引き渡すことを。

（なぜだ？）

「魔女アールラは、音楽を愛し、炎を愛した。今宵は彼女の祝福に感謝する夜だ──諸君」

　自じ慢まんげに語るあの派手な男に腹が立つ。隣に立つカヤはいかにも所在なげに見えたが、彼女を知らない人間には、虚うつろで美しい魔女に見えたかもしれない。

「今宵はこちらの可愛らしくも美しい魔女の魔法をご覧にいれよう。どうかそのまま海の底のような静寂を」

　伯爵が人差し指を唇に置いて、しぃと言った。次いで持っていたランタンの中の蠟燭の火をふっと吹き消す。

　広間の中を照らすのは、本当に窓の外のわずかな篝火だけになった。

　半月前。カヤを見つけて、彼女を伯爵との取引材料にすると決めた時、ジーンには痛む良心などなかった。保護者が替わるだけ、そう考えていたのは本当だ。ステイプルトン伯爵は、変人ではあるがテオフィールの話を聞く限り善人である。

　少なくとも、衣食住は保証され不自由のない生活が送れる。それのどこが悪い。そう思っていた。取引材料としか思っていなかったから、カヤが目覚めた後も会いにいく必要性は感じなかった。

（だが──）

　わぁ、と背後から声が上がる。何事かと振り向いたジーンは目を丸くした。

　広間の中央に、無数の青い光が浮かんでいる。

（あれは……）

「青光虫ルシエクトだ」

　いつの間にか近くにきていたテオが小さな声で言った。

　その無数の青い光は、人々の頭上を通り過ぎ、まっすぐに階段の踊り場へ向かった。いや正確には、黒髪黒眼の娘の手の中に。

　隣にいたはずの伯爵はいつの間にかどこかに消えてしまっていた。

　踊り場にはただ一人、黒髪の魔女が立っている。

（魔法）

　中にはきっと、本当にそうだと信じた人間もいただろう。

　それくらいそれは神秘的な光景であった。

　彼女を慕したうように、青い光は彼女の手の中に集まっていく。カヤの双眸に青が映ってきらきらと輝いた。それに目を奪われたのは本人も例外ではなかったらしく、緊張していた表情に驚きが浮かぶ。
















「カヤ」

　知らず、ジーンはその名を呟いていた。

　だがカヤには聞こえなかったはずだ。息を吐くような小さな声であったし、彼女は階段の上にいた。

　それなのに、彼女ははっとした様子で顔を上げた。声のした位置を目で捜し、正確にジーンを探し当てる。

　その瞬間。

　ジーンはがつんと頭を殴られたような心地になった。

　ぱっと、カヤの顔に笑えみが広がったからだ。まるで迷子の子供が親を探し当てたかのように。夜に明かりが灯るように。

　彼女は手に持っていた何かを放り投げると、階段を駆け下りようとして──足を踏み外した。

「きゃあ！」

　広間から悲鳴が上がる。ジーンは反射的に飛び出して、娘が階段から転がり落ちる前にその身体を受け止めた。

（……！）

　小さな身体を抱きしめると、どきどきと心臓が早はや鐘がねを打っているのが聞こえる。ああこれはカヤのものではなく、自分のものだ。階段を転がり落ちて頭でも打っていれば、大事になっていた。

「馬鹿が！　靴に慣れていないくせに……！」

　階段を上るのも慎しん重ちようを期していた人間が、駆け下りようなんて蛙かえるが空を飛ぼうとするようなものだ。ジーンの悪態に腕の中にいる娘が小さな声で囁く。

「『ごめんなさいトスバイト、ジーン様ムスジーン』」

　覗き込むと、申し訳なさそうな漆黒の双眸と目があった。彼女はジーンが買った首飾りを手が白くなるほど握りしめていて、もう一度言った。

「『ごめんなさいトスバイト』」

（くそっ）

　ジーンはできることなら、その場で髪をくしゃくしゃに搔き乱してしゃがみこみたかった。

　これでは台無しだ。計画を練り直す必要がある。

「帰るぞ」

　ジーンはカヤの手を取ると、ざわめき始めた広間を振り向くこともなく階段を上り始めた。途中、踊り場の床の上に固まって飛ぶ青光虫ルシエクトを一瞥する。それは手のひらに収まるような小さな鉱物に群がっていた。ステイプルトン伯爵は、特定の鉱物を好む青光虫ルシエクトの特性を利用してこの出し物を計画したのだろう。

　そしてジーンは、伯爵の夜会を台無しにした──。もう彼の協力は望めない。

（仕方がない）

　他の方法を考えるまでだ。ジーンの頭の中はすでに切きり替かわっていた。

　玄関ホールまで階段を上りきると、そこにステイプルトン伯爵が立っていた。演出のために魔女を踊り場に残し、彼は階段の上に隠れていたのだ。やはり、背後に羽を持った従者を二人従えている。

「とんだ恥はじをかかせてくれたものだ」

　ジーンはもう笑わなかった。媚こびを売る必要はもうない。

「……黒瑪瑙は私の手の中を気に入ったらしいので」

　そうだ。もうジーンの中で、カヤを伯爵に渡すという選せん択たく肢しは消えている。

　がつんと頭が殴られたような衝撃を受けたあの時に、それは霧む散さんしてしまったのだ。

（理由なんて知るか）

　どちらにせよジーンを見つけて駆け出してしまうような娘である。伯爵の手には余るだろう。

「私の協力は必要ないと？　魔女の呪いを受けた君は、王城では忌いむべき者だ。私なら──王に進言し、その噂を消すこともできる」

　それは正確に、ジーンがステイプルトン伯爵に望んでいたことだった。

（だが）

「私に、魔女の呪いなどありません」

『忌み子の印スカムグ』は伝説だ。魔女の怒りを買った者は、その身に印を押され命を削けずられる。

「それが事実である以上、私はいずれ城に戻る。あなたを利用するのが最短の道だったが、方法は他にもありますので」

「ジーン！」

　階下からテオフィールが追ってきた。友人の追及を面倒に思ったジーンは、さっさとその場から退散することにした。正面に立ちはだかる伯爵に軽く頭を下げて謝罪する。

「夜会を台無しにしたことは大変申し訳なく思っております。今は私など見たくもないでしょう。謝罪はまた後日──」

「ミュカ河に船を通すつもりか」

　ジーンは歩みかけていた足を止めた。

（ミュカ河だと？）

　ここで聞くとは思っていなかった単語に、ジーンは眉を寄せる。彼の意表をついたことを愉ゆ快かいに思ったのか、ステイプルトン伯爵はにやにやと笑った。

「ミラー卿と私はチェス仲間でね」

　ミラー卿とはつまり、ペナン領のエイブ＝ミラー伯爵のことであろう。

「君の言う最短の道に、なってやってもいい。ただし、君の事業計画を聞いて、見み込こみがあると判断した場合だ。もちろん条件は他にもあるがね。どうだい？」

　ジーンは瞬きをした。

（これは……）

　思ってもみない展開である。

「つまり、当初の取引条件は無効にするということですか？」

「はっはっは。あんなものは取引とは言わないだろう。そもそも私は、君が自分の目的のためにそんな小こ娘むすめを利用するような非人間的な男であるなら泥どろ水みずでも飲ませて帰らせる気でいたからね」

（このクソおやじ）

　妻子がいるにもかかわらず男色家を公言する男に非人間的だと罵ののしられてはいい気はしない。ジーンはぴくりと口を引きつらせたが、なんとか自分を抑え込んだ。

「残念ながら、私に生きた人間を飾り棚に置く趣味はないのだよ」

　つまり、伯爵には最初から、ジーンと取引をするつもりはなかったということだろう。彼は顔をしかめて吐き捨てた。

「……意地が悪いですね」

「人道を外れては商売は長続きしないよ。覚えておくといい」

（どうする？）

　自問など無意味だ。答えは出ている。

「話だけでも、いたしましょうか」

　そう言うと、伯爵はバチンと両手を叩いた。

「決まりだ。早さつ速そく商談といこうか。その娘はテオに任せればいい」

「は？　え？」

　状況をわかっていないテオフィールが瞬きをする。カヤを見ると、彼女は不安げにジーンを見上げていた。今広間に戻れば、カヤは一人で好奇の目にさらされることになる。

「いえ、彼女は馬車で待たせておきます」

　ジーンが言うと、伯爵は眉を上げた。

「そうかい？　では今バイロン家の馬車を呼びにいかせよう」

　伯爵が目配せをすると、外へと通じる扉の側で彫ちよう像ぞうのように立っていた従僕が、こくりとう頷いて外に出て行く。

「ありがとうございます」

　ジーンは伯爵に礼を言った。

「ちょっとジーン。どういう状況？」

　困惑顔のテオには答えず、握っていたカヤの手を離すと彼女と目を合わせてゆっくりと言う。

「いいか？　カヤ。俺が戻るまで馬車の中で待っていてくれ。俺は少し仕事の話をしてくるから、馬車がくるまではそこの眼鏡といろ。何かされそうになったら遠慮なく股間を蹴り上げて人を呼ぶんだぞ」

「ひどい」

　指を差されたテオフィールが抗こう議ぎの声を上げたがこれも無視である。

「全部終わったら帰れるからな。……わかったか？」

　確認すると、ぱちぱちと瞬きをしたカヤがきゅっと口を引き結んでこくりと頷く。本当に意思疎通ができているのか不安が残ったが、馬車にはロベルトもいるし大丈夫であろう。

「さぁ、そうと決まったら別室へ行こう。嫌なことは早く終わらせてしまいたいからね。大丈夫。君は私の好みではないから押おし倒たおしたりはしないよ……たぶんね」

　ジーンはかろうじて笑顔を浮かべたが、（押し倒されそうになったら殴り飛ばして逃げよう）と心に決めたのであった。





[image: ]






　ジーンが派手な格好をした男性とどこかへ行ってしまうと、残された待宵は隣に立つ男性と顔を見合わせた。

　男性がにこりと笑いかけてくれたので、待宵もまた笑顔を返す。

（ええと、この人とここにいればいいのよね）

　ジーンはそう言っていたはずだ。たぶん。

『待って』『蹴る』等などの一部の単語を聞き取れただけであったが、最後にジーンが『帰る』と言ったのは確実である。

（きっと、ジーン様が戻ってらしたら帰れるのだわ……）

　そのことに待宵はほっとしていた。

　先ほどジーンと引き離され、あの派手な格好をした男性に連れて行かれた時はどうなることかと思った。あまりに不安でずっとジーンを探していたから、階段の下に彼を見つけた時は思わずすべてを忘れて駆け寄ろうとし、階段を踏み外してしまったのだ。

　自分が『えでぃま』のふりを徹てつ底ていできなかったことは明らかだ。ジーンは失望しているだろう。


「カヤ」



　顔を上げると、再び男と目が合う。


「君は、この国の人ではないね？」



　男は、柔らかそうな金色の髪をしていて『眼鏡』をかけていた。眼鏡は知っている。以前、アルマがかけていたからだ。一度貸してもらうと視界が歪み、くらくらと目め眩まいを覚えた。けれどアルマは、縫ぬい物ものをしたり字を読んだりする時は必ず眼鏡をかけていた。

　なんと言うのだったろうか。


「黒っぽい髪を持った人はこの大陸にもいるけれど、黒髪黒眼はこの大陸にはいない。ジーンもどうやって見つけてきたんだか」



（どうしよう。この方は、わたくしが言葉がわからないことをご存じないのだわ）

　ジーンの友人のようであるが、話してもいいのだろうか。言葉がわからないのだと説明しても？

（いいえ、やめておいた方がいいわ）

　待宵はぶんぶんと首を振った。自分は一度失敗している。

（もうジーン様をがっかりさせたくないもの）

　そう思ってから、待宵は自分が先ほどこの男に笑顔を見せてしまったことを思い出して「あ」と声を上げた。がっくりと肩を落とす。

（笑っても喋ってもいけないと言われていたのに……！）

　待宵は、自分がこれ以上ぼろを出す前にこの男の前から逃げてしまいたかった。

　その時である。


「ああん、テオフィール！」



　という声が背後からかかった。振り向けば、三人のきらびやかな女性がしなをつくりながら階段を上がりこちらに向かってきている。


「どこへ行ったのかと思ったわ」

「ここで何をしているの？　私達とあちらでお話ししましょう？」



（何かしら？）

　待宵はぱちくりと瞬きをしたが、隣にいた眼鏡の男性がにこやかに口を開いたので、すぐに彼の知人なのだと知れた。


「ああこれは。メイデン嬢、ソフィア嬢、マリー嬢。僕を追いかけてきてくれるなんて嬉しいな」

「もう。バイロン卿がいらしたからってそそくさとそちらへ行かれてしまうのだもの。妬やいてしまうわ」

「バイロン卿はどうなさったの？」

「あらそちらの女性はバイロン卿がお連れになっていた方じゃありません？　先ほど魔女の真ま似ね事ごとをされていた」



　女達が眼鏡の男にまとわりついて冷たく待宵を見下ろしてくる。

（あらあら）

　それは、覚えのある視線であった。

　待宵は、女のこういった妬ねたみや優ゆう越えつ、相手を貶おとしめようとする感情には慣れていた。女によう房ぼう達の噂話はいつものことであったし、他家の歌会に呼ばれた時などは、姫ひめ君ぎみ方がたの言葉の裏に潜む意図を読み取るのに頭を使ったものだ。

（どの世界でも、女の嫉しつ妬とはあるのだわ）

　そう思いながらも、待宵はにっこりと微笑ほほえんだ。女を相手にした時は、あまり言葉を重ねないで笑顔でも浮かべた方が効果的なのだ。彼女達は相手の笑顔の裏にあるものを読み取るのに必死になって、攻撃の手が緩む。

　案の定、女達は動どう揺ようした様子を見せた。


「な、なによ」

「どうせその髪も眼も偽にせ物ものでしょう？」

「注目を浴びたいからって見苦しいわ。そう思わない？　テオフィール」

「ええととりあえず腕を離してもらえるかな？　メイデン嬢」



「……」

　言葉が通じるのならここに一言二言付け加えれば効果的であったのだが、待宵は黙って踵を返してその場を後にすることにした。


「あ、待ってカヤ」

「まぁ、テオフィール。私達を差し置いてあの女を追いかけるつもり？」

「そんなことさせないわ」

「ねぇ、面おも白しろい話があるのよ。広間に戻ってお話ししましょう？」



　背後から聞こえる声に、待宵はくすりと笑った。

（世界が違っても、女が姦しいのは変わらないのね）

　女房達の騒がしさを少し懐かしく思いながら、待宵は目の前の妻戸を開けて外に出た。

　城の外は、篝火に照らされて驚くほど明るかった。目の前には来る時注意深く上がった階段がある。樹の脂が燃える匂いが夜の湿った風と混じり合って頰を撫でた。遠くから滝が流れ落ちるような音がする。

　先ほど踏み外したことでもあるし、この履物を履いて一人で下り切る自信はなかったので、待宵は階段の一番上に腰を下ろすことにした。実は先ほどから足が痛かったのだ。

　そっと履物を脱いでみると、つま先が赤く滲んでいる。不自然に踵が上がった『靴』と呼ばれる履物のせいだ。しかしあの集落でジーンにつま先に口づけをされたことを思い出して、待宵はぼっと顔を赤くして再び靴を履いた。

　両手で顔を覆って膝に額をつける。

　彼に謝あやまらなければ。蹴ったことも、『えでぃま』のふりを徹底できなかったことも。見捨てられたくない。待宵には、ジーンの側の他に行くところはないのだ。

「……」

　その時、待宵は自分のものではない声を聞いた気がして顔を上げた。

「……ン」

　誰かが呻うめいているように聞こえる。

　そこで初めて、階段上の茂しげみの陰に、自分のものではない靴が落ちているのに気づいた。

「あら？」

　きょろきょろと周囲を探すと、建物に沿った横道にもう片方の靴が落ちている。待宵は立ち上がると、それらの靴を拾った。

（どなたかが落とされたのかしら）

　見れば、さらに奥にきらりと光るものがあった。宝石のついた装飾品のようなものである。昼間にもらった赤い石の首飾りと同じようなものだ。ジーンが見れば、「耳みみ飾かざりだな」と言ってこの先に起きていることを察し、静かに待宵を引き返させただろうが、あいにく待宵にはこれだけの情報で先を予測するのは不可能であった。

　すぐ近くにくしゃくしゃと丸まった靴くつ下したも落ちていたが、待宵が目を惹ひかれたのは篝火の側に落ちていた錆さび色いろの物である。

「まぁ」

　待宵は目を輝かせて、それまで拾った靴一足と耳飾りと靴下をその場に置き、錆色の物を手に取った。

　下部は平らかだが、上部は流線型である。中央に穴が空いていて、その上にいくつかの弦が張られていた。

（箏だわ）

　おそらくこれは、待宵が『えでぃま』だと勘違いした楽器である。

（ええと確か……チター、かしら）

　そう、チターである。アルマに教えてもらった。何度も確認したから今度は間違いない。

　待宵はどきどきと胸を躍おどらせた。

（ああ、ずいぶん軽いわ）

　木には何か膠にかわのようなものが塗られているのか艶がある。弦の数は以前待宵がよく弾ひいていた十三弦の箏よりもずっと多く、ぴんと美しく伸びていた。

　大納言家の娘の手習いとして始めた箏は、月と同じくらい待宵を魅み了りようした唯一のものであった。自らの指先から奏でられる音楽は、雨音を歌に変え、春の風を誘った。音で世界の色が変わるのだ。箏だけは待宵が自信を持っている唯一のもので、変わり者の大納言家の末娘に五人もの求婚者が現れたのも、その箏の腕うで前まえのおかげであった。


「誰だ」



　突然かけられた声に仰ぎよう天てんしたあまり、待宵はチターを取り落としそうになった。おそるおそる振り向くと、篝火の影となった壁に窪くぼみがあり、そこから男が現れたのだ。男は赤みがかった金髪をしていて、口には乱れた紅がついていた。そしてよく見れば、その背後にはドレスをはだけた女がいる。

　ここにきて、ようやく待宵は事態を理解して顔を赤くした。

　ここに来るまでに落ちていたものは落ちたのではなく、脱いだものなのだ。よく見れば、女は靴を履いていない。

「ごめんなさい！」

　男女のこういった営みは、もちろん知識として承知している。しかしその現場に遭そう遇ぐうしたのは初めてであった。待宵はチターを抱えたままその場を逃げ出そうとしたが、「ちょっと待って」と窪みから飛び出した男に腕を摑まれてしまった。


「驚いた……。髪も瞳も、混じり気なしの黒だ。君は何者？」



　男はまじまじと待宵の髪や瞳を覗き込んで何か言ったが、当然ながら内容はわからない。

（あああもしかして、これを返せと言われているのかも！）

　待宵はチターを男に押し付けた。


「チターに興味があったの？　これを弾くと女性を口説きやすいんだ。よければ君にあげるよ」



「あああの！　ごめんなさい！　わたくし何も見ておりませんので！」


「え？」



　男が瞬きをする。


「今なんて言ったの？」

「ウィンドル様！」



（きゃああああ）

　ほとんどドレスを脱がされ下着が露わになっている女性が影から出てきたので、待宵は両手で目を覆った。自分の裸はだかは女房達に見られているが、自分以外の女性の裸は見たことがない待宵である。

　女は豊満な身体を持っていて、両方の乳ち房ぶさが下着からこぼれ落ちそうであった。それに驚いたことに、髪の色が黒である。この世界に来てから、自分と同じ髪の色の女性に会うのは初めてであった。


「早くそんな女おっぱらってくださいな」



　女はふんと鼻を鳴らして言ったが、男はすげなく答えた。


「悪いけど、君は帰ってくれるかな」

「なんですって？」



　女の目が釣り上がる。しかし男は、そんな女の反応など意に介していないようだった。足元に落ちていた靴や装飾品に気づいてそれを拾うと、ぽいと女の方に放って寄越す。


「染めただけの黒髪にはもう興味がないと言ってるんだ」



　女が顔を赤くしたり青くしたりしてわなわなと震えた。待宵が、これは逃げ出すよい機会なのではないかと頭の片かた隅すみで思ったその時、ばちん！　という音がした。

　女が男を殴ったのである。


「最低！」



　そう言い捨てて、女は地面に転がった自分の靴などを拾うと憤ふん然ぜんと城の入り口へ向かった。

「……」

　今起こったことすべてが衝撃的すぎて、待宵はすぐには思考を再開できないでいた。しかし今しがた女に殴られたばかりの当の人物は、持っていたチターを篝火の台座に立てかけると何事もなかったかのようににっこりと微笑んだ。


「君の名前はなんというの？」



　その時であった。


「ウィンドル様！」



　待宵の背後、つまり先ほど女が去った城の入り口の方から男の声がした。振り向くと、あの眼鏡の男がこちらに駆け寄ってくるのが見える


「申し訳ございません。その娘は僕の知り合いです」



　眼鏡の男は待宵のすぐ横までくると足を止め、隣の男に言った。なぜだかその時、再開した待宵の思考はははじけるようにしてアルマが眼鏡をかける時なんと言っていたかと思い出し、気づけばその単語を口に出していた。

「……『老眼ヴエリシテイト』」

　驚いたのは男達の方である。二人ともまじまじと待宵を見て、口の横に紅をつけた男が眼鏡の男に視線を移して言う。


「そうだったのか、テオフィール。大変だな」

「違いますよ！　誤解です！　ああまったく。カヤ、君はこっちへ……」

「ちょっと待て。この娘は私のものだ」



　眼鏡の男が待宵の右腕を引くと、もう一人の男が左腕を引いた。

（困ったわ。おかしな状況になってしまったみたい）

　両腕を見知らぬ男達に握られて、待宵は困惑した。左腕を摑んでいる男が目を細める。


「その手を離したまえ、テオフィール」

「ああもう、面倒な人に見つかっちゃったな。困りますよ、ウィンドル様。このお嬢様は、ジーン……バイロン卿の連れなんですよ。先ほどの女性との逢あい引びきを邪じや魔まされた代わりだというなら僕がとりなしますから……」

「バイロン伯爵の？　……ああ！」



　早口の異世界の言葉は、待宵にはまったく理解できない。待宵は、なんとか自分の腕を取り戻そうとしたが、男達の手はびくりとも動かなかった。自分の非力さが嫌になる。

　眼鏡の男に何か言われたもう一人の男は、ぱっと顔を輝かせて待宵を見た。


「ということは、彼女があの黒瑪瑙か！」



　待宵は眉を寄せた。なんだというのだろう。


「なるほどなるほど。『忌み子の印スカムグ』を押されたという伯爵は、持ってくるものも違うな。よしわかった。この子が父上への献けん上じよう品ひんだと言うなら、父上に譲ってもらえるよう伺ってこよう」

「ちょっと、困りますよ」

「手を離したまえ、テオフィール」

「離しません。僕もバイロン卿の怒りは買いたくないですからね」

「テオフィール」



　男がふっと笑って首を振った。


「別に私はいいんだよ？　君が父上の愛人だと母上に伝えても」



　何を言われたか知らないが、ぎくり、と眼鏡の男が口を引きつらせたのがわかった。待宵の左腕を摑む男の目がきらりと光る。


「そうすれば、母上は父上の愛人リストに君の名を載せるだろうね。ステイプルトン伯爵夫人の人脈は知ってるだろう？　君が父上のお手つきであることはまたたくまに社交界に広がって、女性は皆君に近づかなくなるだろう」

「ひ、卑ひ怯きような……！」



　眼鏡の男がひるんだ隙すきに、待宵の左腕を摑んでいる男がぐいと腕を引いて彼女を自分だけのものにする。男はうきうきと言った。


「さて、父上の元へ行こう」



「きゃっ」

　待宵は思わず声を上げた。男が、待宵の手を引いたまま歩き出したからだ。


「ちょ、ウィンドル様！　困りますよ！」



　どこかへ連れて行かれる、とそう思った時、待宵の頭にぱっとジーンに言われた言葉が蘇よみがえった。

『蹴るトラツプ』。

　待宵はぎゅっと目を瞑ると、思い切って左脚を蹴り上げた。しかし目を瞑っていたせいでそれは目標を外れ、勢いのまま背中から地面に倒れそうになった。


「おっと」



　幸いなことに左腕を摑まれたままであったので転てん倒とうは免まぬがれたが、待宵を抱きとめた男は興味深そうに彼女を覗き込んだ。


「なんだ、まさか今私を蹴ろうとしたのか？」



　左腕で待宵の背中を支えた男は、しげしげと待宵を見てからにっこりと笑った。


「面白い。ますます気に入った」



　そう言われたかと思うと、視界がぐんと高くなる。


「なんとしても父上に譲ってもらわねば！」



「やめて！」

　待宵は思わず声を上げた。男に両腕で抱き上げられている。初めてジーンに会った時もこうやってベッドに運んでもらったが、今はあの時と状況が違った。

「は、離してください！」

　ぐいぐいと男の顔を押すが、男は笑ったままでそれを意にも介していないようだ。

















「はっはっは。たまには暴れる小鳥も悪くないな」

「ウィンドル様！　ちょっと、やめてくださいよ！」



（あああああどうなってるの！　誰か助けて！）

　と心の中で叫んだ待宵なのであった。
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「どうにもあの娘が気になると見える」

　ステイプルトン伯爵にそう言われた時、ジーンは自分が無意識に部屋の外を気にしていたことに気づいてばつが悪くなった。

　二人は、玄関ホールに隣接した一室にいた。そこにはいくつかの椅子が置かれていて、壁かべ際ぎわには酒棚もあった。椅子はすべて色も形も違うものであったが、不思議と室内は美しく統制がとれている。

　ジーンは扉を背にした椅子に座っていて、伯爵はグラスに蒸じよう留りゆう酒しゆを注いで持ってくると、ジーンの正面に腰掛けた。

　羽を持った従者は外に待たせている。あの虹色の羽がなくとも、伯爵は十分に人目を引いたし椅子に腰掛け脚を組んだその様はまさにこの部屋の主人たる威い厳げんを持っていた。

　伯爵は、蒸留酒を一口含ふくんでからくすくすと笑った。

（何を考えてやがる）

　ジーンは意識して思考を目の前の男に集中させた。ブラージウス＝ステイプルトンはただの派手な孔雀ではないのだ。若い頃から商才を発揮し、王城におけるステイプルトン伯爵家の地位を盤ばん石じやくなものにした。

　実際のところ、ステイプルトン伯爵の二つ名は孔雀ではなく『七色の鰐』だ。

　隙を見せれば、食われる。それが王城での彼の評価であった。

「あの娘の出処については深く聞くまい。私も共犯だと思われては困る」

「誘ゆう拐かいしたわけではありませんよ」

「当然だ。君がそこまで愚おろかなら、こんな事態にはなっていないだろう」

　伯爵がまた一口蒸留酒を飲む。毒が入っているわけではないだろうが、ジーンは飲む気にならなかった。

「しかし、『忌み子の印スカムグ』とはね」

　ちり、とジーンの右肩がまた熱を帯びる。

「クレイ卿はよほど君を王城から追い出したかったと見えるな。なぜそこまでして、と不思議だったが、ミラー卿に聞いた君の事業案を見て少し理解したよ。君は有能だ」

　ステイプルトン伯爵は、蜂はち蜜みつ色いろの酒をゆらゆらと揺らしている。演技くさいその仕草も、すべてを理解していると言いたげな物言いも、ジーンの癇かんに障さわった。とことん相性の悪い人間というのはいるものなのだ。

「着想は悪くない。ミュカ河に船が通るようになれば、物資の流れは大おお幅はばに変わるだろう。だが領主達の説得はどうやった？」

　ミュカ河は、ジーンの治めるツァキ領、南西のイスタ領とガーロア領、それにペナン領、フィアスタ領を通って帝てい国こくまで続いている河だ。

「時間だけは腐くさるほどありましたので」

　ジーンは皮肉っぽく笑って言った。

　この半年間、ジーンが文字どおり寝る間も惜おしんでイスタ、ガーロア、ペナン、フィアスタの四つの領地を走り回り、ミュカ河開かい削さくのために領主達を説得し続けたのは、王城の者達に自らの有能さを示し、王城へと戻る足がかりを得るためであった。

　田舎の領地に飛ばされたからといって、何もしないでいては何も変わらない。ただの一いち書記官であった父の時代とは比べるべくもなく、ジーンが王城において権勢を振るうようになったのは、彼自身の野心と行動力によるものが大きかったのだ。

（ミュカ河の開削は、王城時代から目をつけていたしな）

　それがなかなか実現できなかったのは、四つの領地の領主達に、深い遺い恨こんがあったためだ。だが不幸中の幸いと呼ぶべきか、田舎の領地に飛ばされたジーンには領主達を説得するための余りあるほどの時間ができた。だからこそ、半年前すぐにこの事業に着手したのだ。

　ミュカ河には三つの地点に難所が存在し、それが舟しゆう運うんにおける最大の障害となっている。この障害を取り除くには各地の領主の相そう互ご協力が不可欠であったが、件くだんの領主達は協力どころか険悪になっていくばかりであった。

　東西で隣となり合あうイスタ領とガーロア領は領主同士が同年代の犬けん猿えんの仲だし、フィアスタ領領主の妻には、ガーロア領領主令嬢に愛人を寝ね取とられた過去があった。さらにその愛人というのがイスタ領領主の息子むすこで……と元々仲の良くなかったそれぞれの領地の関係性は、現在においては絡からみ合あった糸のように複雑化している。

　唯一この複雑な糸に絡んでいないのがアールラ国における最も小さな領地であり、ツァキの隣に位置するペナン領であったが、その老領主は事なかれ主義で自分から動こうとする人間ではなかった。

（調整にはずいぶん苦労したんだ）

「何よりあの、ミラー卿を落とすとはね」

　ステイプルトン伯爵が笑う。

　誤解と裏切りで絡み合っていた四領地の不和は、ジーンが仲介となり、さらに正しく彼らの望むところを探り当ててこの事業の利益を訴えることによりなんとか解消されたが、最終的に、一番説得に時間を要したのは事なかれ主義のペナン領主ミラー伯爵であった。あの老伯爵は、現状に満足しているからわざわざ開削して静かなミュカ河を騒がしくする必要性を感じない、の一点張りだったのである。

　欲の浅い人間を動かすことほど困難なことはない。ジーンは、チェスが趣味のミラー伯爵の相手を毎週、通算四十八戦してやっと、了りよう解かいを得たのが五日前なのだった。

　カヤにムクドリの雛を見せてもらったあの日である。

「バイロン卿は若いのに珍しく気骨のある青年だから、優しくしてやれと言われたよ」

（あの腹黒じじい）

　チェスの手が悪いと杖つえで手ての甲こうを叩かれた記き憶おくのあるジーンは、一見好こう々こう爺やに見えるエイブ＝ミラーの顔を思い浮かべて悪態をついた。

「この事業に私にも一枚嚙かませてくれるなら、君の踏み台になってやってもいい。うちの船や人足を使えば工費も大幅に削さく減げんできる」

　つまり、国単体の事業としてではなく、伯爵が持つ会社との協力の上で成り立つ事業にしてほしいということだ。当然ながら、国の利益は減る。だが一方で伯爵の言うように国庫から出る事業費も削減できるだろう。

　伯爵は、グラスを近くのテーブルに置いて指先で顎を触さわった。細められた紫の瞳がこちらを値ね踏ぶみしているのがわかる。

（このワニダヌキめ）

　ジーンは臆おくすることなくまっすぐにそれを見返した。

「契けい約やく書しよを作成してください。もう口約束はごめんです」

　そう言うと、くすと伯爵が笑った。

　ジーン＝バイロンという男は、物心がついた時から、やられっぱなしで引き下がるような性格ではなかった。

　年上の従兄いとこに剣けんで負ければ勝てるまで挑いどんだし、学生時代につっかかってきた馬鹿は二度と逆らう気にならないよう精神的に再起不能にした。

　与えられたものに満足する殊しゆ勝しようさなど欠片かけらも持ち合わせていなかったし、希望を失って厭えん世せいするほど悲観的でもない。良くも悪くもそれが彼なのであった。

（死んでたまるかよ）

「これは痛いな。ああわかった、契約書を作ろう。それにはもう少し話を煮に詰つめないとな。後日、話し合いの席を設けるということでいいかな？」

　ジーンは息を吸った。

　ステイプルトン伯爵が笑顔で左手を差し出してくる。

「おめでとう、バイロン伯爵。これはいい取引になるだろう」

　ジーンは警戒しながらも差し出された手を握る。それは女のように白く手入れの行き届いた手であった。

「さて、君は──」

　ジーンと握あく手しゆを交わしながらも伯爵が何かを言いかけたその時である。

　バタン！　とジーンの背後にある扉が突然開け放たれた。

　振り向けば、そこにはステイプルトン伯爵に似た甘い面おも差ざしの青年が立っている。

　ジーンが伯爵から手を離し気色ばんで立ち上がったのは、その青年が、両腕に黒髪黒眼の娘を抱えていたからであった。

「カヤ!?」

「父上、この黒瑪瑙を私に譲ってください」

　青年は、室内にステイプルトン伯爵を見つけてそう言った。

（父上？）

　その呼びかけで、青年が伯爵の息子であるウィンドル＝ステイプルトンなのだと思い至る。青年の後ろにはテオがいて、こちらに向かって両手を合わせて頭を下げていた。

（あの役立たずが！）

　心の中で悪友を詰なじる。

「いきなりどうしたんだ、ウィンドル」

　ステイプルトン伯爵も立ち上がった。

　伯爵の息子は一いつ旦たんその場でカヤを下ろしたが、彼女の腕は離さずにずかずかと部屋の中に入ってきた。ジーンなど見えていない様子で父親に言う。

「彼女を気に入ってしまったんです。譲ってください。いいでしょう？」

　まるで断られるとは思っていない様子の伯爵の息子に、ジーンはむかっ腹が立った。カヤを見れば、困惑した様子を隠せないでいる。彼女はジーンと伯爵の馬鹿息子を交互に見て、自分の状況を推おし量はかろうとしているようだった。

「その手を離してくれ」

　ジーンは怒りを押さえ込んで言った。

「彼女は物じゃない」

　自分に言われているのだと気付いた馬鹿息子は、眉を上げてジーンを見た。

「君は誰だい？」

「彼女の保護者だ」

　ジーンはすぐに答えた。

「保護者？　ああ、もしかしてバイロン卿か？　ははぁ。よく我が家の魔女の夜デイマノイアに顔を出せましたね。保護者というが、あなたはこの夜会に出席するのと引き換えに、この娘を父上に差し上げたのではないですか？」

　かちんときた、なんていうものではなかった。もしステイプルトン伯爵がため息をつきながら息子を制止しなければ、ジーンはテオが頭を抱えてしまうような暴言を馬鹿息子に浴びせていただろう。

「待て、ウィンドル」

　伯爵は言った。冷たい視線で息子を見み据すえる。

「そこの娘は、私のものにはなっていない。今すぐ訂正してバイロン卿に謝罪したまえ」

　先ほど広間で見せた派手好きな変人はなりを潜め、その重たい声音には年ねん齢れいにふさわしい威厳が備わっていた。これには馬鹿息子もたじろいだ様子で眉を寄せる。

「申し訳ない、バイロン卿」

　馬鹿息子が謝罪を口にする前に、ステイプルトン伯爵がジーンに対して頭を下げる。

「私の息子が貴殿と彼女に失礼なことを」

「……いえ、構いません」

　ジーンは少しだけ、伯爵に対する認にん識しきを改めなければならないと思った。

「なんだよ、テオフィール。話が違うじゃないか」

　馬鹿息子は、カヤの手を離すと不満げに背後のテオを振り返って文句をつけた。テオがぶんぶんと首を振る。

「僕は、一言も、彼女がお父上のものになっただとかそういうことは申し上げておりません」

　ようやく手を離してもらえたらしいカヤが、ほっと安あん堵どの表情を見せる。彼女がじっとこちらを見てくるので（大丈夫だ）という意味でこくりと頷いてやったら、ぱっと顔を輝かせて小走りでこちらへ向かってきた。そして小動物のようにジーンの後ろに隠れてしまう。

　それを見ていた馬鹿息子はあからさまにむっと顔をしかめ、テオフィールは少し驚いたような顔をした。そしてステイプルトン伯爵がははと笑う。

「これはずいぶんと懐かれたものだな、バイロン卿」

　ジーンはどういう顔をしていいかわからなかった。視線をやれば、ジーンの服の裾すそを握りしめたカヤが窺うようにじっとこちらを見上げている。その目は溢れそうに大きく、漆黒の瞳には星のような光がきらきらと瞬またたいていた。

　肩をぽんと叩かれたので振り向くと、ステイプルトン伯爵がぱちりと片方の目を瞑ってみせる。

「君もそろそろ、身を固める時期がきたのではないかね？」

（大きなお世話だ）

　と思ったが、「貴重なご意見感謝いたします」と笑顔で答えるにとどめた。

「バイロン卿。その子についてちょっと相談があるのですが」

　図太い神経を持つ馬鹿息子が話しかけてきたので、それを無視してカヤの肩に腕を回し、ステイプルトン伯爵に頭を下げる。

「今夜はこれで失礼いたします。例のお話の詳くわしいことは、また後日ということで」

　もう少し具体的なことを話し合いたかったが、カヤをこのままここに置いておくことはできなかった。この伯爵の息子のしつこさを見るに、一人で馬車に残しておくのも不安である。

　ジーンはカヤの肩に手をまわしたまま、足早に部屋を出た。テオフィールがついてきているのには気づいていたが、何も言わない。ジーンは頭の中で自らを罵ば倒とうしていた。

『彼女は物じゃない』

（わかってる。一番腹が立っているのは俺自身にだ）

　よくこの口があんなことを言えたものだ。

　カヤを物のように利用しようとしていたのは他でもないジーン自身だ。ロベルトもアルマもそれを諭さとそうとしていた。

　玄関ホールを横切って扉を開けて外に出ると、夜と噴水と篝火の音だけになった。

　ジーンは階段の手前で足を止める。

　肩をかかえられたままだったカヤは少し息が上がっていて、頰を染めきょとんとした表情でジーンを見上げていた。そこにはもうあの妖よう艶えんな魔女はいない。カヤは魔女ではないのだ。不運で無垢な、ただの娘である。

　ジーンは肩から手を離すと、その濁にごりのない漆黒の双眸を見下ろして最初に頭に浮かんだ言葉を口にした。

「すまなかった、カヤ。君には迷めい惑わくをかけた」

　カヤがぱちぱちと瞬きをする。

　ああ、言っていることがわからないのだ、と違う言い方を考えている時に、横からテオが口を挟んだ。


「謝ってるんだよ、その馬鹿は」



「……は？」

　ジーンは驚きよう愕がくした。

　学生時代から知っている友人がその口から発したのは、ジーンの知らない言語であった。いや、厳密には聞いたことのある言語である。たぶん、カヤが口にしていたのと同じ言葉だ。

　驚いたのはカヤも同じであったようで、ただでさえ大きな目を溢れんばかりに見開いてテオフィールを見ている。


「……どうして？　あなたの言葉がわかるわ」

「そりゃあ、僕が話しているのは君のクニの言葉だもの」

「わたくしの、クニの言葉……？」



　馬鹿テオフィールが困ったように笑う。


「やっぱり、君、僕達の公用語がわからないんだね」



　待宵が緩かん慢まんに頷くと、テオフィールはジーンを振り向いた。その表情には、珍しく怒りと言えるようなものが宿っている。

「ジーン、説明してくれる？　彼女はどこから連れてきたの？」

「お前、どうしてカヤの言葉がわかるんだ？」

「僕が、少数民族の文化を研究してるのを忘れてたのか？　言語もいくつか習得してるんだよ。文ぶん献けんを読むためにね」

　カヤの通訳師を捜しても中々見つからなかったのは、そもそも東の国の言葉を喋れる通訳師自体がこの国には少なく、いたとしても王城で仕事についていたからだ。自分が東の国の通訳師を捜していることを王城には──正確には、セドリック＝クレイには知られたくなかったジーンは、王城の外に通訳師を捜したが、すぐに見つかるものではなかった。

　それが、こんな身近にいたなんて。

　ジーンは自分のすぐ隣に立つ娘を見た。するとカヤは両手で心臓のあたりを押さえて俯いていて、広間の明かりと外の篝火に照らされた顔色は少し青白く見えた。

「おい、どうした？」

　異変を感じ取ったジーンが話しかけると、びくりとカヤが震えて顔を上げる。その目が潤うるんでいるのを見つけたジーンは、目を吊つり上あげてテオフィールを睨みつけた。

「おい、お前さっきカヤになんて言ったんだ」

「え？　別に特別なことは何も……」

　言いながら、テオフィールもカヤの異変に気付いたらしい。


「どうしたの？」



　とカヤに話しかける。しかしカヤはぐっとジーンの服の裾を摑むと、怯おびえるように一歩後ずさった。

「……おい、お前本当になんて言ったんだ？」

　ジーンはカヤの前に腕を伸ばして、テオフィールの視界に入らないようにした。友人として信用したのは失敗だったかもしれない。こいつは天性の女好きなのだ。二人きりにした時に、何かしたのだろうか。

「誤解だ！　カヤ？　どうしたの？　何か不安なことがあるなら言ってごらん？」

　カヤはジーンとテオフィールを交互に見ると不安そうな様子で一度俯いた。ジーンらが根気強く待っていると、やがて彼女はきゅっと唇を嚙んでジーンから手を離した。

　そしてじっとテオフィールを見つめると、伸ばされたジーンの腕から出てテオフィールに言う。


「あの、お名前を伺ってもよろしいでしょうか？」



　テオフィールは一度瞬きをしたが、すぐに頷いて答えた。


「ああ、名乗ってなかったね。僕はテオフィール＝アルノ。テオ、と呼んでくれていい」



　言葉は理解できないが、テオが名乗っていることだけはわかる。ジーンはなんとなく胸のあたりにもやもやとした息苦しさを感じたが、その正体はよく分からなかった。


「テオ様。お会いしたばかりで、大変不ぶ躾しつけなお願いであることは承知しているのですが、聞いていただけますでしょうか？」

「う……うん？」



　テオがぎこちなく頷く。


「わたくしに……言葉を教えていただけませんか？」

「うん……え？　言葉を？」



「おい、何を話してるんだ」

　ジーンは我慢できずに聞いた。

「いや、カヤが僕に言葉を教えてほしいんだって」

「なんだと？」

　ジーンは眉間に皺を寄せた。

　考えてみれば、カヤがそう言い出すのは不思議なことではない。もともと彼女はこの国の言語の習得に意欲的であった。しかしそれにしては、カヤの表情が好奇心に輝いたものではなく、思おもい詰つめた様子なのが気になった。

「他に何か言ってるんじゃないのか？」


「ええと、僕に言葉を教えてほしいんだよね？　他に何か聞きたいこととかある？」



　テオフィールがカヤに何か言う。

　するとカヤは一度何か言いたげに唇を開いたが、結局緩慢に首を振って微笑んだ。


「今はどうか、言葉だけを」



（……なんなんだ）

　どうして泣きそうな顔をしているのか、ジーンは問とい詰つめたかったがそうするための言葉を彼は知らなかった。そのことがひどく腹立たしかったし、テオフィールにはわかる彼女の言葉が自分にはわからないのを、たまらなく苛立たしく思ったのだった。
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　魔女の夜デイマノイア、という名のあのきらびやかな宴うたげから半月ほど時が経たっていた。

　つまり、待まつ宵よいがこの月世界で目覚めてまもなくひと月になろうとしている。

　陽の光が木々の影かげに丸く溢あふれ、ゆれゆらと揺ゆれていた。

「昨日は、どんな夢を見たの？」

　庭からの花の香かおりを含ふくんだ風が吹ふく。隣となりの椅い子すに座すわるテオフィールの質問に、待宵はにっこりと微笑ほほえんで答えた。

「大きな鳥の背中。空を飛ぶ夢。下には草の……草原？　でいいですか？　そう、草原が……あって、人が手を振ふります。わたくしも手を振ると、落ちました。気づくと湖にぷかぷか」

　言いながら、手で水にぷかぷかと浮うかんでいる様子を表現すると、テオフィールがぱちぱちと手を叩たたいてくれた。

「面おも白しろい夢だね」

　テーブルにはアルマが用意してくれた紅茶と茶ちや菓が子しがある。テオフィールは「しかし信じられないな」と言うと紅茶を一口飲んだ。

「カヤ。君、言語習得の才能があるね。驚きよう異い的てきだよ」

　待宵は恥はずかしく思って首を傾かしげた。

「先生がいいのです」

「いや、すごいよ。本当に」

「本当に、素す晴ばらしいですわカヤ様。やっぱり、母国語を話せる方が先生につくと違ちがいますわね」

　この半月で、待宵は片言の日常会話なら話せるようになっていた。

　砂が水を吸すい込こむように、待宵はどんどん教わった知識を吸収した。

　もちろん、テオフィールがこの城に寝ね泊とまりをしながら朝から晩まで言葉を教えてくれたおかげでもあるだろう。

　今ではこうして、朝と夕の二食とお茶の時間をテオフィールと一いつ緒しよに過ごすことが習慣になっている。もちろん、アルマも常に同席してくれていた。

「覚える、楽しいです。アルマ、今日の紅茶も美お味いしい。ありがとう、いつも」

「カヤ様……！」

「アルマ、大好き」

　待宵がにっこりと笑うと、アルマは涙なみだ目めになってぷるぷると震ふるえた。

「うっ……！　カヤ様、かわいい……！」

　テオフィールが苦く笑しようする。

「本当に、カヤはとても素す直なおだね。ジーンに見習わせたいくらいだ」

「言葉を、たくさんしないと不安です。伝わっているのかわからない」

「そうだね。それはとても大切なことだ」

　テオフィールがうんうんと頷うなずいた。

「やっぱり、ジーンに見習わせたいな。あいつはいつも言葉が足りないから」

（……言葉が足りないのは、わたくしも同じだったわ）

　待宵は、心の中でそう思った。

　大だい納な言ごん家けの邸やしきでの生活は変化というものと無む縁えんだった。待宵が何も言わずとも日々は過ぎて、女によう房ぼう達たちが先回りして待宵の世話をする。言葉が足りないというより、必要なかったと言うべきかもしれない。

　求められるのは貴族として最低限の教養と礼れい儀ぎだけで、黙だまってそれをこなし、箏そうを弾ひき、月を見上げる日々がひどく退たい屈くつなものだったのだと今ならわかった。

（ここではそうじゃない）

　待宵が動けば何かが変わる。

　この世界は可変なのだ。

　いや違う、もしかしたら、元の世界もそうだったのかも。ただ自分が動かなかっただけだ。見上げるだけで、手を伸のばさなかった。だから何も変わらなかった。

「ジーンはね、あれで苦労してるからな」

　テオフィールがテーブルに頰ほお杖づえをついて紅茶のカップを回す。

「もともとバイロン家はそんなに有名な家いえ柄がらでもなかったんだ。ジーンの父君はよくも悪くも目立たない人で、書記官としての職務を淡たん々たんとこなす人だった。一方で幼い頃ころのジーンは病弱で、一年のほとんどは空気のいい田舎いなかで過ごさなければならなかった」

「病弱ツアゲスト、ですか？」

「そう。身体が弱い、という意味だよ。ええと、カヤはジーンがこの屋や敷しきに来たのは半年くらい前だって知ってる？　けれどもっと幼い頃、あいつはこの辺りに住んでたことがあるんだ。その、ここは空気がいいからね」

　待宵は目を丸くした。

（そうだったの）

　てっきり、ジーンはこの屋敷で生まれ育ったのだとばかり思っていたのだがそうではなかったのか。

（それに、幼少期は身体からだが弱くていらしたなんて）

　待宵とは違う。子供の頃から、風か邪ぜも滅めつ多たにひいたことがないのが待宵の自じ慢まんであった。

「今旦だん那な様は、普ふ通つうよりも少し丈じよう夫ぶなくらい元気におなりですけど、それでもやはり働きすぎですね。今だって、もう三日も帰ってきてらっしゃらないんですよ」

　テオフィールの空からになったカップに紅茶を注そそぎながら、アルマが息を吐はく。テオフィールが苦笑した。

「ジーンは昔から加減ってものを知らないんだ。特に先代に病やまいが見つかって突とつ然ぜん王立学園に放ほうり込こまれてからは、寝ねる間も惜おしむくらい他の誰だれよりも勉強して首席で卒業した。最初田舎者だって馬ば鹿かにしてたやつらも最後には陰かげ口ぐちを叩くのがやっとという有あり様さまだったよ」

　テオフィールの発言の中には、待宵の知らない単語がたくさん出てきたので彼かの女じよはゆっくりと頭の中を整理しなくてはならなかった。

（どこかに……投げ出された？　捨てられた、ということかしら。眠ねむれないくらい勉強して、ジーン様は今のようになられたの？）

「テオフィール様は、ジーン様のご学友でいらっしゃるんですよ」

　アルマが言う。

『ご学友』の意味がわからなくて待宵はますます困ってしまった。テオフィールが笑う。

「ゆっくりでいいよ、カヤ。わからないところを聞いてごらん」

「あの……ジーン様は、捨てられたですか？」

「まぁ！　そんな！　カヤ様」

「はは。僕ぼくの言い方が悪かったね。捨てられたわけじゃない。ええとつまり、無理やり、学校ソールに入れられたんだ」

「学校ソールとはなんですか？」

「君の国ラツドにもあるかな？　若者が集まって勉強するところだよ」

「……」

　待宵は口をつぐんだ。

『国ラツド』。その言葉は、数日前に教わった。『君の言葉で言うクニのことを、僕達はラッドと言うんだ』とテオフィールは言った。

『クニ』という言葉を初めて聞いたのは、テオフィールに初めてあったあの夜だ。数日ぶりに耳にした懐なつかしい言葉なのに、あの場ではひどく違い和わ感かんを覚えた。

『そりゃあ、僕が話しているのは君のクニの言葉だもの』

　きみのくにのことば。

　待宵は、一度唇くちびるを嚙かんで止めていた息を吐いた。

　聞かなければならない。

　いや、ある程度、言葉を習得できれば聞こうと思っていたのだ。この疑問を、そのままにはしておけない。

「テオ様。聞きたいこと、あります」

　待宵は姿勢を正し、身体をまっすぐテオフィールに向けた。両手を膝ひざの上に置いて、じっと相手を見つめる。

「クニ、とはなんですか？」

　女房達が自らの故郷を差して「くに」と言うことはあったが、それとは意味が違うのだと直感的に悟っていた。それはきっと、生まれた地域を差す言葉ではない。

「テオ様、何度か言いました。わたくしの言葉は、わたくしのクニの言葉ですと。クニというのはなんですか？　どうしてテオ様にはわたくしのクニの言葉が話せますか？」

　どうして。

　初めてテオフィールが待宵の知っている言葉を話した時あんなにも動どう揺ようしたのか。それは、そんなことはありえないと思っていたからだ。

（ここは月のはずなのに）

　自分が元々暮らしていた場所とはまったく別世界であるはずのこの月世界で、知っている言葉を耳にして自分は混乱した。そして恐きよう怖ふさえ覚えた。

　あの場所に戻もどらなくてはならないのではないか、と。

　だからあんな怯おびえた態度をとってしまったのだ。元の世界につながる恐おそれのある眼鏡の男テオフイールに関わるのが怖こわかった。

　でも。

（立ち向かわないと）

　そう思った。

　そう例えばジーンのように。

　あの夜会で、ジーンは何度も待宵を背に庇かばってくれた。彼かれは一度も臆おくさなかったし、毅き然ぜんとした表情で相手を見み据すえた。

（彼のようになれたら）

　途と方ほうもないことかもしれない。彼と自分では生まれ育った環かん境きようが違いすぎる。でもそれでも、待宵は変わりたかった。

「わたくしは……、ここは、どこですか？」

　心臓が、うるさいくらいに早はや鐘がねを打っている。震える手をごまかすためにぎゅっと握にぎりしめた。

　言葉をある程度覚えてからこの質問をすることにしたのは、自分で未来を決めるためだ。

　自分の耳で聞いて得た知識で、選せん択たくをするため。

　待宵の覚かく悟ごを決めた表情を見て驚おどろいたような顔をしたテオフィールは、次いで一度息を吐いた。

「やっぱり、君はわかってなかったんだね」

　話が嚙み合わないことがあると思った、とテオフィールは笑った。

「アルマさん」

　テオフィールが待宵の隣のアルマを見ると、彼女は困こん惑わくした様子でそこに立っていた。待宵が何を言っているのか、わからないといった顔である。

「彼女には、どんな説明を？」

「……最初に、旦那様が、ここはアールラ国のツァキ領であるとご説明を……」

「まだ、カヤがこの国の言葉を少しも理解できていなかった時の話だろう？　それだけで十分だと思ったのか？」

　テオフィールの口調にアルマを詰きつ問もんする雰ふん囲い気きを感じ取ったので、待宵は慌あわててそれを阻はばんだ。

「アルマは悪くないです。わたくしが、聞かなかったですから」

　言葉の壁かべがあったこともあるが、ここは月世界だと思おもい込こんでいたから、聞く必要性を感じなかった。毎日目にする新しいものを知識として吸収するのに夢中だった。

　アルマを庇った待宵を、テオフィールは困ったように見た。

　男は何かを言おうと一度口を開いたが、結局その言葉はため息となって口から吐き出された。テオフィールは一度眼鏡めがねを外してテーブルの上にあったナプキンで拭ふくと、またそれをかけて待宵を見た。

「ここは、アールラ国だよ。魔女の国アールラの、ツァキ領」

（つぁきりょう……）

　ああ初めて会った時、ジーンも、そう言ったかもしれない。

　ここは、ツァキ領だと。

　それが自分には「つき」と聞こえた。

　普通に考えればありえないのに。異世界の言葉の中に、待宵の知る言葉が紛まぎれ込こむなどと。

「ここからは、混乱を避さけるために君の国の言葉で話そう」

　テオフィールが前置きをして続けた。


「クニ、というのは一つの政府か君主に属する集合体のことだ。君の国……東とう倭わ国こくは、ここからずっと東に行って、海を渡わたってさらに先にある島国だよ」

「しまぐに、ですか？」

「そう。周囲を海に囲まれた国のことだ」



（……ではやはり、ここは月ではなかったのだわ。……わたくしは、死んだのではなかった）

　あの夜から、うっすらとそうかもしれないと思っていたので、待宵はあまり驚かなかった。すとん、と何かが落ちてきた感覚だ。それが安あん堵どなのか落らく胆たんなのかはまだよくわからない。あるいはそのどちらでもないのかもしれなかった。


「東倭国は、まだ我々の大陸と交差……違うな。ええと、どう言うんだ？　つまり、関わりを持ってから日が浅いんだ。それも、公的なやりとりをしているのは帝てい国こくだけだからね……アールラみたいな小さな国では、東倭国の存在自体知ってる人も少ないだろう」



（とうわこく。それが、わたくしのクニの名前なのね）

　待宵は唐とう突とつに息苦しさを覚えた。

　顔が熱い。唇が震えた。


「僕は、帝国に留学していたことがあって、そこで、君の国の言葉を学んだ。……驚いたよ。僕の国では、黒くろ髪かみ黒こく眼がんは魔女の証あかしだと言われていたのに、その髪かみと瞳ひとみの色を当然とする国があったんだから……カヤ」



　テオフィールが腕うでを伸ばして、その手を待宵の肩かたに置いた。


「カヤ。君が混乱するのはわかる。続きはまた今度にしようか？」



　そう言われて初めて、待宵は自分がぼろぼろと涙をこぼしていることに気づいた。待宵は膝の上で握り込んでいた手でそれを拭ぬぐい、ふるふると首を振った。


「いいえ。いいえ」



（なんてことなの）

　待宵は衝しよう撃げきを受けていた。

　自分が、何も知らなかったことに、である。

（恥ずかしい）

　自分はずっと、なんて恥はじ知しらずだったのだろう。

　東倭国という自らのクニの名も、その外に他のクニというものがあることも知らなかった。

（新しい世界を求めていたくせに）

　知ろうともしなかった。

　方法は、いくらだってあったはずなのだ。

　囲いを飛び出して外に出ればよかった。町に出て、人々の話に耳を傾かたむければよかった。自分の世界はここなのだと諦あきらめて、月に焦こがれるだけでなければ──。

「カヤ様、カヤ様。どうかご安心くださいませ」

　なんとか涙を止めようとしていた待宵を前に、おろおろとアルマが言った。

「今、旦那様がカヤ様をお国に帰す手はずを整えておいでです。本当は、すべてが整うまで口止めされていたのですが……、きっとすぐお国に戻れるはずです。だからどうか、ご安心くださいませ」

（くにに、もどる）

　待宵は呆ぼう然ぜんと顔を上げた。


「うそ」



　アルマのわかる言葉で話すということは、頭に上ってこなかった。

（ジーン様が、わたくしを）

　帰そうとしている。

（ああいけない）

　待宵は涙を拭っていた両手を胸に当てた。

（心臓が止まりそう）

　頭の中がぐちゃぐちゃになっている。

　待宵があまりにひどい顔をしていたのだろう、アルマが慌てたように言葉を加えた。

「ええ、カヤ様には、旦那様も心から感謝しておいでです。カヤ様のご尽じん力りよくによって『忌み子の印スカムグ』についての噂うわさも空言であったと広まって、社交界へのお誘さそいの手紙が増えました。カヤ様にはできるだけよい形で国にお帰りいただけるようにと今、多方に働きかけていらっしゃって……」

（待って、待って、待って……）

　待宵は焦あせった。焦ったあまりがたりと立ち上がって、子供のようにこう叫さけんでいた。


「嫌いやです！」



　まるでそれが喉のど元もとを塞ふさいでいた石であったかのように、待宵の口から言葉が流れるように溢れ出した。


「嫌です。わたくし、帰りません。入じゆ内だいなんてしたくない。女によう御ご様になんてなりたくない。わたくしは、わたくしは」



　言いながら、待宵は今度こそ次から次へと涙が出てくるのと止められなかった。泣きじゃくる待宵に、アルマが「カヤ様、カヤ様」と心配そうな声を出す。

（ああ、アルマを心配させてはいけない）

　理性的な部分がそう訴うつたえたが、どうにも涙は止まらなかった。

「ごめんなさい、アルマ。一人、がいい」

　なんとかこの国の言葉を絞しぼり出だす。テオフィールとアルマは困ったように顔を見合わせたが、一度待宵の肩に触ふれると「すぐ外におりますので、何かあったら呼んでくださいね」と声をかけてから部屋を出て行ってくれた。

　椅子に腰こし掛かけ、もはや止める術すべのわからない涙をはらはらと流れるままにさせておく。

「……」

　カヤはおもむろに立ち上がると、壁かべ際ぎわの戸と棚だなに置かれた木箱のもとへ歩いた。金具のついたそれを開けると、中には赤い石のついた首くび飾かざりが入っている。

　ジーンに贈おくられた首飾りである。

　商人に礼を言った時、彼が笑いながらジーンを指差したからおやと思ったのだ。そしてその疑念は、商人が貨か幣へいを手にしてジーンに話しかけたことで深まった。

　自分では一度も直接物品の売買をしたことがない待宵であるが、貨幣というものは見たことがある。商人が持っていたそれは、自分の知っている貨幣に少し似ていた。

『あの、もしかして、これはジーン様からわたくしに？』

『ああ？』

　それで確信し、待宵は自分が恥ずかしくなった。

　商人が譲ゆずってくれたのだとばかり思っていたそれは、ジーンが待宵のために手に入れてくれたものだったのだ。自分はなんて礼を欠いていたのだろう。そう思うと同時に、手にした飾りがとても大切なものに思えた。

　だからあの夜屋敷に帰ってきてすぐアルマに頼たのんで木箱をもらい、こうしてずっとしまっている。

　いつの間にか涙は止まっていたが、木の実を模したような可か愛わいらしいその首飾りを見ていると、胸の内側から何かが溢れ出るようであった。

　こんな状態で、どうして父と母の元へ帰れるだろう。

　もう自分は天子様の妻にはなれない。

　抗あらがう気持ちを押おし殺ころしながらも、入内することを受け入れようとしていたのは熱く燃えるような何かがこの心臓の内側になかったからだ。

（自分が死んだのだということを簡単に受け入れられるほど、わたくしはあの場所に執しゆう着ちやくがなかった）

　でも今は違う。

　頭の奥おくが熱い。諦めたくない。押し殺すなんてできない。

（ああわたくしは──）

　好きなのだ。

　彼が。

（ジーン様が）

　好き。

（なんてことなの）

　馬鹿みたいだ。

　──こんな形で、初めての恋こいを知るなんて。
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　久しぶりに城に戻ってきたジーン＝バイロンを迎むかえたのは、目を赤くした使用人のアルマと、不ふ機き嫌げんそうな様子の押おしかけ居い候そうろうのテオフィール＝アルノであった。

　カヤにべったりとくっついているはずの二人の様子を見れば、あの娘むすめに何かがあったのだろうと想像がつく。ジーンは息を吐いて脱ぬいだ外がい套とうを一緒に城に戻ってきたロベルトに渡すと、「お前は休んでいいぞ」と自分と同じくらい疲ひ労ろうが溜たまっているであろう部下をとりあえず避ひ難なんさせることにした。

「かしこまりました。私はお茶の用意をいたします」

　しかし結局ロベルトは服を着き替かえると人数分の紅茶を持って二階の応接間に現れ、使用人と友人に糾弾される主人を見物することにしたらしかった。

「カヤ様は結局、今日の夕食も召めし上あがられていないんですよ！」

「いいからまず、どういう経けい緯いでカヤが君の手元にきたのかきちんと説明しろ」

　ジーンは長椅子に深く腰掛け、再度深いため息をついた。

「……いったい何があったんだ」

　連日、ステイプルトン伯はく爵しやくとの舟しゆう運うん事業の打ち合わせに加えてカヤを国へ戻すための手回しで疲つかれ果はてているのだ。城へ戻ってきたのも三日ぶりなのでできれば今日はもう寝たかったが、そういうわけにはいかないらしい。

　ジーンの質問に、アルマとテオフィールが顔を見合わせ結局テオフィールが口を開いた。

「今日カヤに、ここがどこなのかと聞かれた」

「はぁ？」

　予想外の返答に、ジーンは眉まゆを上げる。

「ここがどこかだと？　最初に説明したぞ」

　するとテオフィールが、いかにもこちらを馬鹿にしたように息を吐いて首を振った。

「言葉も理解できていなかった人間に対して、たった一度きりの説明ですむと思う方がおかしいだろ？　なんで君はそう馬鹿なんだよ」

　ジーンはかちんときた。幼い頃から面めん倒どうを見てもらっているアルマやロベルトならまだしも、この男に馬鹿呼ばわりされる筋合いはない。

「あの説明で理解していたからこそ、あれ以上何も聞いてこなかったんだろ？　だいたいカヤはあの時ツァキだツァキだと繰くり返かえして飛び上がって喜んでたんだぞ！」

「ツキだろ！」

　珍めずらしく気色ばんだテオフィールに怒ど鳴なり返されて、ジーンは口をつぐんだ。「ああもう！」とテオフィールががじがじと乱暴に頭を搔かく。

「ツキだよ！　ツキ！　ツァキじゃない！　なんでこんな馬鹿みたいな勘かん違ちがいをひと月も……！」
















　怒いかりを外に吐き出すように、テオフィールがうろうろと部屋の中を歩き回る。

（……ツキ？　ってなんだよ）

　ジーンのそんな疑問を感じ取ったように、アルマが口を開いた。

「旦那様。ツキ、というのはカヤ様のお国の言葉でカヤのことらしいのです」

「……は？」

　ジーンは少し混乱した。

（カヤの国の言葉で、カヤ？　つまり……）

「あの、空に浮かぶ月だ！　カヤはこのひと月ずっと、ここを月だと思っていたんだ！」

　だん！　と足を踏ふみ鳴ならしたテオフィールが両手を広げる。

「馬鹿みたいだと思うだろ？　でも彼女の国ではそれくらい、高貴な女性の世界は閉へい鎖さ的てきなんだ！　屋敷から一歩も出ずに、親の言うまま結けつ婚こんし子供を産んで死ぬ！　カヤも同じだ。あの子の世界はずっと囲いに囲まれた屋敷の中と、そこから見える空だけだった。月を見て、あそこにも同じように人が生きて暮らしているのではないかと想像した！　それだけが彼女に許された自由だった！　それがなんの説明もなくこんな遠く海を隔へだてた言葉も通じない異国に連れてこられたら、自分の想像の中に逃にげ込こむことは自然な逃とう避ひ行動だ！　そうだろ!?」

「……」

　ジーンは呆然とした。

　無意識に、前髪に手をやりくしゃりと摑つかむ。

（だからか）

　カヤが、ここを異世界だと思っているのだとすれば、彼女がまったく故郷に帰りたいと言い出さないことにも合点がいった。そもそも、帰れると思っていなかったのだ。陸路を行き、港から船に乗れば帰ることができるだなんて、思ってもみなかったに違いない。

　テオフィールは冷たく続けた。

「これは、君きみ達たち全員の怠たい慢まんだ。どういう経緯で彼女を保護したか知らないが、彼女のことを知ろうとせず、彼女の気持ちを考えて状じよう況きようを説明する手間を惜しんだ君達のね。かわいそうに、カヤは今混乱している。当然だろう。帰れるはずがなかった国に、帰れるかもしれないと聞かされたんだから」

　ジーンは眉を寄せた。

「……どういう意味だ？」

　ここがアールラ国というただの異国だと知ったなら、帰れると喜んだのではないのか。ジーンはアルマを見た。しかしアルマが悲しげに首を振る。

「帰りたくないとカヤは泣いたんだよ」

　答えたのはテオフィールだった。

「カヤは、東倭国の王の側室になるはずだったらしいんだ」

　ジーンは一いつ瞬しゆん息を忘れた。

「僕が勉強したのは東倭国の大衆言語だから、カヤの言っていることは難しくて分からないことがあるんだけど……たぶん、ニョウゴサマっていうのはそういうことだと思う。あの国の高貴な男性は一夫多妻制が許されている。カヤは、王の妻の一人になるはずだった。あの子は十八だそうだ。東倭国での平均婚こん姻いん年ねん齢れいを考えると遅おそいくらいだろうな」

「カヤは……」

「もちろん、結婚したいわけないだろう？　ほとんど会ったことも喋しやべったこともない相手だ。いやむしろカヤはここにくるまで、結婚しないという選せん択たく肢しがあるとも思わなかったはずなんだ」

　アールラでも、王は一夫多妻制だ。側室達の中では、ほとんど王のことを知らずに輿こし入いれしてきた女性もいるだろう。

　ジーンはこれまでそういった制度について特におかしいと思ったことはなかったし、王の役割を考えれば当然だとさえ思っていたが、知った娘がその制度に組くみ込こまれるとわかって衝撃を受けた。

　いや、知った娘が、ではない。

　カヤが、である。

（あの、好こう奇き心しん旺おう盛せいで賢かしこいあの娘が）

　何も知らぬまま異国の王の妻の一人になるのか。

　そう思うとジーンは居ても立ってもいられずに立ち上がった。しかし「おい待て」とテオフィールに腕を摑まれ止められる。

「カヤに何を言いにいくのか知らないが、まず僕にどういう経緯でカヤがここにきたのか話せ」

「お前には関係ない」

　ジーンは苛いら立だった。

「テオフィール様は十分に関係者でございます」

　しかしロベルトがぴしゃりと言った。

「カヤ様の語学の先生であられますし、今ではカヤ様にとって一番の心の拠より所どころであられますでしょう。テオフィール様には知る権利がございます」

　ジーンはぎりりとロベルトを睨にらみつけた。しかし幼い頃からジーンを知る執事は、しれっとした様子で発言を撤てつ回かいしようとはしなかった。代わりにアルマが口を開く。

「旦那様。今アルマがカヤ様のご様子を見てまいります。その、今日は早くに眠ってしまわれておいででしたから、もしかしたら起きていらっしゃるかもしれませんし……」

（くそ）

　ジーンは息を吐いて感情を制せい御ぎよしなければならなかった。落ち着いたところで自分の腕を摑む男を睨んで「おい、離はなせ」とぶっきらぼうに言う。

　テオフィールが手を離すと、ジーンはどさりと再び椅子に腰掛けた。

「では私はお酒を用意して参ります」

　そう言って執事と使用人がいなくなると、テオフィールもジーンの正面に腰掛けた。

　しばらく無言が続く。こういう時、決してテオフィールから口を開かないことはわかっていた。この男も案外強ごう情じようなのだ。

「……ザイロロ砂さ漠ばくの海岸線に、ムイバという集落がある。カヤはそこに流れ着いたんだ」

「流れ着いた？」

　テオフィールが眉を上げる。ジーンは酒を飲みたいと思って喉をさすった。

「ああ。一緒に、帝国の紋もん章しようが押された樽たるが打ち上げられていたらしい。いろいろと調べたところ、東倭国に出入りしていた帝国の商船に密みつ輸ゆ疑ぎ惑わくがあった。海軍が調査に入ると、船には不自然に積つみ荷にを処分した痕こん跡せきがあったそうだ」

「……ちょっと待ってよ、カヤがその船で密航してたっていうのか？」

「異国に来たって自覚がないなら密輸だろ」

　つまり、人身売買だ。

　帝国には人身売買の市場がある。黒髪黒眼の娘はおそらく高値がつけられるだろう。

　テオフィールが首を振る。

「噓うそだろ。東倭国で、王の妻になるくらい高貴な娘がどうしてそんなのに捕つかまるんだよ」

「知るか」

「……で、なんでその砂漠の集落に流れ着いた娘が君の屋敷に来ることになるわけ？」

　白い顔で冷え切った娘。青ざめた唇。

　海水にさらされた髪はきしんで、細い手足は力なく垂れていた。

「ステイプルトン伯爵から取引条件を提示されて、情報を集めていたところたまたまムイバに黒髪黒眼の娘が流れ着いたとの噂を聞いたんだ」

　あの時は、純じゆん粋すいにその幸運を喜んだ。魔女に関する収集品を探していたジーンにとって、黒髪黒眼の娘の噂は魔女からの贈おくり物ものにも思えたほどだった。

「は？　つまり……君、純粋に、取引に使う為ためだけに彼女を連れ帰ったってこと？」

「そうだ」

「君最低だね」

　ジーンは自じ嘲ちよう気味に笑った。

「知ってる」

　そんなことは、あの娘を見ていれば嫌というほど思い知らされる。

　純粋無む垢くで、明るいあの娘を見ていれば。

「ははぁ。珍しいな。素直じゃないか」

　ジーンは答えなかった。

　カヤには、自分には理解できないところばかりだ。魔女のふりをしろと言われて嫌だとも言わずに魔女のふりをして、でも夜会には目を輝かがやかせて。利用されてるっていうのに子犬みたいに自分にしがみついてくる。

（そのくせどうして俺おれには何も言わない）

　魔女の夜デイマノイアのことを思い出して、ジーンは顔をしかめた。あの時カヤは、明らかに何かに思おもい悩なやんでいた。

「ああジーン」

　テオフィールが演技くさい大おお仰ぎようさで首を振る。

「君ってやつはどうしてそう馬鹿なんだ」

「あと一回馬鹿って言ってみろ。その股こ間かんについてるやつを踏ふみ潰つぶすからな」

「君、カヤに情が移ったんだろう？」

「……まぁ、そうだな」

　否定はしない。だからステイプルトン伯爵に渡すのをやめたのだ。あの娘を哀あわれだと思った。

「カヤの一いつ挙きよ一いち動どうに一いつ喜き一いち憂ゆうしてしまうわけだ」

「俺にはまったく理解できない思考を持った娘だからな。だいたい、逃避行動だからって自分が月に来たんだなんて本気で考えるか？」

「どうして全然カヤに会いに行ってやらないんだよ」

「あいつが早く国に帰れるよう調整に飛び回ってるからだ」

「本気で帰ってほしいの？」

「普通の娘なら、生まれ育ったところに帰りたいはずだろう？」

　だがカヤは帰りたくないと泣いているのだという。

（俺はどうすればいいんだ）

　カヤをこの屋敷に置いておく？　それは無理だ。遠くない未来、自分は王城に戻る。王都の屋敷に連れて行っても自分はほとんど仕事で帰れないだろうからカヤはずっと一人だ。

　養子先を捜さがす？　安全な養子先があるだろうか。黒髪黒眼の娘など、下へ手たなところには預けられない。会ったこともない相手と結婚したくないから故郷に帰りたくないというのなら、この国で結婚相手を捜すわけにもいかないだろう。

「お前の娘にするか」

　はたと思いついてジーンは言った。悪くない思いつきだ。女には手の早いテオフィールだが、さすがに養女に手を出したりはしないはずだ。

「はぁ？　君何言っちゃってんの？　僕の娘と結婚するつもり？」

「は？　お前こそ何言ってるんだ。俺は結婚しない」

「どうしてさ。いつかするんなら相手はカヤでもいいだろう？」

「いいわけあるか。大体、いつかするつもりもない」

　ジーンの言葉にテオフィールが不思議そうに眉を寄せた。

「え？　どうして？　君別に結婚に苦手意識とかなかったよね？　むしろ血筋を残すためにはいつか結婚も必要だって言ってたよね」

（ちっ。余計なことを言ったな）

　テオフィールがおかしなことを言い出すからである。ジーンが話題を変えようと口を開きかけたその時、バタバタ騒さわがしい足音が聞こえた。

　おそらくアルマだ。

　まさかカヤに何かあったのかと椅子から腰を浮かせたジーンは、部屋に飛とび込こんできたアルマの爆ばく弾だん投下を浴びて呆然とした。

「旦那様！　カヤ様がどこにもいらっしゃいません！」





[image: ]






　アルマがジーンに爆弾を投下する一時間ほど前、待宵は、ふと目が覚めてぱちぱちと瞬またたきをした。

　部屋のベッドは庭の様子を見ながら眠りにつけるように配置されていて、視界は柔やわらかな外明かりの中に浮かび上がっている。開け放たれたままのガラス扉とびらから涼すずしい風が入り込んできて、さわさわと植物がお喋りする声と共に室内に落ちた影が踊おどるように揺れた。

　待宵はぼーっとしながらもむくりと身体を起こした。最初の日のように、もうこのベッドから落ちたりはしない。

　目が腫はれぼったい。ひどく泣いたからだと遅おくれて思い出した。

　しゃらりと音がして、自分が赤い石の首飾りを握りしめて眠っていたのだと気づく。待宵は少し考えてそれを首につけようとしたが、アルマに教わったように金具を扱あつかえなかったので仕方なく手に持ったまま立ち上がった。

（少しお腹なかが空すいたわ）

　夕食も食べなかった。喉の渇かわきを覚えたので、待宵はとてとてと窓まど際ぎわのテーブルに歩いていって水差しから水を注いで一口飲んだ。ぬるい白さ湯ゆが、喉元につっかえていたものを押し流すように身体の中に入り込む。

　そうすると、幾いく分ぶん頭の中がすっきりした。

（こんな時間に目が覚めたのは初めてだわ）

　きっとまだ朝までは時間があるだろう。

　待宵は、涼やかな夜気に惹ひかれて庭に出ることにした。

　ベッドの横にあった履はき物ものを履はくのを忘れたが、裸足はだしで踏む石が気持ち良かったのでそのまま夜の庭を歩く。花と草に宿る露つゆの円まろやかな香りが鼻び腔こうをくすぐる。やがて中なか州すが見える高こう欄らんに辿たどり着ついた。ムクドリの巣がある樹きの下である。あのムクドリの雛ひなはもう巣立ってしまったので、アルマが、そのうち通いの庭師に巣を撤てつ去きよさせなければいけないと言っていた。

　巣のあったあたりを見上げると、待宵の目はその向こうに浮かぶ光に吸い込まれた。

「……月」

　青黒い夜の中に真円の白金が浮かんでいる。

　ジーンの色だ。

（ああ本当に、ここは月ではないのね）

　ここが月ならば、空に月は見えないはず。

　ではやはり、テオフィールが言っていたことはすべて真実なのだ。

　アールラ国と東倭国。

『今、旦那様がカヤ様をお国に帰す手はずを整えておいでです』

「帰る……」

　そう考えるだけでじわり、と視界が涙で歪ゆがんだ。手に持った首飾りをぎゅっと握りしめる。

　父も母もきっと待宵を探しているだろう。それなのに帰りたいと思わない自分を、ひどく薄はく情じようだと待宵は思った。

（ここにいたい）

　そう強く思う。

　でもその理由は？　と自問した。父と母、故郷よりも強く自分をここにつなぎとめておくものはなんなのだろう。

（見たことのない物や人。ここは自由でそして、身軽だわ）

　だが今ではもうそれだけではないことを自覚している。

　白金の髪と青せい藍らんの瞳。

　ジーン＝バイロン。

　この心臓の奥に最も深く楔くさびを打つのは間ま違ちがいなく彼だ。

　眠れずに言葉の勉強ばかりしていた初めの頃の夜に、一度でも外に出てみればこの空の月を見られただろう。そうすれば、自分は勘違いにすぐ気づいただろうか。

　ジーンに心惹かれる前に気づいていたら、帰りたいと彼に懇こん願がんしたのだろうか。

（でもわたくしはもう天子様の元へはいけない）

　それでも、帰らなくてはならない。ジーンがそうしようとしているのだから。彼は、待宵に『えでぃま』という女性のふりをしてほしいだけだった。だからもう待宵は必要ないのだ。

　もし故郷へ帰ったら、尼あまになるしかない。他の人を心に住まわせたまま後宮には上がれないから。父と母は納なつ得とくしてくれるだろうか。

（ああ、まただわ）

　心臓が止まりそうに苦しい。頭の奥がじんと熱い。

　このまま故郷に帰る？　そんなことができるのだろうか。

『カワイイ』

　とそう言われた時、彼の言葉と青藍の瞳に射い抜ぬかれたような心地ここちになった。顔が赤くなって、指先が痺しびれた。身体中の血液をすべて入いれ替かえたかのようだ。あの瞬しゆん間かんを境に、確かに何かが変わった。

　足の指先に押し付けられた唇。

　馬車で辿り着いた城の階段を上がる時だって、ジーンは急せかしたりしなかった。待宵が階段を踏み外した時は受け止めてくれた。

　言葉が通じなくたって、彼がとても優やさしい人なのはわかった。

「どうすればいいの」

　待宵が、喘あえぐように俯うつむいてそう呟つぶやいた時であった。

　ガツ、という耳慣れない音がした。しかし空には星が瞬き月が浮かんでいるだけで、顔を上げても誰かを見つけることはできなかった。高欄の向こうの中州が水鏡になって星と月を浮かべている。風のせいかそれらはゆらゆらと揺れていて、真実と虚きよ構こうの境目を明確にしていた。

　突然、高欄から黒い影が這はい上あがってきたので待宵はひっと息を飲んだ。

　顔を黒い布で隠したその影もまた、そこに待宵がいたことに驚いた様子で一度動きを止める。しかし再び行動を起こしたのは影の方がずっと早かった。

　ガッ！　と高欄を蹴けってこちらに飛びかかってくる。

　恐怖で声を上げることもできないまま待宵は踵きびすを返かえして逃げ出そうとしたが、足が絡からまってその場に倒たおれた。手に持っていた首飾りが地面に落ちる。それでもなんとか這いずってその場から離れようとしたところ、ぐいと髪を引っ張られのけぞった。

「──！」

　悲鳴を上げようとした口に臭くさい布のようなものを詰つめ込こまれる。

　待宵は混乱した。

　侵しん入にゆう者しやはもう一人いたようだ。髪を引っ張られながら、四し肢しを羽は交がい締じめにされる。

「──！　──！」

（アルマ！　テオ様！　ジーン様！　ジーン様！　ジーン様！）

　それでもがむしゃらに暴れていると、ちっと舌打ちが聞こえて首の後ろに衝撃が走った。

　ちかちかと火花が飛ぶ。

　こんな恐怖には覚えがあった。

　抗えず、四肢を奪うばわれる恐怖だ。

（ああ、あれは確か──）

　一度堰せきを切った記き憶おくが奔ほん流りゆうのようにして押おし寄よせてくるのに、そう時間はかからない。

『──ひめ！　待まつ宵よい姫ひめ！　どうか目を覚ましてください！』

　視界が明めい滅めつする。

　恐怖で四肢が痺れる。

　身を守るために閉とじ込こめていた記憶の蓋ふたは、あっけなく開いて待宵を飲のみ込こんだのだった。
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　ジーンがカヤの部屋で目にしたのは、寝ね乱みだれたベッドとその横に置かれたままの履はき物もの、そして開け放たれた庭への扉とびらであった。

　アルマの話では、カヤには庭への扉を開けて寝る習慣があったらしい。風が通るのを好んだそうだ。ジーンが庭に出て探してみると、あの、カヤの手を引いて上った手すりの手前で低木の枝が折れているのと、かつてジーンが買ってやった首くび飾かざりが落ちているのを見つけた。しかし手すりの向こうを覗のぞき込こんで中なか州すを見み渡わたしても、何の影かげも見つけられないのだった。

　念のため、屋や敷しきの中も捜さがし終えた四人は、一階の吹ふき抜ぬけの広間に集まった。

「村の人達を叩たたき起おこして探させましょう。きっとふらりとお外に出てしまったに違ちがいありません」

　すっかり青ざめて涙なみだ目めになったアルマがうろうろと落ち着きない様子で言う。広間にある窓から星と月を映す中州を睨にらみつけていたジーンは、「いや」とその考えを否定して振ふり向むいた。

「おそらく、カヤは何者かに連れ去られたんだ」

　赤い鉱石のついた首飾りを握にぎりしめる。爪つめが手のひらに食くい込こんだ。

　ロベルトは無表情で、テオフィールは沈ちん痛つうな面おも持もちでこちらを見ている。ジーンは首飾りをポケットに入れて続けた。

「庭にもみ合った形けい跡せきがあった。アルマ、村の人間を使って中州の周辺を捜そう索さくさせろ。舟ふねが放置されているかもしれない。舟を見つけたら、出どころを探さぐれ」

「まさか……中州から侵しん入にゆう者しやが？」

　信じられない、と言いたげにアルマが首を振る。

「俺おれがもっと気をつけておくべきだった」

　ツァキ領は王都ほど物ぶつ騒そうではない。外部の人間が紛まぎれ込こめばすぐ噂うわさになるような田舎いなかなのだ。侵入者の可能性を考えず、カヤを一階の部屋に移したのは失敗であった。

「アルマ」

　とロベルトに促うながされて、今にも崩くずれ落おちそうだったアルマがきっと表情を引ひき締しめて背筋を伸のばす。彼かの女じよは「村の男をすべて叩き起こして来ます！」と言って屋敷を出ていった。

「でも誰だれが？　カヤを攫さらって得する人間なんているか？」

　テオフィールが当然の疑問を口にする。

「こちらが、ジーン様に恨うらみを持っていると思われる人物のリストです」

　ロベルトが手に持っていた紙束をジーンに差し出した。

「いつの間にこんなの用意したんだ」

「ジーン様は恨みを買うことの多い方ですから、何かあった時のために作っておいたものです」

　紙にびっしりと書かれた名前を見てテオフィールが声を上げる。

「君、どれだけ恨みを買ってるわけ！」

　ジーンはそれを無視して名前の羅ら列れつにざっと目を通した。一番最初にある名前が、セドリック＝クレイだ。ジーンを王城から追い出した王弟。しかしジーンは否定した。

「セドリック＝クレイは除外できる。こんな回りくどいことをする奴やつじゃない」

「ヴァーリンク卿きようはいかがでしょう」

　ロベルトが二枚目の紙の真ん中あたりにある名前を指差す。

　しかしつきまとう違い和わ感かんを拭ぬぐいきれず、ジーンはその紙束を壁かべ際ぎわにあった長なが椅い子すの上に投げた。

「いや、俺への恨みじゃない」

　恨みを買っていない、というわけではない。ジーンは王城ではかなり強ごう引いんなこともやっていた。恨みだけは山ほど買っている自覚があるし、報復を受けたことも一度や二度ではない。だからこそ、これは違うとはっきり言えた。

「俺が目的なら、置き手紙をしたはずだ」

　テオフィールが眉まゆを寄せる。

「カヤ本人が目的ということか？」

　ジーンは俯うつむき頭を回転させた。

（カヤは、ここに来てからほとんど外出していない。人目に晒さらされたのは、魔女の夜デイマノイアのあの一度だけだ）

　あの夜、カヤは見事に魔女を演じきった。彼女を本物の魔女だと信じた何者かが、あるいはあの夜の彼女に心を奪うばわれた何者かが、誘ゆう拐かいを企くわだてたと考えることもできる。

「ロベルト。お前はペナン領の爺じじいを叩き起こして私兵を借りてこい。領地の外に出る道を塞ふさげ」

　ツァキ領に兵士はいないため、有事の際には領内の男衆を兵士として徴ちよう集しゆうするのが常であったが、普ふ段だんから訓練された兵士の方が統とう率そつされていて広域における捜索には向いている。ミュカ河開かい削さくのための調整にはロベルトを連れて回ったので、自分の代わりにロベルトが行っても話は通じるはずだ。

「はい。しかしあの方が見返りもなしに動くとは……」

「あと五十戦、チェスの相手をしてやると言っておけ」

　それであの爺は動いてくれるだろう。

「かしこまりました」

「テオ、お前は村で不ふ審しんな人間がいなかったか情報を探れ」

　中州から城の中庭に侵入するためには、手すりを超こえなければならない。水面からはかなりの高さがあるし、揺ゆれる舟からの侵入だと考えると素しろ人うとではないだろう。依い頼らいを受けた、専門家の仕事だ。

　そういう、悪事を生なり業わいとする人間は、この穏おだやかなツァキ領では目立つ。

　テオフィールが頷うなずいた。

「わかった。ジーンはどうするつもりなんだ？」

　ジーンはもう屋敷の玄げん関かんに向かって歩き出していた。

　気が急せいている。身体からだが一つしかないのがもどかしい。

「──心当たりがある」

　そう言って、彼かれは雲の垂たれ込こめてきた夜に一人城を出たのだった。
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『……ひめ！　待まつ宵よい姫ひめ！　どうか目を覚ましてください』

　自分を呼ぶ声がひどく遠くから聞こえる。四し肢しには汚お泥でいに似た重みがまとわりついていて、待宵は中々瞼まぶたを開けられなかった。

『どうかお願いです。待宵姫。今一度その瞳ひとみに私を映してください……！』

　泣き声にも聞こえるその懇こん願がんに応えようと開いた双そう眸ぼうに映ったのは、どこかで見覚えのある男であった。まだ泥どろに浸つかっている思考が、錆さび付ついた歯車のように緩かん慢まんに動く。

（わたくし……どうして）

　目覚めたそこは、牛車の中であった。

（着ているのも、ドレスじゃないわ……。どういうこと？　ここは……）

　瞼を開けた待宵を見て、目の前の男が目め一いつ杯ぱいに溜ためた涙を頰ほおにこぼす。

『ああ待宵姫。よかった……！』

　男に強く抱だきしめられる。それがあまりに痛くて、力なくもがき男から逃のがれた。片手をついて上半身を起こすと、待宵はずりと男と少し距きよ離りを取った。

『権ごん中ちゆう納な言ごん様……』

　恥はずかしそうに涙を拭ふいたかつての求きゆう婚こん者しやは、待宵を見て困ったように笑う。

『待宵姫。お会いしたかった』

（ああなんてこと）

　この時待宵は理解した。

（これは、わたくしの記き憶おくの中だわ）

　身体を動かすと、ずきりと頭の芯しんが痛む。入じゆ内だい前日の夜、登り納めをしようと登った樹きから落ちたのだ。全身がびっしょりと濡ぬれているところを見るとあのまま池に落ちたのだろう。

（待宵姫と樹の上のわたくしを呼んだあの声は、女によう房ぼうじゃなかったのね……）

　よくよく思い返してみると男の声であったそれはおそらく、権中納言本人だ。

『どうか怯おびえないでください。私はあなたをお救い申し上げに参ったのです』

　警けい戒かい心しんをあらわにする待宵に対して、権中納言が安心させるように両手を上げる。

『わたくしを、救いに……？』

『あなたは入内などしたくないはずだ。そうでしょう？』

　待宵は一度小さく息を吸った。どう答えるべきかわからず逡しゆん巡じゆんしていると、がたんと床ゆかが揺れる。先ほどからずっと聞こえるがらがらという音は、車輪の音だ。

『わたくしを、どこへ連れていくおつもりなのです』

『どこでもいい。あなたと二人で話せるのなら』

　男が、ゆっくりと待宵ににじり寄ってくる。待宵もまた後ずさったが、すぐ壁に付き当たった。

『やめてください』

『どうしてそう怯えるのです』

『あなたが怖こわいからです』

『私は！　あなたに何もしていない！』

　気づけばぐいと腕うでを引かれ、待宵は男に組くみ敷しかれていた。全力で抵てい抗こうするが、男の力は驚おどろくほど強くびくともしない。待宵は混乱し、声の限りに叫さけんだ。

『やめて！　やめてください！』

『どうして文のお返事を下さらなかったのです！　私はずっとお待ちしていたのに……！　入内の話を聞いた時の私の気持ちがおわかりですか？　あなたの本音も聞かないまま諦あきらめることなど、私には到とう底ていできなかった……！』

　男の懇願など耳に入ってこない。待宵は暴れ……そしてそのすぐ後にあの惨さん劇げきが起きた。

『何者だ！』

　牛車が止まる。

　外で悲鳴が聞こえた。それに苦しげなうめき声が。そのただならぬ気配に、待宵にのしかかっていた男がばっと刀を手に待宵から離はなれ身構えた。

『何者！』

『盗とう賊ぞくです！』

『こんな時に……！』

（……）

　記憶を俯ふ瞰かんしている待宵の心臓がずきりと痛んだのは、この後に起こる惨劇を知っていたからだ。

　盗賊の一人が牛車の庇ひさしを乱暴に開ける。権中納言が刀でもって斬きり掛かかり、くぐもった声をあげて仰あお向むけに倒たおれた。

（……ああそうだわ。わたくしは、ただ車の奥おくで震ふるえて見ていた……）

　刃やいばを突つき立たてられた直衣のうしが黒く染まっていく。先ほどまで自分に触ふれていた男が苦しげにうめく。その手は救いを求めるように待宵に伸ばされていた。

　獣けもののような男達が待宵に気づいて目の色を変える。

『女だ！』

『どうする？』

『見られたぞ！　殺すのか？』

『もったいねぇ、連れて行く』

　目を瞑つぶり耳を塞いでも、汚お物ぶつのような匂においとなぜかそれとわかる血の匂いからは逃れられなかった。

　救いを求めるべき誰かの顔も浮うかばない。

（……助けて！　助けて！　助けて！）

　がたがたと震える身体を抱きしめながら記憶の中の待宵は心の中で叫んだが、声にならない声が誰かに聞き届けられることはなかったのだ。







　ばちっ！　と待宵は目を覚ました。

　こんなにはっきりと目覚めたのは初めてである。視界は薄うす暗ぐらい。ガラガラと足の下は揺れていて、頰の下には何か柔やわらかいものがあった。

　焦しよう燥そうに駆かられるようにしてばっと身体を起こすと、首の後ろに痛みが走った。

「いたっ！」

　と小さく叫んで首に手をやる。何かと考える前に隣となりから優やさしげな声が聞こえた。

「大だい丈じよう夫ぶかい？」

　声の主を見た待宵は、さっと青ざめてのけぞった。

　誰だろう、と考えたのは一いつ瞬しゆんのことだ。忘れようがない。半月前に宴うたげがあった場所で会った、女に殴なぐられていた男である。男が膝ひざの上に綿入れを置いているのを見て、さっきまでその膝に頭を預けて寝ていたのだと理解してぞっとした。

　そこは、あまりに小さな空間であった。牛車……いや馬車だろう。物見に垂れた布は左右でまとめられていて、外に取り付けられた明かりが車内をも照らしていた。

「どういうことですか？」

　待宵はなんとか、この国の言葉で状じよう況きようを問うことができた。

　男は悪びれない様子で笑う。

「君を、私の隠れ家に招待しようノーヴエフインと思ってね」

（のーべふぃん？　誘拐、という意味かしら）

　待宵は油断なく男を睨んだ。

「首の後ろを殴られたんだろう？　乱暴をしてすまなかった。丁てい重ちように連れてくるように命じてあったんだが、ああいうならず者は手が早い」

　男が手を伸ばして首に触れようとしたので、待宵はばっと左手でそれを阻はばんで距離をとった。

　心臓がどきどきと鼓つづみのような音を立てている。

　物見から見える外は暗くてよく見えないし、出入り口となる扉は男の向こう側にあった。

（……どうしよう。怖い）

　目め頭がしらが熱くなって涙が出そうになるのを、唇くちびるを嚙かんでぐっと堪こらえた。

　半月前は、腕を摑つかまれてもここまで恐おそろしいとは思わなかったのに。この男と二人きりでこんなに狭せまい空間にいるということが、今は叫び出したいくらいに恐ろしかった。

　肌はだが粟あわ立だっている。全身をめぐる血流の音さえも聞こえる気がした。

（ああこれは、現実なのだわ）

　この時待宵は、はっきりと理解した。

　どうして半月前は平気だったか。人前に出ても、初対面の男に手を摑まれても、ここまで動どう揺ようしなかったのか。

　それは、すべて現実だと思っていなかったからだ。

　どこか夢の中のように思っていた。

　この、月という世界を。

（死んだと、思ったのよ）

　あの時。

『どうか怯えないでください。私はあなたをお救い申し上げに参ったのです』

　初めてジーンに会った時、男にのしかかられているような状況で異様な恐きよう怖ふを抱いだいたのは、きっとあの記憶が頭の隅すみにこびりついていたからだ。

　樹から落ちた待宵を、ちょうど夜よ這ばいに来ていた権中納言が見つけて屋敷から連れ出した。しかし権中納言と待宵を乗せた牛車は、待宵をどこか遠い所に連れ出す最中に盗賊に襲おそわれたのだ。

『何者だ！』

　抵抗した権中納言は刺さされ、待宵は攫われた。何か薬を飲まされ──ああ、記憶が曖あい昧まいだ。ただ覚えているのは……。

　今にも落ちてきそうな、樺かば色いろの月。

　そして次に目覚めた時、待宵はもうジーンの屋敷にいたのだった。

　それからはすべてが夢の中のようであった。

　聞いたことのない言葉。見たことのない調度品。不思議な構造の建物に、色鮮あざやかな髪かみと眼めの色を持つ人達。

　そんなふわふわとした世界の中で、──彼だけが、現実だった。

　ジーン＝バイロン。

　ただ一人、彼だけが。

　彼に、触れられた時だけ心臓が高鳴った。守られていると安あん堵どできて、幸福だった。会えないと想おもいが募つのって、不安になった。

「怯えているのかい？　仕方ないな。こんなふうな手段しか取れなかったのは、私にとっても心苦しいんだ。でも大丈夫。君に悪いようにはしない。ほら、君に贈おくり物ものもあるんだ」

　男が椅子の下から何やら大きな箱を取り出す。ぱちりぱちりと留め金を外して開けられた箱の中から出てきたのは、見覚えのある楽器であった。待宵は目を丸くする。

「チターだ。あの時、君が興味を示していたみたいだから。どう？　ほら、手にとってみてもいいんだぞ」

　流線形の、多た弦げんの箏そう。錆さび色いろの表面が艶つやを帯びている。待宵は、その楽器と男を交こう互ごに見た。男は警戒した野生の獣を前にしているかのようにただ笑う。

「その代わり、君のことを聞かせてほしい。その髪と眼の色……まるで本物の魔女だ。君はどこから来た？　もしかして、海の向こうの東の国から？」

（わたくしは、何もしなかった）

　権中納言が盗賊に刺された時も、盗賊に攫われた時も、待宵は恐怖で縮こまって心の中で叫んでいただけだった。

　ただ、奇き跡せきが起きるのを待っていたのだ。

　それまで月を見上げて焦こがれていただけなのと同じように。

（奇跡なんて起きないのに）

　待っていても、何も変わらないのに。

　心のなかで叫んでいても、誰にも届かないのに。

（言わないと）

　待宵は思った。

　ジーンに、言わなければ。帰りたくないと。あなたの側そばにいたいのだと。

　言わなければ、始まらない。

　待宵は一度大きく息を吸った。

（大丈夫。わたくしにもできるわ）

　そして吐はく。

　恐怖を身体の奥に押おし隠かくして、待宵はにっこりと微笑ほほえんだ。

「嬉うれしい。きちんと弾ひく、したかったです。貸してもらっても？」

　男はぱっと嬉しそうに顔を輝かがやかせた。

「うん。もちろんだよ。君のために用意したんだからね」

　あの夜のように、その異国の楽器を手に取る。まだ二度目であるのに、不思議とそれはしっくりと待宵の手に馴な染じむようであった。

　そっと弦に指を置く。それは待宵の知っている箏の弦よりも細く柔らかく感じた。

　指を弾くとぽん、と優しい音が鳴る。

（ああ、なんて綺き麗れいな音なの）

　空気を震わせた音は待宵の内側に染しみ渡わたり、いつの間にか鼓こ動どうは鎮しずまっていた。

「あの、車輪の音が大きいです。音があまり聞こえません。車を止められますか？」

「弾いてくれるのか？」

　こくこくと頷く。もちろん、あわよくば馬車が止まった隙すきに逃にげようと思っていたのだが、それは相手も十分承知していたようだった。

「それは嬉しいことだ。だがそれは、屋敷に着くまでのお楽しみにしておこう。君は初めて会った時に私のことを蹴けろうとしたし、油断できないからね」

　待宵は思わず男をじとと睨んだ。すると男がはははと笑う。

「そんな目で見ないでくれ。君のことを聞かせてくれるか？　君は、どこから来た？」

　待宵は一瞬の逡巡の後で答えた。

「わたくしは、ジーン様の魔女エデイマです」

　本当のところ、『えでぃま』というのがどういう女性なのかもよくわかっていなかった。

　だが特別な女性には違いない。自分と同じ、黒い髪と眼を持った特別な女性だ。その特別な女性ならきっと、この状況だって切きり抜ぬけることができる。

「なるほど？　では質問を変えよう。君はどうやってバイロン伯はく爵しやくのところへ？」

「……」

（どうやって？）

　待宵は、初めてそのことを疑問に思った。

　そういえば、どうして自分はジーンのところにいたのだろう。

　ここが、テオフィールの言うように海を隔へだてた異国であるならば、どうやって待宵は海を超えたのか。自分にはまだ思い出していない部分があるのだと思って、待宵は首を振った。

　そんな待宵の様子には気づかず男が続ける。

「彼が本当に魔女と関わりがあるのだとすると、『忌み子の印スカムグ』の話も本当なのかな？　父上が、その噂を払ふつ拭しよくしようとしていたけれど」

（すかむぐ）

　聞いたことのある単語である。

　しかし、どこで聞いたのかは思い出せなかった。

「……『すかむぐ』とはなんですか？」

「おや、知らないのかい？　魔女の呪いフルーグのことだよ。バイロン伯爵は半年前に、王城で眠ねむる魔女アールラの怒いかりを買って呪いをかけられたんだ。その呪いは相手の寿じゆ命みようを縮めて異能を与あたえるって話だよ」

　男が笑う。

「そんなことも知らないのなら、やっぱり君は魔女じゃないってことかな」

（えでぃまの、ふるーぐ？　なんなの？）

　男の言っている内容の半分もわからない。

　待宵がもっと語ご彙い力りよくを増やしておくべきだったと悔くやんだその時である、馬車がガタン！　と大きく揺れた。拍ひよう子しに男の方に倒れこんでしまう。

「ああすまない、驚いたかい？　ここはあまり道がよくないんだ。近道なんだけれどね」

　待宵ははっとした。

　振り向いて物見から外を見る。未いまだ夜の支配下にある馬車の外は、月明かりがあるにもかかわらず馬車の明かりが強すぎて遠くがよく見えない。けれど走る馬車の明かりが届くところで、白い花が後ろに流れていくのを待宵は見つけた。

（もしかして……いえ、でも）

　躊ちゆう躇ちよは一瞬であった。

　待宵は、思い切って馬車から飛び出そうとする。男の前を無理やり横切って、その向こうにある馬車の扉に手をかけた。しかしすぐ男に腕を摑まれてしまう。

「驚いた。一体どうしたんだ？　危ないじゃな……」

「ごめんなさい！」

　待宵は持っていたチターで男の横よこっ面つらを殴おう打だし、手が離れたところで馬車から身体を投げ出した。

　その瞬しゆん間かん、視線が上を向いて視界に月が映る。

　黒い木々に縁ふち取どられた青せい藍らんの夜空に浮かぶ雲間の白金の円が、無む謀ぼうにも馬車から飛び降りた娘むすめをただじっと見つめているようだった。

（落ちてくる月）

　ああそうか、とこの時待宵は思ったのだった。

（あの時見た樺色の月は、地上に落ちてきそうだったのではなくて──）

　自分が。

（わたくしが）

　落ちる時に見たのだ。

（どこから？）

　わからない。でもきっと、とても高いところからだ。落ちてそして……全身が叩きつけられた。氷のように冷たい何かに。あれは──。

　何かを摑みかけたが、身体の右側に走った衝しよう撃げきで思考が中断される。肩かたと腰こしをしたたかに地面に打ちつけ、待宵はごろごろと転がった。木の根に引っかかり回転が止まったところで片手をついて起き上がる。

（どこも……折ったりはしてないわ。大丈夫）

　馬車の速度が落ちていたのだ。

　大きな曲がり角に差さし掛かかったから。

　先ほどの馬車の揺れと、白い花に覚えがあったから、待宵は賭かけに出た。これはジーンらと通った道だ。首飾りをもらった集落へ行く時馬で歩いた道に曲がり角があったから、そこで速度を落とすだろうと予想したのだ。

　手が小刻みに震えている。ああなんてことをしたのだろう。無事だったのは幸運だ。もしここに女房がいたのなら、悲鳴をあげて気を失っていたはず。

　その時待宵は、地面に転がっているチターを見つけた。男を殴りつけた拍子に落としてしまったのだ。ふらふらと立ち上がり、落ちたチターを拾い上げる。

　ぎゅっとそれを抱きしめたところで、道の向こうから声が聞こえた。

「早く止まれ！」

　顔を上げると、道の先で止まった馬車から男が飛び出してくるのが見える。心臓がぎゅうと押おし潰つぶされるようになり、待宵は走り出した。

（道を走ったのではすぐ追いつかれるわ）

　道を外れて林立する木々の間に入り込む。森は月明かりを浴びて緑がかった青色に浮かび上がっていた。木々の影だけが黒々と並び立つ傾けい斜しやのついた地面の上を、黒い手に絡からみ取られないように走る。

　今は裸足はだしだ。葉や土が夜よ露つゆに濡れているのがわかる。時折何かを踏ふんで痛みが走っても、止まることはできなかった。心臓が口から飛び出しそうだ。一度は引っ込んだ涙が再び浮かぶ。腕に抱かかえた錆色の楽器を放り出せばもっと早く走れるかもしれないのに、お守りを手放すようなのが恐ろしかった。

　ほどなくぽつぽつと雨が降ってきても、待宵は走り続けた。

（逃げなくては）

　ただ、そのことだけが待宵の足を前に動かしている。

　ジーンのところへ帰るのだ。

（あの人に会いたい）

　会いたい、会いたい、会いたい──。

　思えば、こんなにも強く誰かを思ったのは初めてである。

　これが恋こいというものの持つ熱量なのだとすれば、入内前日の自分を屋敷から連れ出した権中納言の行動の原動力も、それであったのだろう。

　権中納言は、待宵を守って……おそらく死んだ。あんなに血が出ていたのだから、無事ではなかっただろう。

　切れ長な目元をした、優しい顔の男であった。

（わたくしが、もっときちんと文を返していれば……）

　彼は、あんな暴挙に及およばなかっただろうか。死なずにすんだだろうか。

　盗賊に連れ去られることもなく、自分は、ジーンに出会わなかっただろうか──。

　頭の中でぐちゃぐちゃと思考していたのがいけなかったのだろう。待宵は、じゃりと、柔らかくなった地面に足を取られた。

　周囲をよく見ていなかったのだ。

　雨音のせいで、河の音も聞こえなかった。

　あっ、と思った時にはもう遅おそく、待宵は森の中を走るミュカ河の支流に身を投げ出していた。
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　頭がおかしくなりそうだった。

　これまで自分の進む道に疑問を抱くことなどなかったのに、もし自分の推測が間ま違ちがっていたらと思うと平静ではいられない。

　馬の駆ける音に心臓の音が重なる。ぽつぽつと雨が降ってきた時などは思わず舌打ちをした。ただでさえ、舗ほ装そうされた道ではないというのに。見上げれば、幸いなことに月に雲はかかっていない……そう長くは降らないだろう。

　ジーンの『心当たり』とは、ウィンドル＝ステイプルトン──あの伯爵の馬ば鹿か息子むすこであった。魔女の夜デイマノイアの後、伯爵と何度か会った時に馬鹿息子の趣しゆ味みを聞いたのだ。

　ウィンドル＝ステイプルトンは、父親と同じ魔女マニアであったが、その方向性は父親とは少し違った。

　彼は、魔女アールラの外見そのものに心を奪われていて、それは、恋こい人びと関係になる女性の髪をも黒く染めさせるという徹てつ底ていぶりであった。城の大階段の途と中ちゆうにあった魔女の銅像も、ウィンドルが作らせたものだという。

（カヤを欲ほしがるわけだ）

　黒くろ髪かみ黒こく眼がんの娘の登場は、ウィンドルには衝撃だったに違いない。そう簡単には諦められないほどに。

『さすがに、誘拐まではしないと思うから安心したまえ』

　というステイプルトン伯爵の言葉を信じたのが間違いだった。

　親というのは自らの子供についてとかく認にん識しきが甘あまいものなのだ。

（もし本当に誘拐したのがあの馬鹿息子だったなら──）

　まず、自らの領地に連れ帰ろうとするはず。

　だが父親のいる城には連れていかないだろう。別べつ荘そうか、秘密の隠れ家のようなものがあるかもしれない。捕つかまえるならツァキ領を出る前だ。そうでなければ発見が遅おくれてしまう。

（この道を使ったはずだ）

　ジーンが走っているこの道こそ、ツァキからロッケン領に繫つながる最短の道であった。

　最悪のことが頭をよぎる。

　もし、馬鹿息子によってカヤの尊厳が損そこなわれるようなことがあれば──。

（殺す）

　自分が躊躇なくそれをするであろうことに、驚きはなかった。

　当然の報むくいだ。

　カヤはすでに、十分に酷こくな経験をしている。アルマやテオフィールから聞く様子によると、覚えていないようなのが救いだった。

　ジーンがムイバの村で見つけた時の彼女はほとんど虫の息だったのだ。身体は氷のようだったし、ジーンがその時その場にいなければそのまま死んでいただろう。

　自分が救った命なのだから、多少利用する権利があると考えて彼女を魔女にしたてあげたのは否定しない。直前までは本気で伯爵に渡わたすつもりだったし、その後どうなろうが知ったことではなかった。

　──それなのに。

（くそ。一度だけだ）

　魔女の夜デイマノイアの五日前に、一度だけ会いにいった。疲つかれ切きって帰り着き、アルマに茶だけ飲ましてもらおうとあの庭に降りた。あれが失敗だったとしか思えない。

『こんにちは、ジーン様。ご親切感謝申し上げます』

　あの時初めて、カヤをただの駒こまではなく、一人の人間なのだと認識した。

　きらきらと星が宿るように輝く漆しつ黒こくの瞳。ムクドリの雛ひなの鳴き声が聞こえてきた時に見せた屈くつ託たくない笑え顔がお。眠りながら服の裾すそを摑んだ白く細い指。

　何も知らないまま伯爵に引き渡すのを憐あわれに思い、せめてと思いヴィアッカの村に連れ出した。

　首飾りを握りしめて染まる頰。子供の輪の中で踊おどっていた時の笑い声。足を握られただけで顔を真まっ赤かにして、彼女は身体を丸めるようにその脚をスカートの中に隠してしまった。

　魔女の夜デイマノイアが行われた広間に入った時の子供のような表情。そして黒髪黒眼の妖よう艶えんな魔女──。

（くそっ）

　惜おしくなったのだ。

　伯爵に渡すのが。

　誰かに渡すのが。

　面おも白しろい玩おも具ちやを見つけた時のような独どく占せん欲よく。

（俺はそんなに子供だったか？）

　自分のものであるはずの玩具が、他の男と自分にはわからない会話をしているのが気に入らなかったのか。

『君最低だね』

　否定する言葉を持ち合わせているはずがない。

　これまで、善人であろうと思ったことなど一度もないのだ。善い人間であることで得られるものなど一つもない。

　地位も名声も、合理的に効率的に感情を排はいして結果のみを求めてきたからこそ得られたものだ。善行などに意味はない。

（それなのになぜ俺は今馬を駆っているんだ）

　その答えを導き出す前に、ジーンの前に明かりが現れた。

　馬だ。人を乗せてこちらに駆けてきている。雨の中の月明かりで馬上の主が誰か露あらわになった時、ジーンは馬を棹さお立だちにしてその前に立ちはだかった。

「バイロン伯爵！」

　こちらに気づいた相手も手た綱づなを引いて馬足を緩ゆるめる。

　ジーンが降りると、向こうも馬を降りてこちらに駆け寄ってきた。

「よかった。あなたの屋敷へ行く……がっ！」

　伯爵の馬鹿息子は、最後まで言えずに地面に転がった。ジーンが胸むなぐらを摑んで殴り飛ばしていたのだ。

「カヤをどこへやった！」

　頭に血が上っている。

　顔を濡らす雨がわずらわしく、ジーンは苛いら立だっていた。濡れた砂じや利りの上に膝をつき、再度馬鹿息子の胸ぐらを摑んでぐいと上体を引き寄せる。右の拳こぶしを肩の上に上げて怒ど鳴なりつけた。

「答えろ！　今すぐ！」

「河だ！　ミュカ河に落ちた！」

　馬鹿息子はすぐに答えた。

「この道の先の、曲がり角のところで逃げ出して森に入ったんだ。私が駆けつけた時には、もう姿が見えなくなってた。下流に人手を割さいてくれ。チターを抱えてたから……浮き代わりになって、運が良ければ溺おぼれてはいないかもしれない」

（河だと!?）

　ジーンは乱暴に馬鹿息子を突き放すと、乗ってきた馬からランタンを外して森へ向けた。月明かりがあるとはいえ雨の中で視界が悪い。地元の人間は、昼間でも子供が森に入ることは禁じている。このあたりに流れるのはミュカ河の上流に当たるため、流れが速いのだ。落ちればすぐに流されてしまう。

（くそっ）

　それでもジーンは砂利を蹴って森の中に駆け込んだ。

　舟しゆう運うん事業を計画するため、ジーンはこのあたりの領地一体のミュカ河の流れをだいたい把は握あくしていた。ロッケン領にあるパラトリック山から始まるミュカ河は、このランジェの森の中で分ぶん岐きし、本流と支流に分かれる。その支流がツァキ領を流れ、ザンドル川と合流しジーンの持つ屋敷の中州を作っているのだ。

（この先に、分岐点があるはずだ）

　ランジェの森の中の分岐点は岩場になっていて、流されたとしてもそこで引っかかっている可能性が高い。

（あの娘、水に呪われてるのか!?）

　そう思わざるをえなかった。

　ランタンを高く持ち、一度立ち止まって地形を確かく認にんする。傾斜の角度と、樹の枝の伸びる方角、月の位置。ジーンは濡れて雫しずくを垂らす前髪をかきあげた。雨は弱まっている。

　行くべき方向を間違えればカヤを見つけられる可能性は低くなる。ジーンは慎しん重ちように進んだ。

　やがて弱まった雨音の中に河の音を聞きつけたジーンは、地面を蹴る足を速めた。

「カヤ！」

　木々の途と切ぎれたところに、河が現れる。分岐した河の片方は再びロッケン領に戻もどり、もう片方は支流となりザンドル川と合流する。分岐の手前には大きな岩が点在していて、ジーンはそこを睨みつけながらもう一度叫んだ。

「カヤ！」

　岩の端はしに引っかかっている黒い髪を見つけた時、ジーンは血の気が引く音を聞いた気がした。

「カヤ！」

　娘は、焦こげ茶ちや色の何かにしがみついているように見えた。よく目を凝こらしてみれば、それはチターだ。多弦の楽器。チターが河から飛び出した岩に引っかかり、かろうじてカヤも流れに逆らっている状態であった。

「カヤ！」

　呼びながら河に足を踏み入れる。それはぞっとするほど冷たかった。まだ春になったばかりだ。山の上には雪が残っているし、ここはあまり日が入り込まないので水が温まらない。

　ずるり、と足を滑すべらせそうになってジーンは慌あわてて川べりの草を摑んだ。

（深い）

　道具もなしに入り込むのは命取りである。

「カヤ！」

　返事がないのが焦燥を呼ぶ。こちらから見えるのはチターを摑む白い腕と河の水に流れる黒髪だけで、顔が見えなかった。

「起きろ！　カヤ！　助けにきた！　起きろ！」

　すると、娘が緩慢に頭を起こして顔をこちらに向ける。

　その漆黒の瞳と目があった時、ジーンは一度息を吸った。蒼そう白はくのカヤがジーンを見て目を丸くする。

（まずい）

　その顔色を見て、一目で彼女が危険な状態にあることを悟さとった。

　いったいどれだけの時間ああしてチターにしがみついていたのだろう。彼女はもう限界なのだ。

　ジーンは自らの右肩を摑んだ。

（どうする）

　これは二度目だ。

　どれほどの影えい響きようがあるかわからない。

『いいか？　ジーン。それはお前の命を削けずる』

（わかってる！）

　頭の中のセドリック＝クレイの声に怒鳴りつけた。

　善い人間になりたいなどと思わない。人助けなど糞くそ食くらえだ。自分が助けてほしい時に、誰も助けてはくれなかった。

（だが）

　彼女は。

　カヤは。

（俺の魔女だ）

　ジーンを見ながらカヤが何かを言おうと口を開く。するとそこに河の水が入り込んできて、ごぼりと溺れたカヤがチターから手を離した。黒髪が川かわ面もに沈しずむ。ジーンはもう迷わなかった。

　右肩に押された呪いに命じる。

「あれを助けろ！」

　その命令に呼応するように右肩が熱を帯びた。

　ああ間違いない。これは呪いだ。

　──『忌み子の印スカムグ』。

　伝説でも噂でもない。

　それは真実、ジーンの身体に押おう印いんされた魔女の呪いであった。

　魔法という異能と引ひき換かえに、命を削る。

　つまり──魔女になる呪いだ。

　カヤを飲のみ込こんだ河の水が、意志を持ったかのようにうねった。ジーンはそれを睨み続ける。右肩が熱い。焼きごてを押し付けられているようだ。けれど呻うめき声一つ漏もらさない。

　やがて河の中から白い宝玉に包まれた女が現れた。

　それはふわふわとこちらにやってきて河から出たジーンの頭上で止まったかと思うと、突とつ然ぜんぱちんと弾はじけて女が落下してきた。

「！」

　間かん一いつ髪ぱつだ。両手で受け止める。勢いで尻しり餅もちをついてしまったジーンは、慌てて腕の中の女の呼吸を確認した。

「カヤ、カヤ起きろ」

　ぺちぺちと頰を叩くと、カヤが咳せき込こみ少量の水を吐く。そうしてようやく、漆黒の双眸がジーンを映した。


「……ジーン様」



　カヤが笑う。

（おかしな女）

　どうしてこんな時に笑うんだ。目頭が熱くなる。ああ、彼女は生きている。なんて強運だ。二度も死にかけたのに、彼女は死神に見放されている。


「お会いしたかった」



　かすれた声が紡ぐ言葉に、ジーンは苦く笑しようした。腕の中のぬくもりを強く抱きしめる。

「なんて言ってるのかわからんよ。馬鹿」
















　雨はすでに上がっていた。
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　河で溺おぼれジーンに助けられた夜、待まつ宵よいは森を出る途と中ちゆうで再び気を失った。

　次に目覚めた時はベッドの上で横になっていて、無事でよかったと泣くアルマを宥なだめなくてはいけなかった。

　待宵を連れ去った男の名はウィンドル＝ステイプルトンと言って、待宵が『えでぃま』のふりをした宴うたげの主しゆ催さい者しやステイプルトン伯はく爵しやくの息子むすこだということだった。ステイプルトン伯爵からきた謝罪の手紙を、まだ字が読めない待宵のために読んでくれたのはテオフィールだ。

　あの夜の前と後とでもっとも変わったことは、それまでほとんど待宵の部屋を訪おとずれなかったジーンが二日に一度は訪れるようになったことであった。彼かれは待宵を屋や敷しきの東側にある書しよ斎さいに連れていってくれて、好きな時に好きな本を見てもいいと言ってくれた。時折ロベルトが子供用の本を持ってきてくれて、『勉強に使うといいですよ』と渡わたしてくれるようになった。

　庭に出てもアルマが文句を言わなくなった頃ころ、待宵はテオフィールが持ってきた布包みを解いてあんぐりと口を開けた。

　淡うす朽くち葉ば、白、それに青みがかった緑色の袿うちかけである。その上小こ袖そで、袴はかまに打うち衣ぎぬ、表うわ着ぎ、唐から衣ごろもと裳もまで出てきて、待宵はにわかに頰ほおを赤く染めた。

「まぁ、まぁすごいわ。どうして？　どこから？」

　当たり前だった頃は重たくて動きにくいとさえ思っていた女によう房ぼう装しよう束ぞくを前に、意外なほどの喜びが胸を満たす。絹の手て触ざわりも色目もひどく懐なつかしかった。まだふた月にもならないというのに、十年もこの装束に触ふれていなかったかのようだ。

「ステイプルトン伯爵からだ。お詫わびに、ということだよ」

　ベッドの上に広げられた装束を、アルマが嬉うれしげに眺ながめる。

「カヤ様のお国の服はとても綺き麗れいなお色ですね。今お着き替かえになられますか？　どちらをお召めしになります？」

　彼かの女じよの勘かん違ちがいを察して、待宵はくすりと笑った。

「アルマこれはね、重ねて着るものなのよ」

「重ねて？　ですか？」

「そうなの。このかさね色目は、花はな橘たちばなね。一番下に白を着て、次にこの少し薄うすい緑、こちらの緑、白、薄い黄色……と重ねて着るのよ」

　アルマが不思議そうな顔になる。

「……重たくありませんか？」

　待宵はにっこりと微笑ほほえんだ。

「そうね。だからこれは宮きゆう廷ていに出仕する時の装束なの。普ふ段だんは袴と単ひとえと袿だけね」

「はぁ。正装というわけですね」

「アルマも着てみる？」

「いいえいいえ、アルマには似合わないに決まってます。カヤ様、どうか着てみせてくださいな。ちょうどもうすぐ、ジーン様も帰ってらっしゃいますから」

　待宵はわくわくした。ジーンに女房装束を見てもらうのはいいかもしれない。彼はどんな顔をするだろう。

「そうね。アルマ、着るのを手伝ってくれる？」

「ええ、喜んで！」

　きゃっきゃとはしゃぐ女二人を見て、テオフィールが笑って部屋の戸口に向かった。

「じゃあ僕ぼくは外に出ているよ。ごゆっくり、ご婦人方」

「ありがとうございます、テオ様」

　待宵が慌あわてて礼を言うと、テオフィールは片手を扉の取手に置いたまま振ふり向むき、片方の目を瞑つぶってみせた。

「テオでいいよ、カヤ。君と僕は友達だからね」

　待宵に言葉を教えるためにずっとこの城に滞たい在ざいしていたテオフィールは、今日『王都』というところへ帰るのだという。『実はね、さぼってた仕事が溜たまってるんだ』と言われて待宵は申し訳なく思ったが、テオフィールは『君に会えてよかったよ、カヤ。僕のところにも遊びに来てね』と言ってくれた。

「さて、まずどれから着るんですか？」

　テオフィールがいなくなると、これから一仕事だ、と言わんばかりにアルマが袖そでをまくった。

「ええと、まずこの小袖ね」

　小袖はいわゆる『下着シユミーズ』である。その後袴を穿はいて、裏地のない単を着る。

　そこから袿を重ねていくのだ。雲の白に、さるなしの緑、青竹の緑、もう一度白を重ねて、月の黄色、淡朽葉色。さらに杵きねで打って光こう沢たくを出した打衣、錦にしき織おりでできた表着。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　カヤ様」

　どんどん袿を重ねていくと、アルマが不安そうに言った。待宵は笑う。

「ええ大丈夫。あとはその唐衣と裳をつけて終わりよ」

　袿を重ねるたびに、不思議と背筋が伸のびるような気がした。

　身体に芯しんが一本通るようだ。両の足がしっかりと地面を踏ふんでいる。

（わたくしは、わたくしなのだわ）

　カヤと呼ばれても、『えでぃま』と呼ばれても、自分であることに変わりはない。

　この装束を脱ぬいだからといって他の誰だれかになったわけではなかった。

（こんな簡かん単たんなこと、どうしてわからなかったのかしら）

　待宵はぱちぱちと瞬またたきをした。まるで視界から薄うす絹ぎぬが一枚剝はがれたかのようだ。心なしか今までよりも一段と鮮あざやかに見える。目の前に色が溢あふれていた。風が通り、空気は澄すんでいる。

　ちょうどその時、こんこんと扉とびらが叩たたかれた。

「俺おれだ」

「ああジーン様。ちょうどいいところに！」

　飛ぶようにして戸口に向かったアルマが扉を開けた。

「ご覧になってくださいな。カヤ様のお国の衣い装しようです」
















　振り向けば、戸口に立ったジーンがぽかんと口を開けてこちらを見ている。

「どうです？　とてもお美しいでしょう？　ああ、なんて繊せん細さいな色いろ遣づかいかしら」

「……ああ」

　ジーンはぎくしゃくと頷うなずいただけで、部屋に入ろうともしない。待宵は不安になった。

（ジーン様は、こういう装束はお好きではないのかしら）

　褒ほめてもらえることを期待しただけに、少し残念である。

　しかしジーンの様子を見たアルマはにんまりと笑い、ばんばんと彼の背を叩いて部屋の中に入れた。

「まったくもう！　もっと他に言葉があるでしょうに！　アルマはテオフィール様をお呼びしてきますからね。旦だん那な様はもう少し言語能力を駆く使ししてその賢かしこくていらっしゃる頭の中身をカヤ様にお見せしてさしあげてくださいね！」

　まったくもう、世話がやけるったらありゃしないわ！　と嬉しそうに怒おこりながらアルマが部屋を出て扉を閉めてしまうと、待宵はジーンと二人きりになった。

「……」

「……」

　視線を下に向けたままジーンが何も言わないので、待宵も何を言ったらいいかわからない。

　部屋は静かで、心臓だけが少し速く鼓こ動どうを打っている。顔が熱い気がした。

「……あの」

「……その」

　二人同時に口を開いてしまい、続ける言葉を飲のみ込こむ。ジーンはなぜか不ふ機き嫌げんそうな顔をしていて、待宵は慌てて「すみません」と謝あやまってしまった。

「どうして謝るんだ」

　ジーンの眉み間けんの皺しわが深くなる。

「……怒おこって、いらっしゃるのかと」

　俯うつむいた待宵がちらちらとジーンの顔を見ながら答えると、彼は一度顔を変なふうに歪ゆがめてから、右手を眉間に置いて息を吐はいた。

「これを、預かってた」

　ぶっきらぼうに彼が差し出したのは、待宵がすっかり失なくしたとばかり思っていたあの赤い石の首くび飾かざりであった。

「ああ！　嬉しい！　ありがとうございます！」

　悪漢に誘ゆう拐かいされた時に持っていたはずなのに、戻もどってきたら庭にもどこにもなくて泣きそうになった。アルマに聞いても知らないと言われたそれを、まさかジーンが持っていたなんて。

　待宵は両手でそれを受け取ると、まじまじと見つめてからぎゅっと手の中に握にぎりしめた。

「本当に、ありがとうございます」

　そう言ってからジーンを見て頭を下げる。

「申し訳ございません。せっかくいただいたものを、失くしてしまうなんて」

「……別に、怒ってない」

（そうなの？）

　でも、怒っているように見える。とても不機嫌そうだ。

「そう見えるならすまない。本当に怒ってるわけじゃないんだ。ただ……お前の格好が……」

　ジーンは口ごもった。一度緩ゆるんだ眉間の皺が、再び渓けい谷こくのように深くなる。

（まぁ）

　待宵は瞬きをした。

「もしかして、褒めてくださろうとしていらっしゃるのですか？」

　そう聞くと、ジーンが驚おどろいた様子で顔を上げた。

（ああやっぱり）

　待宵は嬉しくなって両手を合わせる。

「ああ、やっぱり」

　と心のなかで思ったことをもう一度言った。

「どうして……」

「だって、今のジーン様は、照れた時のわたくしの弟と同じ顔をされてらしたわ」

「お前、弟がいたのか」

「ええ滅めつ多たに会いませんけれど。兄が二人、姉も一人おります」

「……そうか」

　ジーンは一度息を吐くと、今度はまっすぐ待宵を見て申し訳なさそうな顔をした。

「すまない。やはりしばらく、船の手配はできないようだ。例の密輸船の件で、東とう倭わ国こくと帝てい国こくの間が少しごたついている。家族に早く会いたいだろうが……」

「いいえ！　あの、本当に……」

　ジーンはずっと、待宵が国へ帰れるよう奔ほん走そうしてくれていたが、それが当分の間難しそうだと伝えられたのは数日前のことである。

　それを聞いた時待宵は、残念に思うと同時に歓かん喜きした。

　ジーンの側そばを離はなれずにすむからだ。初めて恋こいをした人の側を。

　しかしそれを、まだジーンに伝えられていない。

　怪け訝げんそうにこちらを見てくる彼に、待宵は頭を下げた。

「本当に、何から何までありがとうございます」

「いや、結果的に何もできなかったんだから礼は必要ない。ステイプルトン卿きようも申し訳ないと言っていた」

「ああ、この装束のことも、あの方にはお礼を申し上げなければなりませんね」

「息子のしたことの罪つみ滅ほろぼしだろう？　させておけばいい」

　待宵は困ったように笑った。

「あの人……ウィンドル様は、悪い方ではないように思いましたわ」

　今度こそ、ジーンは照てれ隠かくしではなく不機嫌な顔になった。

「本気で言ってるのか？」

「あの時は突とつ然ぜんで怖こわいと感じましたけれど、わたくしの心をほぐそうとチターを用意してくださったり、無理に触れてこようともされませんでしたし」

「物で懐かい柔じゆうしようとしたんだろう。どこかの屋敷に連つれ込こまれてたら、無理に触さわってこなかった保証はない」

「河に落ちたわたくしを助けるために、責められるのを承知でジーン様のところへ戻ろうとされていたと聞きました」

「馬ば鹿かじゃないのかお前は。あの馬鹿息子のせいで死にかけたんだぞ？」

「ええ、でもジーン様が助けてくださいました」

　待宵は一歩足を前に進めた。ず、ず、ときぬ擦ずれの音をさせながら待宵が近づくたび、ジーンの表情の棘とげが取れていく。代わりに彼は、困ったような表情を浮うかべた。

　正面で立ち止まった待宵は、男の様子を窺うかがいながら首飾りを持っていない方の手を上げた。そしてその右みぎ肩かたに触れる。目め頭がしらが熱くなった。まだ、泣いてはいけない。

「二度も、わたくしを助けてくださいました」

　ジーンが動どう揺ようしたのが触れた手から伝わってくるようだった。

　すべてを覚えているわけではない。

　しかし待宵は、あの河で自分が死を覚かく悟ごしたことは記き憶おくしていた。口を開けた拍ひよう子しに水が入り込み、しがみついていたはずのチターはいつのまにか消えていた。水に巻まき込こまれ呼吸ができず、喉のどが焼けるように熱かった。

　だがその直後だ。

　白金の温かいものに包まれたのは。その温かいものはふわふわと浮かんで待宵を川の流れから救い出し、求めていた腕うでまで連れていってくれたのだった。

　重たい瞼まぶたを開けて飛とび込こんできた青せい藍らんの瞳ひとみを見た時、待宵はこれが初めてではないと知った。

「あなたは、海からも私を助け出してくださった」

　ジーンに初めて会った時に覚えた既視感。自分をこの国に導いた神仏を彼と繫げて思い浮かべたのは、事実、彼が一度、待宵をこの世界に引き戻したからだ。

　だって、生きていられたはずがない。

　盗とう賊ぞくに飲まされた薬で意識が朦もう朧ろうとしていた待宵は、船に乗せられどういうわけか知らないが途中で海に落とされた。絵巻物でしか見たことのない、あの海に、だ。

　泳ぎ方さえ知らない自分が陸まで泳ぎ切ったはずもないのに、気がつけばジーンの屋敷にいた。

「……お前は、運がよかった」

　ジーンがすっと息を吸ってから言う。

（ああやはり）

　待宵は喉元にせまる感情に息苦しさを覚える。

「お前と一いつ緒しよに落とされた積つみ荷にの樽たるに捕つかまって、南方の村に打ち上げられたんだ」

「ほとんど死んでいたはずです」

「まだ心臓は止まっていなかった」

「あなたがわたくしを生かしてくれたの」

　不思議とそれだけは確信があった。

　ジーンの右肩が熱い。服を通してだというのに、待宵はそこに何かがあるのを知っていた。我が慢まんできなくなった涙なみだがぽろりと溢れる。

「ジーン様。この、花橘のかさね色目は夏の色目なのです」

　ジーンは一いつ瞬しゆん、何を言われているのかわからない様子であった。

　待宵は笑う。

「ですから、本当にこの美しさを知っていただくには、夏に見ていただかなくてはなりません。それまで、アールラにいてもよろしいですか？」

　入じゆ内だいはしない。尼あまにもならない。

　待宵はもう決めていた。

　父も母も驚くだろうか。けれど、自分は譲ゆずらない。もう知ってしまったのだ。世界が無限に広がっていることを。籠かごの中にいる理由など何もないことを。

（お父様とお母様は、説得するわ）

　どんな手段を使ってでも。

（帰れるようになっても）

　帰らない。

　たとえ、ジーンに拒きよ絶ぜつされたとしても、きっと彼を振り向かせてみせる。だってこれは、たった一つの恋なのだ。

「……お前の名」

「え？」

　ジーンがまっすぐに待宵の目を見て言った。

「お前の名だ。本当はなんだった？　もう一度教えてくれ」

　驚いて目を丸くする。

（名前？）

　どうして、今。

「カヤは便べん宜ぎ上じようの名だ。お前の本当の名前を知りたい。……今度は、きちんと呼べるように練習する」

　待宵は両手で顔を半分隠かくさなければいけなかった。せっかく涙を飲み込んだのに、また泣きじゃくってしまいそうだったからだ。

「……」

　二回大きく深呼吸をして、なんとか涙を再び目の奥おくに押おし返かえす。泣いてしまったら、きっとジーンは困るだろう。

　ようやく落ち着いたところで、待宵は顔を上げて笑った。

「ジーン様。実は最初に申し上げたのは、わたくしの本当の名前ではありません」

　するとジーンがまた眉間に皺を寄せた。

「どういうことだ」

「わたくしの国では、本当の名は真ま名なと言って、ごくごく親しい人にしか明かさないのです。待宵は、ただの呼び名ですわ。本当の名前ではありません」

「……そうなのか」

「ええ」

　どこか残念そうなジーンと視線が合わさる。

　吸すい込こまれるような青藍の瞳が待宵を侵しん食しよくしてしまうように見つめてきて、彼女は心臓がもたないと思った。

「……ジーン様」

　また熱くなりすぎて倒たおれてしまう前に、と待宵は言った。

「あの、『わたくしのすべてをもらっていただけますか？』」

「…………」

　ピキリ、とジーンの顔が固まったので、待宵はどきりとした。何か間ま違ちがえてしまっただろうか。ジーンの口くちの端はしがぴくぴくと引きつる。

「……な、なんだと？」

　待宵は慌てた。

「ご、ごめんなさい。何か違ちがいましたか？　テオ様に、最上級の好意を表現する慣用句だと……」

　ぶちり、とジーンの頭のあたりで何かが切れたような音がした気がした。

「テオ！　テオフィール！」

　踵きびすを返かえして待宵から離れたジーンが、部屋の扉を開けて怒ど鳴なる。

「色ボケ野や郎ろう！　ぶっ殺すぞ!!」

　待宵は何がそんなにジーンを怒らせてしまったのかわからずおろおろとしたが、こちらに背を向けている彼の耳が真まっ赤かになっているのを見て、ほっと安あん堵どする。

（彼になら、いいだろう）と待宵は思った。

　彼は、待宵の大切な人だ。本当に。

「ジーン様」

　彼が最初、自分をカヤと呼んだ時、待宵は驚いた。月の住人は、真名を言い当てることができるのかとさえ思ったのは、カヤという名があまりに自分の真名と似ていたからだ。

　ジーンが振り向く。

　困こん惑わくした様子のその顔がかわいらしくて笑ってしまう。

　彼のすべてが愛いとおしい。

　ああ。これが、恋なのだ。

「わたくしの本当の名は……」

　きっとここから始まる。

　ずっと月に焦こがれてきた。けれどもうそれは終わったのだ。




「かぐやと申します」
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　ジーン＝バイロンが砂さ漠ばくのその村に辿たどり着ついた時、集落の長おさの簡素な寝しん台だいに横たわった娘むすめは虫の息であった。

　海水に洗われた髪かみはごわごわとして艶つやは失われていたし、頰ほおには血の気がなく触ふれるとぞっとするほど冷たかった。唇くちびるは乾かん燥そうしてひび割れ、肌はだはお世辞にも手て触ざわりがいいとは言えない。娘の身体からだにはすでに生を留とどめておくだけの力はなく、耳を近づけるとかろうじて感じられるようなその吐と息いきに混じって、生命力とも呼ぶべきものが少しずつ流れ出してしまっているようだった。

　ジーンが、この死にかけの娘に対して右みぎ肩かたの呪のろいを使うことを躊ちゆう躇ちよしたことは否定できない。生き返らせたとしても娘が使い物になるかどうかはわからなかったし、ただいたずらに自らの寿じゆ命みようを縮めただけに終わる可能性もあった。だが『娘を救いに来た』と言って現れた男を見る集落の長である老人の眼まな差ざしが、ジーンに逃にげることを許さなかった。

　かくして、ジーン＝バイロンはその呪いを行使した。

　右肩に焼きごてを押おし付つけられたような熱さを感じると同時に、娘に触れた指先から何かが流ながれ込こんでいくのがわかる。

　それはまさに魔ま法ほうであった。娘の頰に血の気が戻もどる。

　ただ生命を浪ろう費ひしていくだけに見えたそのかすかな呼吸が、外界の力を取とり込こむような力強さを取とり戻もどす。

　集落の長が古い言葉で「奇き跡せきだ」と呟つぶやいたのが聞こえたが、ジーンは振ふり向むかなかった。

　うっすらと開いた娘の瞼まぶたの向こうの、一対ついの漆しつ黒こくに目を奪うばわれていたからだ。

　それは二度ほど瞬まばたきをした後また閉じられてしまったが、ジーンの脳のう裏りにはその一対が強く焼きついた。

　黒瑪め瑙のうのような瞳ひとみ。魔ま女じよの黒こく眼がん。

　けれどそれ以上に、屍しかばねに近い人形のようであった娘が見せた、あどけない表情に衝しよう撃げきを受けた。そして同時に、その声を聞いてみたいとも思った。

　実際に、彼かれがその異国の娘の声を聞けるようになるには、七日という時を待たなくてはならない。

　──『いやっ！』

　それは異国語の悲鳴であったが、彼にとっては待まつ宵よいの姫ひめ──かぐやとの、生しよう涯がい忘れ得ぬ出会いになったのだった。
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　はじめまして、こんにちは。

　山やま咲さき黒くろと申します。

　手を出すまい出すまいと思っていた和風世界に、つま先だけ突つっ込こんでみました。ほのぼのとした二人の世界を楽しんでいただければ幸いです。

　今作品も、たくさんの方にお世話になりました。

　本当にありがとうございます。これからもどうぞよろしくお願いいたします。





山咲黒










著

山咲黒

Kuro Yamasaki




愛用のノートパソコンのバッテリー表示が１００％になったり11％になったりしてどきどきしています。お願いだからまだこわれないで。

来年もよろしくお願いいたします。




ツイッターにて書籍情報やサイト更新情報をつぶやいております。

@7banchi










イラスト

坂本あきら

Akira Sakamoto




修羅場のお供に良くチーズかあたりめを齧っているのですが、最近嵌ったのがパルメジャーノというチーズ。粉チーズの粉になる前のものでハードタイプというモノらしく、薄切りにするとパキポキ折れる程で、舌触りといいかほりといい最高でございました。



















イラスト／坂本あきら

デザイン／島田絵里子
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山やま咲さき黒くろ





[image: ]





2017年12月15日　発行





[image: ]Kuro Yamasaki 2017
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